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　ランタン灯ともして悪あく魔まが来るよ

　仮か面めんを被かぶった悪魔が来るよ

　貴方あなたに仮面を被せに来るよ

　みんなに仮面を被せに来るよ







　そう唄うたいながら笑う子供は、紛まぎれもなく悪魔であり

　──同時に、罪人でもあった。
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　目もく撃げき者の少女は語る。

　仮か面めんの怪かい人じんは、ただそこに居たのだと。

　そこに居ただけだからこそ、余りにも恐ろしく、そして、余りにも綺き麗れいだったのだと。




　　　　⇔




１７０５年　イタリア半島

スペイン領　ナポリ総そう督とく管かん轄かつ区く　ロットヴァレンティーノ市




　時は18世紀初しよ頭とう。

　それは、西せい欧おう諸国が大きな変動を起こす為ための──一つの準備期間とも言える時代だった。

　巨大な王国の跡あと継つぎを巡って、欧おう州しゆう各地を巻き込んだスペイン継けい承しよう戦争。そんな壮大な跡あと目め争いと共に幕を開けた新しん世紀は、ヨーロッパの列れつ強きよう諸国の間に静かな脈みやく動どうを感じさせていた。

　文化的には、この時代は一つの折り返し地点だと言える。

　各かく王家がスペインの王おう位いを巡って火ひ花ばなを散らす中にも関わらず、あるいはそうした時期だからこそ、芸術の文化は多た彩さいに蠢うごめき変化し続けた。




　そんな最中さなか──とある町で、一つの事件が起こる。




『現場』を最初に見つけた者は、後に語る。

　あの光景は、美術的に見て何らかの価か値ちがあったように思われた、と。




『ロココ』という新しい礎いしずえが台たい頭とうする直前にして、『バロック』の折り返しと言える時代。

　快活で柔らかなイメージを包ほう有ゆうし、艶あでやかな色いろ遣づかいでキャンバスを玉たま虫むし色に染そめ上げる絵画が特とく徴ちよう的なロココ調に対し、過か剰じようなまでに豪ごう華かで鮮せん麗れいなバロックという美術。

　新たな美術の台たい頭とうにもその計算された過剰さは衰おとろえを見せず、その広い室内にも、バロック芸術に影えい響きようされた品々が絢けん爛らんな姿で存在感を放っていた。




　だが──その『芸術品』は、一つだけ浮いた形でその空間に存在していた。

　浮いているからこそ異い彩さいを放ち、また、周囲と互いに引き立て合っているようだった。

　目もく撃げき者はそう語ったが、彼はその後暫しばらく悪あく趣しゆ味みな男として後ろ指をさされる事になる。

　何な故ぜなら、彼の言う『芸術品』というのは──




　大だいの字じとなってシャンデリアと向かい合う、血ち染ぞめの少女の姿だったのだから。




　　　　⇔




翌よく朝あさ




　ナポリ近郊の港町、ロットヴァレンティーノ。

　人口五万人という小都市であるこの町で起こった惨さん劇げきに、市民達たちが大おお騒さわぎを────しているような気け配はいは感じられなかった。

　イギリスでは３年ほど前に世界初はつの日刊新聞が創刊されていたが、この町では、何か事件が起こったときに発行される瓦かわら版ばんがせいぜいであった。

　ならば、その瓦版にて凄せい惨さんな殺人事件が大だい々だい的に伝えられたかと言うと──

　一枚の紙面の半分以上を占めているのは、街の治ち安あん部隊の汚お職しよくに関する追及の記事。

　それに続いて、少女の死が小さく載せられている。

　事件の経緯いきさつは詳しく書かれておらず、瓦かわら版ばんを購こう入にゆうする人々も、それに疑問を持たぬまま淡たん々たんと記事の内容に目を通していった。




　心しん臓ぞうをひと突きにされたその死体は、足あ搔がく暇ひまもなかったのか、血ち溜だまりを乱さぬまま事こと切きれており──血溜まりの中で綺き麗れいに天てん井じようを見上げていた。

　現場に遺のこされた手がかりは、仮か面めん。

　仮面舞ぶ踏とう会かいか、あるいはヴェネツィアの祭りで被かぶるような、顔かお全体を覆おおう純白の仮面。

　もはや表情を無くした死体の顔に、更さらに無表情な仮面が覆い被されており──目もく撃げき者は語る。

　あれはまさしく芸術品であった、と。

　更さらに事件を異い様ような物に仕立て上げるのは──

　仮面を被った、謎なぞの怪かい人じん。

　しばしば現場で目撃されている、純白の仮面を被った人ひと影かげ。男か女かも解わからず、暗くら闇やみの中にぽっかりと浮かぶ、死体に被せられたものと良く似た仮面。

　ロットヴァレンティーノの治ち安あんを預かる『都市警けい察さつ』は、その仮面の人物を容よう疑ぎ者と目もくして行方ゆくえを追っている──

　大まかには、そのような事が羅ら列れつされていた。

　この街では、どういうわけか『都市警察』と呼ばれる自じ警けい団だんが、スペインの憲けん兵ぺい隊たいとは別に独自に治安を維い持じしており、ナポリや周辺の都市とは違った特殊な治安制度をとっている。

　封ほう建けん社会の貴き族ぞく達とどのような取引があったのかは不明だが、そのシステムが成立してから数十年。このような連続殺人は初めての事であり──まさに、都市警察の威い信しんをかけた一つの

闘とう争そうであると考えられていた。




　奇き妙みような殺人。

　奇妙な手がかり。

　都市警察への挑ちよう戦せん。

　そして、謎の怪人。

　これだけのゴシップが揃そろっているにも拘かかわらず──新聞は、事件のトップの座を町の治安部ぶ隊たいの汚お職しよく事件に譲ゆずり渡した。

　民みん衆しゆうは、既すでにこの事件に飽あき始めていたからだ。

　恐怖を覚えつつも、もはや『犯人逮たい捕ほ』以外の情報からは興味を失いつつある。

　何な故ぜならば──

　この少女の時点で、『仮面の男』による殺人は、既に二十七件目となっていたからだ。

　半年に亘わたる長期の連続殺さつ傷しよう事件に、既に人々の感覚は麻ま痺ひし始めていた。

　そして──これは、さして大きな事件にはならなかった。

　本来ならば狂気の猟りよう奇き殺人として歴史に名を刻んでもおかしくない、寧むしろ刻まれない方がおかしい事件ではあったが──その兆ちよう候こうは見られない。

　奇き妙みような事に、この事が騒がれるのはロットヴァレンティーノの都市部に止まり、海外は疎おろか、ナポリでも大した話題になっておらず──ただ、町まち中なかにだけ生ぬるい恐怖と狂気を渦うず巻まかせている状況だった。




　ただ、名前も無い瓦かわら版ばんだけがその事実を淡たん々たんと記し続け──

　事実は噂うわさとなり、噂は恐怖となり、人々の生活に根を下ろす。

　浸しん食しよくするように、ゆっくりと、ゆっくりと────

　死者は、死した後も死に続けた。

　町の中に、己おのれの死を浸しん透とうさせるかのように。
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１７０５年　夏　ロットヴァレンティーノ




　イタリアの主要都市の一つであるナポリ。

　だが、この年代にはまだ『イタリア』とは半島の名を差し示し、ナポリを始めとした南イタリアは『ナポリ王国』として発展し、アラゴン王国によって征せい服ふくされた後に様々な経けい緯いを経て、現在はスペイン領となり、本国から派は遣けんされたナポリ総そう督とくによる統とう治ちが続いていた。

　そのナポリ総督管かん轄かつ区の北西。

　ナポリ市の近郊に位置する海岸沿ぞいに、その街は存在していた。

　ロットヴァレンティーノ。

　人口五万人。

　斜面の多い土地に、石造りの建造物が海を望む形で並んでいるが、他の都市ほど荘そう厳ごんな景けい観かんというわけでもなく、ただ粛しゆく々しゆくとそこに存在するといった印いん象しようの街である。

　ナポリに連なる交こう易えきルートの一つとして数えられているこの小都市は、地ち中ちゆう海かいの影えい響きようを受けて比較的温おん暖だんな気候となっており、郊外では果物くだものの栽さい培ばいも行われていた。

　地中海に属するティレニア海は今日も鮮やかな青色を映し、暖かい風が細かく張り巡らされた路ろ地じの間を駆け抜ける。

　ナポリの町並みをそのまま圧あつ縮しゆくしたような光景だが、特に有名な名所があるわけではないので、交こう易えき以外の人の出入りは殆ほとんど見られない土地だった。

　ただ一つ──『図書館』に出入りする人々を除いては。




　ロットヴァレンティーノ市には、いくつかの図書館が設置されている。

　小さな港こう湾わん都市として、人口はナポリの一割にも満たないというのに、図書館の数ではスペイン領全すべての中でもトップクラスという状態である。この地域がスペイン領になってからの２００年間に、何な故ぜか貴き族ぞく達がそれぞれの家の名で競うように図書館を建てたという歴史があるが、人々はその経けい緯いなどは気にせず、淡たん々たんとその存在を受け入れている。

　ただ、図書館の数に比例して、この街は学問に力を入れているわけではなく──図書館はどこも閑かん散さんとした空気が漂っていた。

　そうした図書館の一つに──一ひと際きわ大きな蔵ぞう書しよ庫こを併へい設せつしている場所があった。

　ただ『第三図書館』とだけ名付けられたその図書館は、プロイセン王国の北部にある島の貴族の祖そ先せんが資金援えん助じよをして建てられたそうで、数年前にプロイセン王国が誕生した後にもその一族は援助を続けている。

　そんな経緯など大たい半はんの人間は知らないが──一見、広いだけで地じ味みな図書館を、地味であるからこそ利用している人々がいた。

　周囲を建物に遮さえぎられ、一いち度ど図書館から中庭を通らなければ辿たどり着く事のできない蔵書庫。

　一見隔かく絶ぜつされたその場所には、実に多くの人間が頻ひん繁ぱんに出入りしていたのだが、図書館の外側からその様よう子すは窺うかがいしれない。

　彼らはバラバラの身なりをしていたが、比ひ較かく的てき若い年ねん齢れい、少年や少女と呼ばれる層の人々が殆どだった。

　そんな彼らが集まる蔵書庫の二階。

　複数の部屋に分かれたうちの一室に──『彼』は、いた。




　蔵書庫の名が示す通り、その部屋には確かに多くの本が存在している。

　四し方ほうの壁には、窓と出入り口を除いた殆どの場所に棚たなが設置され、本が縦じゆう横おう無む尽じんに積み上げられていた。

　だが、部屋の中央部は広い空間が空あいており、そこでは数名の人ひと影かげが静かに本を捲めくっている。

　七人の少年と三人の少女が、部屋の中に三つ置かれた大おお机づくえを取り囲むように座っていた。

　年ねん齢れいは誰しも15歳さい前後といった所だろうか。それぞれ机に向かって思い思いの本を読んでいたが、少年達の座る位置にはあからさまな偏かたよりがあった。

　真まん中なかと入口側の大机には、それぞれ四人ずつ椅い子すに座っていたが──窓まど際ぎわの席には男女が一人ずつ座るのみ。

　しかも、その二人は机の端はしと端に座っており、少女は比ひ較かく的てき皆と近い位置に。少年は、寧むしろ皆から離れるような窓際の位置に座していた。

　離れているとはいえ、同じ机に座る一組の男女。

　長い金色の髪かみを垂らした少女は、チラチラとその少年の方を見ていたが、その視線にどのような感情が含まれているのかは表情に見せず、少年は、そんな少女の視線に気付いていないかのように、ただ黙もく々もくと自らが手にする書物に読みふけっていた。

　黒くろ髪かみの少年は、金色の瞳ひとみを小こ刻きざみに動かしながら、休む事なく本のページを捲めくり続ける。

　一秒に一枚のペースで紙を捲り続ける様よう子すは、読んでいるというよりもページの不備が無いか確認しているかのように思われた。

　だが、少年はそれで全ての文章を読みこんでいるという事を、同室にいる全ての者が知っている。恐るべき速そく読どくだが、誰もそれを賞しよう賛さんしない。また、少年も賞賛を望んでいない。

　どうやら少年は他の子供達と何か隔へだたりがあるようで、室内では時とき折おり雑ざつ談だんが交わされているが、少年はその話に加わる事はなく、ただ黙々と書物の文字列を頭の中に叩たたき込み続けていた。




　そのまま、どれ程ほどの時間が過ぎただろうか。

　太陽の位置が頂点を過ぎた所で、眩まぶしい日差しが窓際の少年を照らし出す。

「……」

　どこか湿っぽい日差しから身を守るように、少年は木製の窓まど蓋ぶたをパタリと閉めた。

　途と端たんに部屋の前まえ半分が薄暗くなるが、極きよく端たんに暗くなっているのはその少年の周りだけで、他の若者の読書には大した影えい響きようを与えない。

　物もの憂うげな表情で影の中に身を落とす少年は、それでも席を移動する事なく、薄暗い環境の中で何事もなかったかのように本のページを捲り続ける。

　その行動に呼こ応おうするかのように、ギイ、と扉とびらが軋きしむ音がして、部屋の入口から一人の大人おとなが姿を現した。

「はーい、皆さん、おはようございま……ひゃぁあぁっ!?」

　自分自身の足に引っかかるという器き用ようなのだか不ぶ器用なのだか解わからない事をしでかして、その大人──眼鏡めがねをかけたグラマラスな女性が、音を立てて書庫の床に倒れ伏した。

「大丈夫ですか、ルネ先生」

　入口付ふ近きんに座っていた少年が声をかけるが、特に慌あわてた表情にはなっていない。

　同じ室内の人間達は、慣れっこだとでもいうのか、特にルネと呼ばれた女性を心配する素そ振ぶりを見せてはいなかった。

　窓まど際ぎわにいた孤独な少年に至っては、一いつ瞬しゆんたりとも彼女の方に視線を送らず、相変わらずの速度で目と指を動かし続けている。

「あいたたた……これは興味深ぶかい結果がでましたよ？　自分で自分に足をかける事ってできるんですねえ。パラケルスス先生だってファウスト先生だってこの事実に気付いていたかどうか解わかりませんよ？」

　照れ隠かくしなのか、目眼めがねをかけた女性は奇き妙みような事を早口で呟つぶやきながら立ち上がり、何事もなかったかのように部屋の中へと歩み始め──

　些いささか無む邪じや気き過ぎる笑顔と共に、眼鏡の女性は声を上げた。

　朗ほがらかに、朗らかに。

「それじゃ、今日の講こう義ぎを始めますよーっと」







　この蔵ぞう書しよ庫こは、所謂いわゆるひとつの『私し塾じゆく』とでも言うべき場所だった。

　街では教育にさほど力を入れていないとはいえ、一般的な学まなび舎やは存在し、貴き族ぞくだけでなく庶しよ民みんの子供達でも様々な教養を身につける事はできる時代だった。

　だが──この蔵書庫に集まっている子供達は、とある事情から一般的な学舎には通えない立場の子供達が集められている。

　その事情は個々によって様々だが、共通しているのは、皆、何かを『学ぶ』という事に貪どん欲よくという事だった。

　蔵書庫の講こう師し達は教育を強制しない。だが、自ら何らかの知識や知ち恵え、あるいは技術を必要とするのに、正式な学舎に通えない者達の為ために、こうした場が開かれている。

　こんな蔵書庫の中で隠かくれるように講義を行っている理由は二つ。

　一つは、彼らが表おもて立だって教育を受けられない理由の多くが、そのままこの街で生活する事に支し障しようがあると見なされたからだ。中には素す性じようがバレると教育どころか街を追い出される少年も存在している。それは明らかに異い国こくの者と解わかる少年だったり、その若さで何らかの罪を犯した者だったり、各おの々おのの理由を内に秘めていた。

　そしてもう一つ。

　この私塾が人ひと目めをはばかるように開かれている最大の理由。

　わけありの少年少女を利用するかのように、この『私塾』では、他の学舎では教えない事を授業の中に組み込んでいた。




　──錬れん金きん術じゆつ。




　それは、古き学問。

　それは、時代の遺い物ぶつ。

　それは、進化の可能性。

　それは、華か麗れいなるまやかし。

　それは、儚はかない夢。

　それは、人を惑まどわす紛まがい物。

　それは、科学への可能性。

　それは、夢ゆめ見みがちな迷めい信しん。

　それは、信仰。

　それは、異い端たん。

　欲望の産物。

　悪あく魔まの技。

　それが、一般的な人々の持つ、錬れん金きん術じゆつへの偏へん見けんだろう。

　──錬金術。

　古代エジプトより発はつ祥しようしたとされる学問であり、技術であり、同時に文化でもあった存在。

　錬金術師しと呼ばれた者達は、伝説の中において様々な顔を見せる。

　時には名の示す通り卑ひ金きん属ぞくから金を為なす事を求め、またある時は神の手を離れた人じん造ぞうの生命を求め、果てには永遠の生命を追いかける。

　しかし、彼らの求める究きゆう極きよくに終わりは無い。彼らは不可能な事を可能とすべく日々研けん鑚さんを重ねているのであり、もしそれが叶かなったとすれば、それはもはや『可能』な事。

　それは既すでに色いろ褪あせた事実に過ぎず、新たな究極を求め始める。もっとも、現実には最初の『究極』である金の生せい成せいすらおぼつかないのだが。

　彼らはそうして不可能な夢を現実とするため、全てを求めながら己おのれの知識と欲望、あるいは使命感の中に埋まい没ぼつして行くのだろう。

　この時代において、既に錬金術師達たちは周囲から阻そ害がいされ、時には羨せん望ぼうの眼差まなざしを受けながらも、様々な技術を追い求めては挫ざ折せつしていった。

　しかしながら、その行為は決して無む駄だなものでは無い。

　同時代に錬金術師ニュートンが発見した万ばん有ゆう引いん力りよくをはじめ、錬金術師達は近代科学における様々な貢こう献けんを為している。錬金術は、決してまやかしの学術体たい系けいではない。

　多くの宗教は錬金術を否定し、時に迫はく害がいを行うが、そこで生まれた『技術』は世の中に広まり続ける。

　だが、時には────迫害の原因となるように、魔ま術じゆつや神しん術じゆつと呼ばれる、科学とは一線の隔へだたりをなす分野に手を出す者もいた。

　一般的には錬金術と魔術は同どう一いつ視しされがちだが、本来、それらは全く異なるものである。

　錬れん金きん術じゆつ師し達の中には、そうした魔ま術じゆつや祈りを『他た力りき本ほん願がんの非ひ科学的な物』として軽く見る風ふう潮ちようもあったが、積極的に手を出す者も確かに存在したのである。

　魔術や悪あく魔まとて、存在を確認してしまえばそれは『可能な事』であり、次なる『不可能』を打開する為ための道具に過ぎないのだ。

　もっとも、この私し塾じゆくで教えているのは古こ典てん的な錬金術から最新の理論まで、非常に幅広く教える形を取っていた。他の学まなび舎やで教えるような一般教きよう養ように割さく時間が最も多く、中には芸術を率そつ先せんして教える講こう師しも存在した。

　とはいえ、この土地を支配しているスペインはカトリックを礎いしずえとする国であり、ほんの一部の時間とはいえ錬金術を子供達に教えるなどという行為は歓かん迎げいされない。

　そこで、一部の錬金術師達たちが互いに連絡を取り合い、こうした『わけあり』の子供達を集めて自らの後進を育てようという流れとなり、この私塾が成立する事になったのだ。

　元々この図書館に寄付をしているプロイセンの地方領りよう主しゆは錬金術に寛かん容ようであるらしく、その事情を知った上で変わらぬ援助を続けていた。

　中にはこの蔵ぞう書しよ庫こに住みこんでいる子供もおり、図書館員いんの下した働ばたらきとして生せい計けいを立てているという光景も決して珍しいものではない。




　その中でも、このルネという教師は錬金術と歴史を専門に教える立場にあったようで、毎日のように生徒達とは顔を合わせる間あいだ柄がらにあった。

「ええと、それじゃあ、今日は王おう水すいの発明によって生まれた新しい理論についてですけど……昨日きのう、ジャービル・イブン・ハイヤーンさんの話まではしましたっけ？」

　先せん刻こくの盛大な転てん倒とうから気を取り直したルネが、威い厳げんを見せるように言うと──

　生徒たる少年達は、眉まゆを顰ひそめたまま互いに顔を見合わせる。

「というか先生、その授業は昨日やりました」

「えええ!?」

「今日はアマルガム化した金と銀の有用性についての話をするって……」

「あ、あれえ？　そういえばそうでした……ような」

　眼鏡めがねの奥で目を泳がせる講師を前に、生徒達は呆あきれたような苦く笑しようを向ける。

　些いささか師と仰ぐには不安を持たせる存在だったが、子供達の評価は決して悪くなく、グラマラスな肢し体たいのせいもあってか、少年達には寧むしろ一番人気のある講師とも言えた。

　ただ一人、全てに興味が無いように本を読み続ける少年を除いては。

　ルネは、中央の机の端はしに腰掛けながらキョロキョロと周囲を見渡し、窓まど際ぎわの少年を見て暢気のんきな声を吐き出した。

「ほらほら、ヒューイ君？　本を読むのは一いつ旦たんお終しまいにして下さい？」

　その言葉に反応して、ヒューイと呼ばれた少年は静かに口を開く。

　目め線せんも動作も何も変えぬまま、ただパラパラと本を捲めくりながら言葉を紡つむぎだした。

「大丈夫ですよ、先生。ちゃんと授業は聞いてますから」

「なら大丈夫ですね！」

　ポンと手を叩たたいてそのまま授業を始めようとするルネに、少年は小さく舌した打うちし、意識を完全に本の中へと落としていった。




　ヒューイ・ラフォレット。

　明日で15歳さいの誕生日を迎える少年は、どこか浮いた子供達の中でも、一ひと際きわ孤立した存在だった。異常な性せい癖へきがあったり他者に危き害がいを加えるわけではないのだが、必要以上に他者との壁を作るきらいがあった。

　話しかけられれば薄い笑顔を向けて何か答えるのだが、自分から誰かに話しかける事は何も無い。

　あからさまに他者との関わりを拒こばんでいる様よう子すが見受けられ、周囲からも自然と声を掛ける機会が減っていった。

　授業中でも平気で本を読むような態度を除けば、一見して素そ行こうの良い優等生といった感じであり、物もの憂うげな雰ふん囲い気きと容よう姿しが相まって、女性からの人気は決して悪く無い。

　唯ゆい一いつ同じ机についている少女もその一人なのか、あいかわらず本に向かう少年を横よこ目めでチラチラと見続けている。

　そんな自ら孤立を選んだ少年は、授業を最低限──『ああ、既すでに自分が知っている事だ』と理解できる程度に聞き流し、残りの集中力を全て本に傾ける。




「……つまりですね、ゲーリッケさんが斥せき力りよくを発見した事により、このコハクに端たんを発するワクワクするような秘密エネルギーは、斥力と引いん力りよくを同時に併あわせ持つと解わかったんです。なんだかドキドキしますよね？　もしこのエネルギーを自在にコントロールできれば、世界は大きく変わりますよう。蒸気を利用したセイヴァリ機き関かんとどっちが先に世界を制すんでしょう。楽しみですよねえ」

　──……今日は、アマルガム化の話じゃなかったのか？

　流りゆう暢ちような脱だつ線せんで授業の内容が変わっている事に気付いたが、ヒューイは訂てい正せいしなかった。

　──……まあ、どうせ既に頭の中に入っている内容だ。

　他者はルネの話を聞くことに夢む中ちゆうなのか、授業内容がめちゃくちゃになっている事に気付いてすらいない。

　だが、ヒューイにとってそんな少年達の事など関係ないのか、本の文字列れつを頭の中に刻み続けた。夢中になるほどその本が楽しいというわけではなさそうで、何らかの義ぎ務む感かんをもって書物の知識を頭の中に叩たたき込んでいるような印いん象しようだったが──それに気付いている者は、彼を観察する少女を含め、誰だれ一人としていなかった。

　そして、この日もいつもと同じような授業風ふう景けいが続くと思われたのだが──

　講こう義ぎを終えた直後、ルネが思い出したように声をあげた。

「いけない！　忘れてました！」

　唐とう突とつな大声に、室内の塾じゆく生せい達が一いつ斉せいに顔を向ける。ヒューイも一いつ瞬しゆんだけ本から目を離し、あたふたしている講こう師しに意識を集中させる。

「お友達！　そうです！　明日から、皆さんに新しいお友達が増えるんです！」

　楽しそうに語るルネの言葉に、にわかに顔を賑にぎやかせる少年少女。

　この学まなび舎やの性質が性質なだけに、新しい仲間というのは滅めつ多たに増えない。現在別べつ室しつで学んでいる者達も含めて三十人程度の塾生達となれば、新しい人間というものは、ただ現れるだけで新しい人間関係を構こう築ちくさせる。

　例え、それを皆が望もうが望むまいが。

「えっと、そうです、そうなんです！　明日から新しい子がここに来る事になってますから、皆さん、仲良くしてあげないと駄だ目めですよー？」

　──なんだ。そんな事か。

　急速に興味を無くし、視線を本に戻そうとするヒューイ。
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　自おのずから壁を作っている彼にとっては、新しい人間が増えようが増えまいが関係ない。

　今まで通り、話しかけられたら愛想あいそ笑わらいを浮かべて適当な事を答え、自分からは一いつ切さい相手に近寄らない。それだけの事だ。

　だから、それ以上この話題に意識を向ける必要はないと判断したのだが──

「ヒューイ君、宜よろしくお願いしますね？」

　ルネの声と視線が完全に自分一人に向けられたと気付き、本を捲めくる手が滞とどこおる。

「……どうして、私が？」

　できるだけ柔にゆう和わな表情を浮かべて尋たずね返すヒューイ。

　だが、ルネは相手の空気を欠片かけらも読まず、自信に満ちあふれた答えを口にした。

「えっと、ヒューイ君と似たもの同士ですから！　きっと仲良くできますよ？」

　うふふと子供っぽい笑いを浮かべるルネの言葉に、ヒューイは暫しばし考え込む。

　──俺に似てる？

　──何がだ？　顔が？　性格が？

　ヒューイが考え込んでいる一方で、先せん刻こくから彼の方を見ていた金きん髪ぱつの少女は何らかの妄もう想そうにふけっているようであり、黙り込むヒューイを目を見開いて見つめ続けている。

　そんな少女の存在は目に入らぬまま──少年の沈ちん黙もくを肯こう定ていと受け取ったのか、ルネは手にした羊よう皮ひ紙しの資料をクルクルと丸めると、

「それじゃ、明日を楽しみにしていて下さいね！」

　と、自分自身が一番楽しそうな顔をしながら部屋を後にした。

「あっ……」

　ヒューイは何かを尋ねようとしたが、それよりも先にルネの背中が室内から消えてしまう。

　追いかけて詳しい事を聞こうかとも思ったが、彼はそのまま視線を本に戻し、今いまし方がたの話は特に気にしない事にした。

　──そうだな。別に俺と似ていた所で、何も気にする事はない。




　──例え俺がもう一人いた所で、俺は……どうにもならないしな。




　　　　⇔




夕刻　市内　食材市いち場ば




　全ての講こう義ぎを終え、ヒューイは何冊かの未み読どく図書を脇に抱えて家いえ路じについていた。

　街には爽さわやかな風が吹き抜け、白い石造りの建物の間から抜けるような青空が覗のぞいている。

　彼の住まいは図書館の協力者である交こう易えき商しようの倉庫の一つ。その交易商とは別に血けつ縁えんではなく、養よう子し義ぎ父ふの間あいだ柄がらといったものでもない。海外に直接船ふねで乗り付け、この街にいるのは年に３～４日といった男であり、お互いに顔も覚えていない存在だ。

　一応『倉庫を管理している』という形で生活費だけは受け取っている状態だが、図書館の錬れん金きん術じゆつ師し達との契約であり、別に自分が可愛かわいがられているわけではないという事もヒューイは理解している。ヒューイの私し物ぶつ以外は何もない倉庫で、一いつ体たい何を管理するというのか。最初は自分が哀あわれみをかけられているようで気に入らなかったが、気に入ろうが気に入るまいが自分にとっては関係無ないことだと思い、正式な契約に怒りを覚えるのも馬ば鹿か馬鹿しいと感じている。

　だからこそ、ヒューイは静かにその現状を受け入れていた。




　──世界は、くだらない。

　それが、ヒューイの結論だった。

　思し春しゆん期きの少年少女の五割が通りそうな道ではあるが、ヒューイの場合はそこから更さらに一歩踏ふみ込み、歪ゆがんだ結論を導きだしていた。

　──くだらない上に、俺の居い場所はない。

　少年は、世界を憎にくんでいた。

　自分自身も含めて、何もかも、何もかも。

　──俺どころか、誰の居場所もない。

　激げき情じようではなく、冷静に、計算高く世界を憎み、自分をも憎む。

　もしもこの世界が自分の見ている夢で、自分が消えれば消失するという確信が持てたとしたら、なんの迷いも無く自殺を選ぶ程度には。

　──この世界は、誰にも優しくない。

　歪んだ結論は新たな結論を呼び起こし、淀よどんだ信しん念ねんとなって少年の心を蝕むしばみ始める。

　──くだらないものなのに……どうしてこんなに……憎い？

　考えれば考える程ほどに嫌な結論だった。

　死ぬのも一つの手だとは考えたが、自分が死んだ後にもこの世界が変わらずに存そん続ぞくしているであろう事を思うと、それは即そく座ざに選択肢しから削さく除じよされた。

　彼は世界に絶望しているのではなく、ただ、ただ憎かったのだから。

　しかし、ヒューイは自分では世界をどうにかできるとは思っていない。

　──俺は、無む力りよくだ。

　だが、その結論の最後には、必ずこの言葉が付け加えられる。

『今は、まだ』と。

　──まだ……まだ、足りない。

　──知識も知ち恵えも経験も力も金も権けん力りよくも……。

　──俺には、色々なものが足りなさすぎる。

　──それが満ちれば、全部だ。

　──俺おれ自身も含めて、全部全部全部平びよう等どうに磨すり潰つぶしてやる。

　──誰も彼も、同じ痛みと絶望を感じさせながら俺も絶望してや──────

「あい、お釣つりだよ」

「はい……ありがとうございます」

　妄もう想そうの途中でかけられた老ろう婆ばの言葉に、ヒューイはなんの躊躇ためらいもなく笑顔を返す。

　彼は幼よう稚ちにして危険な妄想に頭を支配されつつも、もう一つ別の脳のう味み噌そがあるかのように自分の目的──市いち場ばでの買い物を続けていたのだ。

　慣れているのか、顔には微み塵じんも自分の内面を映しておらず、老婆はなんと礼れい儀ぎ正しい子だろうと思ってフルーツを一つ気付かれないようにオマケした。

　ヒューイはオマケされた事に気付いたが、あえて気付かないふりをしてその店を去る。

　ここでまた御お礼れいを改めて言ったりして、下へ手たに相手と顔かお見知りになったりしては困ると考えたからだ。

　そして、また危険な妄想に浸ひたりながら、市場の人ひと混ごみをかき分けて次の店へと歩き出す。

　使わない倉庫の一つを貸されている居い候そうろうに過ぎないヒューイに家族といった者は一切おらず、全ての雑事を自分一人でこなしていた。

　当然ながら食料の買い出しも全て自分で行っているので、こうして帰りがけに食材を買い出すのも日課となっていた。

　小さいとはいえ交こう易えき都市。ロットヴァレンティーノの市場は、実に様々なものが集まり、街の中で一番の活気を見せている。

　肌はだの色や髪かみの色だけでも雑ざつ多たな人じん種しゆが行き来している事が解わかるが、明らかに外国人だと解る東とう洋よう人や黒人の姿は見あたらない。元来イタリアは多くの民族が入り混じった地域であり、ローマ系やケルト系、ギリシア系、アラブ系、ゲルマン系、フェニキア系、その他た様々な系けい譜ふが入り乱れていた。

　ただし、決して社会的に人々が平等であったとは言えず、スペインに支配されているこの２世紀ほどは厳きびしい封ほう建けん制度が続いているのが現状である。

　それでも、この市場の活気はそうした現実を一時的に忘れさせた。

　街まち中なかには荷物を運ぶ馬や牛がひっきりなしに行き交い、様々な交こう易えき品ひんの山が通りを行き交っている。

　ヒューイはそうした人々を目にしながら、再び暗い情じよう念ねんに囚とらわれ始めた。

　──そうだ。人間は平等だ。

　──白人も黒人も、何の差もない。ただの人間というひとくくりだ。

　──本質は同じだ。今、この土地を我が物顔がおで支配してるスペイン貴き族ぞくの連れん中ちゆうも。

　──違うのは、あくまで上うわっ面つら、面の上の薄うす皮かわだけだ。

　──だから、誰も彼もくだらないんだ。

　──俺も、この街の連れん中ちゆうも、遠い国の誰かも、後ろからついてくるあいつも──

　──同じだ。何も変わらない。吹けば飛ぶようなゴミだ。

　──ああ、俺に風を起こす力さえあれば……今すぐにでもこの世界を吹き飛ばすのに！

　ある意味で実に14歳さいらしい事を考えながら、小さく舌した打うちをするヒューイ。

　そして、そのまま裏うら路ろ地じの坂をゆっくりと登り始め、あたりに人がいなくなった事を確認してから、少年はおもむろに振り向き、言った。

「……で、何の用かな、モニカ」




　少年が振り返った先には、長い金きん髪ぱつを風になびかせる少女の姿。

「あ、あれ？　どうして解わかったの？」

「バレバレだよ。その目立つ髪かみが時々視し界かいの隅すみに映ってたからね」

　ヒューイの表情に浮かぶのは、ルネに対するような無む関心ではなく、相手に柔にゆう和わな印いん象しようを与える笑顔だった。

　モニカ・カンパネルラ。

　彼女は教室の中でヒューイの方をチラチラと見ている少女であり、そしてヒューイにとっては珍しく、己おのれに過度の接近を許してしまった一人でもある。

　その『接近』の具体的な内容とは──

「この前の返事は……もう少し、考えさせてくれないかな」

「え？　あ、うん！　い、いいい、何い時つまでも待つから大丈夫だよ！　本当に！　私、全ぜん然ぜん気にしてないからららだっ……だだだだっだいいじょじょじょじょじょ……」

　頰ほおを桃もも色いろに染そめてカタカタと震え出す少女に、ヒューイは変わらぬ態度で言葉を紡つむぐ。

「ごめんね。告こく白はくなんてされたのは初めてだったからさ」

　あっさりと紡がれたヒューイの言葉に、少女は『ヒィ』と小さな悲鳴をあげた。

「そ、そそそそそそそんなこと！　だ、だだだ誰かに聞かれたらどうするの……っ！」

　もはやピンクを通り越して真まっ赤かになった少女に、ヒューイは淡たん々たんと言葉を紡ぎ続ける。

「大丈夫だよ、ここには僕達以い外がい誰もいないから」

「そ、そうだけど……」

　目をぐるぐると回しているモニカだったが、不意に我に返って、改めて周囲の様よう子すに目を向ける。

「そうだ！　どっちにしろ路地裏は危ないよ？　最近は色々と物ぶつ騒そうだし……『仮か面めん職人』とか『腐くさり卵たまご』の連れん中ちゆうとか！」

「ああ……そうだね」

　頷うなずきながら、ヒューイはゆっくりと市いち場ばの中心へと戻り始めた。

『仮面職人』というのは、最近この街の噂うわさになっている殺人鬼きだ。

　もっとも、その仮か面めんの存在が全ての事件を起こしているのかは解わからないし、目もく撃げき談もどこまで本当なのか怪あやしいものだとヒューイは訝いぶかしんでいた。

　瓦かわら版ばんによると、事件の多くは密みつ室しつの中などで行われており、そんな場所で証しよう拠こも残さずに殺人を犯せるならば、わざわざ仮面をつけなくとも顔を隠かくす事は可能なのではないだろうか。そもそも顔を隠すにしても、黒くろ布ぬのでも巻いた方が余よ程ほど効果的だ。

　あるいは愉ゆ快かい犯はんかもしれないなと考えながら、ヒューイは静かに溜ため息いきをつく。

　一方の『腐くさり卵たまご』という方は、この街の治ち安あんの悪い場所に出しゆつ没ぼつする不ふ良りよう少年達の集団だ。

　仕事にあぶれたチンピラはいつの時代でもいるものだったが、ここ数年は職にあぶれた大人おとな達は軍隊に仕事を探しに行っているので、街に残っているのは比ひ較かく的てき少年達の不良ばかりだった。彼らは数年前からある程度の集団を作るようになっており、中でも『腐り卵』と呼ばれる集団の質が悪く、盗ぬすみや恐きよう喝かつは疎おろか、夜には交こう易えき船せん相手に海かい賊ぞく紛まがいの事までやっているらしい。

　街の人々は彼らの事を疎うとましく思ってはいたが、まだ大きな被害が出ていない事から、撲ぼく滅めつの運動などは起こらず、個々の犯人を逮たい捕ほしているに止まっている。

　それにしても『腐り卵』とは随ずい分ぶん自じ虐ぎやく的な名前だ。ヒューイはそう思ったが、それ以上彼らの事は追及しなかった。基本的に彼にとってはどうでもよい事だったからだ。

　どちらにしろ、現在の路ろ地じ裏うらは一般人にとって気味の良い場所ではないだろう。

　ヒューイは上うわ辺べだけ気を使い、少女に言われるままに市いち場ばの方へと戻っていく。

　モニカは現在焼やき菓が子し職人の家に小こ間ま使づかいという形で働いており、朝の仕込みが終わってから私し塾じゆくの方に顔を出すという形を取っている。

　まだ14の少女にとっては中なか々なかの激げき務むであるが、同じ教室の仲間に気を使ってスフォリアテッレ（貝かい殻がら型のパイ。ナポリ名物）を人にん数ずう分ぶん焼いて持ってきた事もある。もしかしたら店の商品をちょろまかしてきたのかもしれないが、翌よく日じつ彼女の顔に青あざも擦すり傷もなかったところを見ると、どうやら何事も起こらなかったようだと皆安あん堵どした。無む論ろん、最初から興味の無かったヒューイを除いての話だが。




　そんな彼女がヒューイに突然告こく白はくしてきたのは、わずか５日程ほど前まえの事だ。

「あ、ああああ、あの、つ、付き合ってる人はいま、す、すすす好きですからＯＫですか？」

　呂律ろれつ云うん々ぬんの以前に何を言っているのか解らなかったが、どうやら自分に告白しているらしい事だけは理解できたようだ。そんな怪しい告白を聞いて、ヒューイは一いつ瞬しゆん困った顔をした後──『考えさせて』という、実に短い言葉を返した。

　それからほんの数秒だけ『彼女は一体自分のどこを好きになったのだろう？』と疑問に思ったが、すぐにどうでも良い事だと判断し、いつも通り、自らの持つ本にのめりこんだ。




　それ以来、ヒューイにとって彼女は『変わり者』として認にん識しきされ、少なくとも講こう師しのルネやダルトンと同じぐらいの位置づけとなった。

　とはいえ、結局彼かれにとって憎にくむべき世界の一部には変わりないのだが。

　現在も、一緒に並んで歩きながらも彼女の事は微み塵じんも意識しておらず、『仮か面めんの殺人鬼きは何か我々を超ちよう越えつした技術を持っているのだろうか』などという下らない事を考え続けていた。




　確かにヒューイという少年は、世界を憎んでいた。

　だが、そんな人間はいつの時代にもごまんと居る。

　鬱うつ屈くつした思いを秘めた人々の中でも、ヒューイはまだ幸せな人生を送っているように見えた。

　選ぼうと思えば、このまま普通にモニカと恋に落ち、それなりに幸福な人生を歩む道を選ぶ事もできたかもしれない。

　ヒューイ自身もそれは理解している。

　だが、ヒューイはその道を選ばない。

　完全に理解した上で、その道を敢あえて拒否し続ける。

　それが、ヒューイ・ラフォレットという少年の生き方だった。




　愛想あいそ笑わらいを浮かべ、モニカの告白も適当に誤ご魔ま化かし、いつも通りの道を歩く。

　こうしてまたいつも通りの日常に戻るのだろう。

　来るべき時が来る、その日まで。

　──今はそれでいい。今は、極きよく力りよく自分を悟さとられなければいい。

　そう考えながら、ヒューイは黙もく々もくと家いえ路じへの道を歩み続けていたのだが──

　昼にルネの口から漏れた新しい生徒の連絡と同じように、『いつもとは違う』光景が彼の視し界かいに映り込む。

　薄ぼんやりと人通りの多い道を歩いていた時、その喧けん噪そうは彼らの耳に飛び込んできた。







　最初に見えたのは、派は手でに道路の中央に転がされる少女の姿。

　年の頃は、ヒューイやモニカとほぼ同じか、少し年上ぐらいだろうか。

　ナチュラルな栗くり色いろの髪かみの少女は、そのまま寝る事も許されず、後ろから歩み寄ってきた少年達に襟えり首くびを摑つかまれる。

「おら、立てよ」

　チンピラのような風ふう体ていの少年達は、三人がかりで茶ちや髪ぱつの少女を引き摺ずり起こし、そのままどこかに連れ去ろうとしている。

　周囲の人々は訝いぶかしげにその光景を見ているが、誰も少女を助けようとはしない。

『腐くさり卵たまご』の一員か、それともなんの関わりもない行きずりのチンピラか。どちらにせよ触らぬ神には祟たたり無しとでも言うように、人々は少年達の暴ぼう言げんに対し、目を閉じ、口を閉め、そして耳を塞ふさいだ。

　そしてそれは──ヒューイにとっても同じ事だった。

「……行こう」

「えっ？」

　無表情に呟つぶやくヒューイの声に、モニカは思わず声をあげる。

　一いつ瞬しゆん、『助けに行こう』なのか『この場からどこかに行こう』なのか判断が付かなかったからだ。もっとも、ヒューイが喧けん噪そうから背を向けているのを見て、どちらかはすぐに確認する事ができたのだが。

　ヒューイとしては少年達を畏おそれたわけではなく、ただ本当に心の底から『興味が無かった』だけで、寧むしろ何か関わって無む駄だな労力を使うのが馬ば鹿か馬鹿しかったというだけだ。

　それに、ここで逃げるような素そ振ぶりを見せれば、モニカも幻げん滅めつして二度と声を掛けてこないかもしれない。

　自じ虐ぎやく的な皮かわ算ざん用ようを即そく座ざにこなしたヒューイは、そのまま足早に立ち去ろうとしたのだが──

「おい、待てよ。そこの兄にいちゃん」

　トラブルは向こうからこちらに嚙かみ付き、強制的に現場に意識を引き戻す。

「女が絡まれてんのを見てとっととトンズラかぁ？　冷たい奴やつだなぁ？　おい？」

「その割にゃ、可愛かわいい嬢じようちゃんを連れてるじゃねえか」

　──ああ、なるほど。

　何な故ぜ自分が唐とう突とつに絡まれたのか理解できていなかったヒューイだが、少年達の視線がモニカの方にチラチラ向けられている事に気付き、瞬しゆん時じに状況を把は握あくした。

　──やっぱり、他人と関わるとロクな事がない。

　溜ため息いきをつきながら、彼は一いつ瞬しゆんモニカも無視して逃げてしまおうかと考えたが、流石さすがにそれは今後私し塾じゆくにおける自分の立場が悪くなりすぎる。孤立しているだけならば問題はないが、敵意を向けられるのは鬱うつ陶とうしい。

　そもそも、彼らがモニカの素す性じようを知ってしまった場合、それが何かまずいもの（同じ私塾にいる時点で何らかの後ろめたい事情があるのは確実なのだが）だった時に、私塾全ぜん体たいの存そん続ぞくが危うくなる。私塾の生徒達はどうでもいいが、知識を得る場が無くなるのは今のヒューイとしてはなんとしても避けたい所だった。

　モニカの手を引いて逃げる事も考えたが、既すでにチンピラ少年の一人がこちらに歩み寄ってきている所であり、今からその選択をすれば結局追おいつかれて無む駄だな労力を使うだけだろう。

　ヒューイは僅わずかに眉まゆを顰ひそめながら、ゆっくりと少年達に向き直る。

　──畜ちく生しよし……やっぱり、この世界は優しくない。

「おぉ、やる気か？　こいつ」

　──俺にとっても。

　周囲の人々はあいかわらず我われ関かんせずと言った顔で、モニカはオロオロとしたまま逃げようともしていない。

　──そこの栗くり毛げの娘にとっても。

　栗毛の少女はチンピラの一人に髪かみを摑つかまれたままで、逃げる事も反抗することもままならない様よう子すだった。

「なんだよ、その反はん抗こう的な目ぁよお」

　チンピラが摑みかかってきたのを見計らって、ヒューイはもう一度溜ため息いきを吐き──

　──こいつらにとっても。

　同時に、動き出していた。




「あぁ？」

　唐とう突とつに動き出したヒューイに、少年は一いつ瞬しゆん面めん食くらい──

　次の瞬しゆん間かん、その目に鋭い痛みが走った。

　ヒューイが淡たん々たんと突き出した親おや指ゆびと人ひと差さし指は、なんの躊躇ためらいもなくチンピラの両目に突き刺さった。

「がああぁぁっ!?」

　えぐり出す程ほどの強さではないが、暫しばし視し力りよくを奪うには十分な威い力りよく。

　相手が仰のけ反ぞった隙すきを逃さず、ヒューイは爪つま先さきで相手の股こ間かんを思い切り蹴けり上げた。

「──っっっっッツっっっっッツっッツっっ！」

　声にならない痛みが走ったようで、不ふ良りようはそのまま前まえ屈かがみに倒れ込む。

　そしてヒューイは、無表情のままで相手の首に摑みかかる。

　ゆっくりと、確実に。

　そして、親指で相手の喉のど仏ぼとけを潰つぶすようにその首を強く握りしめた。

「……っ！　っ……！」

　声どころか、あまりの痛みに呼吸すらも止まりかけたチンピラ。

　この一連の流れを見ると──圧倒的、あまりにも圧倒的な光景だと思われた。

　離れて見ていたモニカも、目を白しろ黒くろさせてヒューイの暴力を見守っている。

　だが──ヒューイ自身が思うように、この世界は決して彼に優しくなかった。

　不意を打てたのは最初だけ。後は残りの二人のチンピラが駆けてきて、ヒューイの体はあっという間に引きはがされた。

「この野や郎ろうぁ！　死にやがれ！」

「ぐっ……！」

　安っぽい事を言いながら繰り出されたチンピラ達の蹴りを喰らい、無ぶ様ざまに地面に転げ回る。

　ヒューイは喧けん嘩かが強いわけではなく、ただ、容よう赦しやや躊躇ためらいが無いだけだった。だから、このような一対たい多の状況を覆くつがえす筋きん力りよくも技術も持ち合わせてはいない。

　そこで彼は──自分の容赦と躊躇いのなさを、別の方向に使う事にした。

　周囲の人々はあいかわらず我われ関かんせずといった顔で見ないふりを決め込んでいる。

　これだけ人が行き交っているのに、見ぬふりが最さい善ぜんであるとでもいうかのように、誰も彼もが目を逸そらしていた。

　それは、とても不ぶ気き味みな光景だったが、ヒューイには彼らの感情が理解できるのでなにも言わない。だが、何も言わない代わりに──

　ヒューイはそうした人々を、強制的に巻き込む事にした。

　少年は倒れた傍そばに何か手て頃ごろなものが落ちていないか探し、手の届く位置にあった鉢はち植うえに目を向ける。

　勢いよくその鉢植えを摑つかむと、痛みを堪こらえながら体を無む理り矢や理り起こし、それを思い切り投げつけた。

「っと、危ねえ！」

「喰らうか、バカが！」

　チンピラ達はそれが最後の抵抗と思ったのか、いやらしい笑えみを浮かべてゆっくりとこちらに一歩にじりよる。

　と、その背後で、激しい嘶いななきが響ひびき渡る。

「あ？」

「ああん？」

　股こ間かんを潰つぶされて末いまだ呻うめいている不ふ良りよう少年以外の二人は、その嘶きに思わず動きを止め、視線を自らの背後に向ける。

　すると、そこには──

　鉢植えの土を思い切り被かぶせられた牛が天をつくように暴れだし、そのまま自分に危き害がいを加えた者を探すように駆け出す光景があった。

　無む論ろん、背後に引いていた荷に馬車ごと。







　その後、市いち場ばはちょっとしたパニックになった。

　暴れだした牛によって、周囲の人々は恐きよう慌こう状態で駆け回る。

　牛だけならともかく、その背には高く積まれた交こう易えき品ひんが不安定に揺れているのだ。もしも頭の上に落ちてきたらケガではすまされない。

　しかも、その牛に呼こ応おうするように他の馬や牛も興こう奮ふんしだした為ため、もはや人々は我関せずどころではなくなっていた。

　誰もが市いち場ばを駆け回り、誰もが互いに押し合い圧へし合いもみくちゃになる。

　不ふ良りよう少年達も人の波に揉もまれ、慌あわてたところを荷に馬車の一つに跳ね転がされた。

　ヒューイは蹴けられた痛みを堪こらえて立ち上がると、冷静にパニックの流れを見て、人の間を上う手まくすり抜けながらモニカの姿を探す事にした。

　すると、目立つ金きん髪ぱつをなびかせ、栗くり毛げの少女の手を引いて逃げる彼女の姿があった。

　冷静に混乱の間をすり抜けながら、ヒューイは静かにその後を追う。

　絡んできたチンピラ達の姿は人ひと混ごみに揉まれ、もう見あたらない。

　彼らとしてもこの状態では人や馬に踏み潰つぶされないように逃げ回るのが精せい一いつ杯ぱいだろう。

　ヒューイは一いち応おう周囲を警けい戒かいしながら大通りを離れ、モニカ達の入っていった路ろ地じの一つに駆け込んだ。




「あ、あああ、ヒューイ！　大丈夫？　大丈夫なの!?」

　こちらの姿を確認して、慌てて駆け寄ってくるモニカ。

　一方、ヒューイ達に助けられる形となった栗毛の少女は、暗い表情のまま俯うつむいていた。

「ああ、思い切り蹴られたけれど骨は折れてないみたいだ。……君の方は？」

　栗毛の少女に尋たずねかけるが、少女は静かに首を振り、決してヒューイ達と目を合わせようとはしなかった。

「私は……大丈夫。……ごめんなさい」

「本当？　それなら良かったけど……もー、あいつらってなんなのかな！」

　先せん刻こくのチンピラ達に怒りを露あらわにするモニカ。

　だが、そんなモニカに対し、栗毛の少女は俯きながら、消え入るような声で言葉を紡つむぐ。

「ありがとう……。でも、もう、私には構わない方がいい」

「え？」

　何を言い出すのかと目を向けるモニカに対し、少女は感情の無い声で呟つぶやいた。

「私は……もうすぐ殺されるから」

「!?」

「関わると……貴方あなた達も殺されるよ」

「あの不良達にかい？」

　物ぶつ騒そうな物言いに興味を引かれたのか、珍しくヒューイの方から会話の続きを切り出した。

「仮か面めん職人に、顔を盗ぬすまれて殺されるよ」

　──仮面職人？

　連続殺さつ人じん犯はんの容よう疑ぎ者の名が、どうしてこのタイミングで出てくるのか。

　先刻のチンピラ達と何の関係もなさそうな話だが、一いつ体たい何を言っているのだろう。

　ヒューイとモニカの疑問を余よ所そに、少女はただ淡たん々たんと語る。

「私は、もうすぐ死ぬの。殺されるの」

　そこで一度息いきを止めて、何かを思い出すように震えながら────

「だって、私はあの仮か面めんを見ちゃったから……」

「え……」

　モニカが更さらに何かを尋たずねようとした瞬しゆん間かん、路ろ地じ裏うらに粗そ暴ぼうな叫び声が響ひびき渡る。

「ニキ！　こんなところにいやがったのか！」

　ヒューイ達が振り返ると、そこにはでっぷりと太った禿はげ頭あたまの男と、その後に続く独特の制服を纏まとった人物達が見受けられた。

「……都市警けい察さつ？」

　訝いぶかしげにモニカが呟つぶやく。

　都市警察は、この小しよう都市内ないだけで治ち安あんを護まもっている自じ警けい団だんのような存在だ。スペイン王家の憲けん兵ぺい達とは違う、街の人々によって独自に組み上げられた組織。

　このロットヴァレンティーノの街が他の街と一番違う点であり、ある意味で街の隠かくれた象しよう徴ちようとも言える存在なのだが、民みん衆しゆうからすれば憲兵も警察も自警団もさしたる区別はない。

　禿頭の男は都市警察ではないようで、ヒューイとモニカの方を指さすと、背後の警官達にへつらうように声を上げた。

「あいつらです、あいつらですよ。私の工こう房ぼうの従業員を攫さらおうとしたのは！」

「へ？」

「……」

　唐とう突とつな濡ぬれ衣ぎぬに、モニカは素すっ頓とん狂きような声をあげ、ヒューイは無表情のまま沈ちん黙もくする。

　警官達がこちらに迫る中、禿頭にニキと呼ばれた少女が叫びを上げた。

「待って下さい！　その人達は──」

「黙れ！」

　少女は、最後までヒューイ達を弁べん護ごする事ができなかった。

　固く握られた禿頭の拳こぶしが、少女の頰ほおを思い切り殴なぐりつけたからだ。

　少女の体が木もく片へんのように宙を舞い、狭い路地の壁に叩たたきつけられる。

「きゃぁぁっ！」

　モニカが悲鳴を上げるが、警官達は取り合わない。

「大人おとなしくしろ」

　警官達は背後を全く振り返らず、黙もく々もくと二人を押さえ込んだ。

　その間にも、禿頭は倒れたニキの体を思い切り蹴けりつける。

「貴き様さまぁ、折せつ角かく三人分の料金を頂けたってぇのに、いざという時に逃げ出すとは、おかげで俺はいい恥はじさらしだ！　この責任はどうとってくれるんだ？　ああ？」

「……」

　ニキと呼ばれた少女は、沈ちん黙もくしたまま黙って禿はげ頭あたまに蹴けられ続ける。

　ヒューイは特に抵抗も見せずに、警官達の言葉を聞き続けた。

「小こ僧ぞう……お前が危き害がいを加えたのが誰だか解わかってるのか？」

「……」

　黙り込んで無む抵抗のヒューイの後こう頭とう部ぶを、警官が容よう赦しやなく殴なぐりつける。

　結局あのチンピラ達が何者なのかは言わなかったが、ヒューイには一つの確信があった。

　恐らく彼らは、スペインが出しゆつ自じである貴き族ぞく階かい級きゆうの人間だろう。

　先せん刻こくの、栗くり毛げの少女の主あるじと思おぼしき禿頭の言葉と合わせて、一つの推すい測そくが成り立ち──

　ヒューイは連れん行こうされながら、警官に聞こえぬ程ほどに小さな声で独り言を呟つぶやいた。

　ゆらめく蠟ろう燭そくの炎ほのおのように、その中に空気を熱く煮にえたぎらせながら。




「世の中って奴やつは、今日も吐き気がするほどに絶ぜつ好調だな」




　　　　⇔




市内　北東部




　ロットヴァレンティーノの街は、海から離れるに従って急速に標ひよう高こうが高くなる。

　海から見て、ちょっとした山といった高さの場所に、スペインから派は遣けんされた貴族達が住む豪ごう邸てい街がいが存在した。

　その中でも一番高い場所に、自らの存在を誇こ示じするような形で、その屋や敷しきは建っている。

　ただ建っているだけなのに、それだけで街の下部に威い圧あつ感かんを与えている。それだけ豪ごう壮そうな、本物を知らない者が見たら、それこそ宮きゆう殿でんか何かだと思われる程ほどの佇たたずまいだった。

　スペイン支配下のイタリア南部は、決して経済的に裕ゆう福ふくだったわけではない。封ほう建けん制度の限界に達し、ナポリなどでは何度か反はん乱らんも起こっている。

　しかし、この街の貴族達が住む豪邸は、そんな不ふ景けい気きを感じさせるものは一つもなかった。

　その中でも、この屋敷は一ひと際きわ荘そう厳ごんな外観を持ち、街まち全体を一つの色に包み込んでいる。

　白を基調としたデザインの周囲には、斜面の関係でさほど広くはないが、見事に周囲の風景と調ちよう和わのとれた造ぞう園えんが形成されていて、中に入った者を二度圧あつ倒とうさせる出来だった。

　花と華はなに埋め尽くされた庭園の中に浮かぶ白い砦とりで。

　邸てい内ないでは数人の使用人達たちが身を粉こにして働いており、その細こまやかな動きすらも装そう飾しよくの一部となって屋敷全ぜん体たいを引き立てている。




　そんな屋敷の二階部分。

　バルコニーの入口に佇たたずむ人ひと影かげが、視線の先で何やら奇き妙みような動きをしている人物に語りかける。

「あ、あの……伯はく爵しやく閣かつ下か」

「……」

　都市警けい察さつの制服を纏まとった男の呼びかけに、『伯爵』は無言でバルコニーのプランタに植えられた花を観察し、しゃがみながら何かをブツブツと呟つぶやいていた。

「伯爵閣下？」

　二度目の呼びかけでようやく気付いたようで、男はゆっくりと立ち上がる。

「ん？　ああ。居たのか。良く来たね。うん、良く来てくれたよ。感謝する」

　その男は、確かに『伯爵』といった衣い装しように身を纏まとっていた。

　年ねん齢れいはまだ20代中ちゆう盤ばんといった所だろうか。薄うす手でのアビ・ア・ラ・フランセーズフランス風余所行きを身に纏い、上着には決して派は手で過ぎない宝石の装そう飾しよくと共に、背中の布ぬの地じには何か異い国こくの文字と思おぼしきものが紋もん様ようとして大きく描かれていた。

　それは見る者が見れば『火』という一いち文字が入っていると解わかるのだが、何も知らない者が見れば単なる模も様ようかもしれないと流してしまう事だろう。

　貴き族ぞくにしては珍しくペリューク貴族かつらは被かぶっておらず、同じように欧おう州しゆう貴族の間で流は行やっていた

『ムーシュ』と呼ばれる布ボクロもつけてはいなかった。その代わりとでも言うのか、一ひと際きわ派は手でなトリコルヌ三角帽を深々と被り、フクロウのようにギョロリと見開かれた目の下には、つけボクロの代わりに化け粧しよう墨ずみで小さな星が描かれている。

　見開いた目の下には隈くまが縁ふち取どられており、寝ね不足なのかワザと描いているのか解わからないような顔になんとも言えない微笑を浮かべている。どことなく顔立ちは子供っぽく、木で作った操あやつり人形を思わせる。

　普通に化粧を落として立てばそこそこ見られる顔立ちだろうに、何な故ぜそのような奇き妙みような顔立ちをしているのだろうか。

　黒い制服の男──都市警けい察さつの署しよ長ちようがそう考えていると、『伯爵』はコキリと首を鳴らして一際大きく微笑ほほえんだ。

「伯爵なんて堅かた苦くるしい呼び名は要いらないよ。もっと呼びやすく、エスッペとでもボロ野や郎ろうとでも呼んでくれたまえ。なに、君と私の……お互いに一人の女を取り合った仲じゃないか」

　ニコヤカに話す貴族に対し、警察署長は恐る恐る問いかける。

「あの……私と伯爵閣下とは初しよ対面なのですが」

　すると伯爵は、両目を更さらに見開き、署長の顔をじっと見つめ──

「ん？　ああ、そうか、実はそうなのか？　うん、本当だ。見覚えが無いね……騙だましたな？」

「そ、そんな!?　滅めつ相そうもない！」

「冗じよう談だんだよ、冗談。冗談はいい。人を和なごませる。侮ぶ辱じよくとの境さかい目めが悪意の有う無むっていう非常に曖あい昧まいなものになるがね。侮辱には報むくいを、冗談には笑顔を。うん、分かり易やすいな。いいことだね。もっと世の中は冗じよう談だんに満ちてもいい。私が一人、本気で生きるのもいいだろう」

　奇き妙みような事を呟つぶやきながら、『伯はく爵しやく』と呼ばれている男は尚なおもプランタの植物の周りをうろうろし続けていた。

「あの……伯爵閣かつ下か、一体なにをしていらっしゃるので？」

「てんとう虫」

「て、てんとう虫、でございますか？」

「ふむ、ここの葉っぱにてんとう虫がとまると、このプランタは実に美しく完成されると思うんだ。だけど、難しいね。虫と心を通わせるには、私はまだまだ修行が足りないようだ」

　ますます奇妙な事を呟きながら、男は淡たん々たんとてんとう虫の観察を続けていた。

　やがててんとう虫がプランタから飛び立つと、残念そうにそれを見送り、先せん刻こくまでとはうって変わった雰ふん囲い気きに身を包む。

　背を伸ばすと共に凛りんとした声を出し、眼前にいる初しよ対面の男に問いかけた。

「で、君は一いつ体たい何者だい？」

「は、ご、御ご挨あい拶さつが遅れました！　私、新しく都市警けい察さつの長ちようとなりまして、伯爵閣下のサポートをさせていただく事になったラローフ・ハンクレティアと申します」

　膝ひざをついて恭うやうやしく挨あい拶さつするラローフに、『伯爵』はふむ、と一ひと呼吸おくと、きりっとした口く調ちようで言葉を紡つむぐ。

「そうか……そうだな。前の署しよ長ちようは例の汚お職しよく事件の責を取ったか……奴やつが俄にわかに金に溺おぼれるとは信じがたくはあるが──まあ、その追及は君達に任せよう。ああ、そう堅かた苦くるしくならないでくれ。所しよ詮せん私は、お飾りの領りよう主しゆにすぎないからね。王の器うつわもなければ、武ぶ人じんとしての器も無い。そもそもサポートって言っても、君達の方から言ってきている事だから、僕としては特に何かしてもらうっていう事は無いよ。ただ、君達の職しよく務むさえ全うしてくれればいい」

　どこか自じ嘲ちよう気味な笑えみを浮かべる彼に、署長は改めて深々と頭を下げ、内ない心しんでは震えていた。

　──意い外がいと、まともな事を言っている……。

　あからさまに奇妙な外見と、先刻までのやりとりから、貴き族ぞくでありながらどこか奇き行こう癖へきでもある男なのではないかと疑っていた。

　それが、意外とまともな事を口にしている。

　その事実が、逆に怖い。




　エスペランサ・ボロニアル。

　ナポリを統とう括かつするスペイン王おう朝ちようの中で、伯爵の称しよう号ごうを持つ貴族である。

　この小さな都市を領りよう地ちとして統括している若い貴族であり、その独特な格かつ好こうから『道どう化け伯』と呼ばれて笑いものにされている存在。領地といっても基本はナポリ総そう督とくの管かん轄かつ下かなのだが、特殊な事情があり、この街はこの伯爵が特別に管轄している。噂うわさでは、本国で厄やつ介かいものだったボロニアル家が厄やつ介かい払ばらいとばかりに送り込まれたという噂うわさもある。

　少なくとも、ラローフはそう聞いていた。

　単なる目立ちたがりのボンボンだろうと思ってタカを括くくっていたが、実際に目にすると、彼の奇き妙みような外観の中に、貴き族ぞくが必要とする全てが含まれているような錯さつ覚かくに陥おちいってしまう。

　もしかしたらこの格かつ好こうは全てカモフラージュで、自分に近づく者の真しん意いを探り易やすくする為ための罠わななのではないだろうかとさえ感じられた。

　こうして話している間も、大きく見開かれた目は全く動いておらず、表情の変化は全て口元を軽く動かすだけでまかなわれている。

　どれ程ほど穏おん和わな話をしていても、次の一いつ瞬しゆんに剣を抜き放ってもおかしくない。そんな理り不ふ尽じんな緊きん張ちよう感を目の前の男は醸かもし出していた。

「ところで、さ」

　緊張する署しよ長ちようの態度を見み抜ぬいたのか、伯はく爵しやくは静かに首を振る。

「例の仮か面めんの奴やつ、まだ捕まらないのかな？」

「は、はい。目もく撃げき情報を頼りに、様々な方面から捜そう査さを行っているのですが……」

「ふうん……そう。全力でやってるならそれでいいけれど」

　署長は顔を伏せて俯うつむいてしまったので気付かなかったが、大きく見開かれていた伯爵の目が、ほんの一瞬だけ薄くなる。

「女の子がね、殺されてるんだよ」

「は、はい」

「初しよ対面の君の為に断言しておく」

　鎌かまの紋もん様よう入りバックルがつけられた靴をカツカツと鳴らしながら、伯爵は再びプランタの方に足を向け、言葉通り断だん言げんした。

「私はね、女好きだ」

「はっ。……は？」

「うん、貴族としてこんな発言はどうかと思うけれど、私にとって、この世で女性ほど大事な物は無いよ、うん。自分の命より大事だ。私は女性のありとあらゆる部分が好きなんだ」

　カツリ、と一歩踏ふみ出しながら、伯爵はさらに一言紡つむぎ出す。

「水平線の丸みを思わせる肢し体たいの柔らかさを君は知っているか？」

　カツリ。

「鳥のさえずりを思わせる声を聞けば、それだけで全てが洗い流される」

　カツリ。

「君は理解できるかね、女性というのはあれだ、存在するだけで全てが許されるんだよ」

　カツリ。

「その……なんだ、照れくさいんだけれど、私は女性の心も体も声も過去も未来も愛も恋も天使の安らぎも小こ悪あく魔まの微笑ほほえみも含めて、全て全て全て好きなんだよ」

　カツリ。

「時には相手に全てを委ゆだねて全ぜん財産を没ぼつ収しゆうされて裏切られて殺されても構わないとさえ思う」

　カツリ。

「そのぐらい好きなんだ」

　カツリ。

「大好きなんだよ！」

　カツッ……

「もう一度言おう！　私は、女性が好きだ！　三度目いくぞ！　大……ッ好きだぁッ！」

　両足を揃そろえ、両手をめいっぱいに広げた上での叫びに、署しよ長ちようは素直に冷ひや汗あせを流していた。

　──やはりただの狂きよう人じんかもしれん。

　いままで自分が見た中で最大の自信に満ちあふれた発言に、先せん刻こくとは別の意味で薄ら寒い恐怖に駆られていた。

「なあ、署長。新しい署長」

　──!?

　いつの間にか伯はく爵しやくが跪ひざまずいた自分の眼前に座り込んで、見開いた目でそっと耳元に口を寄せる。

「だからこそ、俺は、許せない」

「……ッ」

「怪かい人じんだろうがなんだろうが、まだ人生の半分も知らない女を、しかも子供の女を殺した奴やつが──俺は絶対に許せない。そんな奴がこの街にのさばり続けて、これからも女を蝕むしばみ続けるんだとしたら──俺は、俺は全てを許せなくなるだろう」

　その『全て』の中に、犯人を逮たい捕ほできない自分達も含まれているのだろうと気付き──署長は再び恐怖のどん底に落とされ、カタカタと全身を震わせる。

　伯爵は憎にくしみと怒りと悲しみを混ぜ合わせた重い空気を圧あつ縮しゆくし続け──哀あわれな署長を、ただただ精神的に圧あつ迫ぱくし続ける。

　ただ──署長は気付いていなかったが、最後に呟つぶやかれた一言だけは、脅おどしではなく──領りよう主しゆの純粋な願いの声が混ぜられていた。

「頼むよ」




「……みんなを……護まもってやってくれ」




　　　　⇔




　署長が逃げるように退室した後のバルコニー。

　入れ替わるように、伯はく爵しやくの背後には一つの人ひと影かげが佇たたずんでいた。

　黒いフードとマントに全身を覆おおっている、ある意味で伯爵以上に奇き妙みような格かつ好こうをした影に──伯爵は、バルコニーの花と向き合ったまま、独り言のように語りかける。

「なあ、私は甘いかな。どうかな。領りよう主しゆとして駄だ目め駄目かな」

「さて、私には貴き族ぞくの考えなど図り知れませんので、なんとも」

「嫌な事を言う奴やつだね。君は。ああ、嫌な奴だ。自分だって貴族の家いえ柄がらの癖くせに、今じゃすっかりそれを棄すてた気になっている」

「棄ててまた拾っても良いというなら、喜んで拾いますけれどね」

　とぼけるように笑う黒フードに、伯爵は自じ虐ぎやく的に笑いながら言葉を続ける。

「私はね、うん。女性との付き合い方が全く解わからない。おかげで体も心もこの年まで純じゆん潔けつのままだ。私はただ、英雄とか、そういう戯ぎ曲きよくの主人公になりたいんだよ」

　照れたように首を振る領主に対し、対する黒マントはただ無言。

「時には英雄、そう、かのシャルル・ド・バ・カステルモールのように、あらゆる局面をも乗り越える事ができる豪ごう傑けつのように振る舞わなくてはならないし──実際に、あらゆる困難を我々は乗り越えなくてはならない」

　後にデュマの小説『三さん銃じゆう士し』で有名になるダルタニャンの本ほん名みようを例にあげながら、伯爵は静かに続きを吐き出した。

「私はただ、そういう存在になりたいのさ。子供の頃からね」

「そんなに現実から逃げ出したいのですか？」

「逆だよ、逆。私はこの世界が好きだ。綺き麗れいなところも汚きたないところも。女は特にね。だから、そう、だから、私は自分の大好きなこの世界を自分のまま満まん喫きつする為ために、一つの英雄になりたいのさ。本当なら、あんな署しよ長ちようなんかに任せないで今すぐに飛び出して仮か面めんの男と決けつ闘とうしてやりたいぐらいだ」

　そこで一度大きな溜ため息いきをつき、首を振りながら背後の黒マントに問いかける。

「やっぱりあれかね。お飾りとはいえ、領主としてはこんな事を考えたらいけないと思うかい。だけど、領りよう民みんが二十七人も殺されていたら、これはちょっと領主としても許してはおけないと思うんだけど……君はどう思う？」

　そこで後ろを振り向いたが、そこには既すでに誰の気け配はいも無く、ただ、一匹ぴきのてんとう虫が宙を舞っているだけだった。

「……。……逃げたな。あいつ、私の愚ぐ痴ちから逃げたな。くそ、許せない。でも許すか」




　ブツブツと文句を続ける伯爵を余よ所そに──黒いフードの影は、静かに屋や敷しきを後にした。

　──二十七人か……。

　心しん中ちゆうでそう呟つぶやき、懐ふところから何かを取りだし、闇やみに向かいながらそれをフードの下に持って行く。

　──まさか、そこまで大事になっているとは。

　そして、その手にした純白の仮か面めんを顔面にあてがい──静かに、笑う。

　ただ、笑う。

　くつくつ、くつくつ、くつくつと────




　　　　⇔




夜　留りゆう置ち場じよう前




　都市警けい察さつの事務所と併へい設せつされている石造りの留置場。

　結局ヒューイはそこに連れん行こうされ、暫しばらく拘こう束そくされる事となった。

　それぞれ別個に隔かく離りされていた二人が解放されたのは、全く同じ時間の事だった。

　建物の出口で顔を合わせた少年と少女は、奇き妙みような沈ちん黙もくを保ったまま歩を進める。

　街の中はまだ海からの暖かい風が流れており、夜空には満まん天てんの星。周囲の通路はただ壁だけが続いており、留置所の方に入口や窓を向けている家は殆ほとんど見あたらなかった。

　年とし頃ごろの男女が二人きりで歩くとなれば、実に静かでロマンチックとも言えるのだが──ヒューイは特に隣となりの少女を気にするような素そ振ぶりは見せていない。

　改めて、モニカの方を見ると──彼女は顔を桃もも色いろに染そめながら俯うつむいている。

「あ、あああ、あのッ！　あれだよね！　ほら！　良かったよねっ！　こ、こんなに早く出して貰もらえて……っ！」

　どうやら向こうはこちらと並んで歩いている事に照れを感じているらしい。

　──全く理解できない。

　ヒューイはそんな少女の行動がただ不ふ可か解かいだったが、やはりいつも通りの愛想あいそ笑わらいを浮かべて言葉を返す。

「ああ、そうだね。僕はともかく、君は巻き込まれただけだから災さい難なんだったろうけど」

「災難だなんて！　そんなことないよ！　そそ、それにしても、どうしてこんなに早く出てこられたんだろうね？」

　当然と言えば当然の疑問に、ヒューイはこともなげに答えを返す。

「どうせ、ルネ先生かダルトン先生、アルカンジェロ先生あたりが手を回してくれたんだろ。うちの先生方は随ずい分ぶんとこの街に顔がきくみたいだからさ」

「あ、そ、そうだよね……で、でも、怒られるかな、私達」

「何か言われたら素直に言えばいいよ。でも、何も聞かれなければ、この事は僕達の胸にしまっておこう。あんまり気持ちのいい体験じゃないからね」

「え、う、うん！」
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　素直に頷うなずくモニカの表情を観みて、ヒューイは眉まゆを顰ひそめながら言葉を続けた。

「……嬉うれしそうだね」

　するとモニカは、ニパ、と笑ってこともなげに言い放つ。

「嬉しいよ！　だって、ヒューイ君と共通の思い出ができたんだし！」

「……」

　──幸せな脳のう味み噌その奴やつだ。

　心しん中ちゆうで呆あきれながらも、ヒューイの顔面にはあいかわらずの愛想あいそ笑わらいが浮かべられていた。

　そんな偽いつわりの微笑ほほえみを浮かべるヒューイに対し、少女は僅わずかに声のトーンを落とし、尋たずねる。

「ねえ、ヒューイ君」

「なんだい？」

「最初、あの子を見捨てようとしてたね。ヒューイ君」

「……ああ、そうさ」

　真ま面じ目めに尋ねる少女に対して、ヒューイはこれ幸いとばかりに言い返した。

「幻げん滅めつしただろう？」

　だが、少女は目をキョトンとさせて──

「どうして？」

「……」

「ヒューイ君はそうするだろうなって思ってたよ？　それが正しいとも思う。でも、私はどうしても割り切れなかったから……中ちゆう途と半はん端ぱだよね、私って」

「そんなことないよ」

　愛想あいそ笑わらいと、その笑顔に見合った言葉を返す少年。

　腹の内ではこれといった感かん慨がいを抱く事もなく、ただ少女の言葉に機械的な返事を繰り返す。

　そんなヒューイの態度に気付いているのかいないのか──数秒の沈ちん黙もくの後、少女は何とか話題を作ろうと、思いついた事をそのまま声に出し始めた。

「そう言えば、明日、新しい人が来るって言ってたよね。私達の部屋って事は、同じぐらいの年の子かな」

　この時代の教育機き関かんには、総じて年ねん齢れいで学級を分けるという風ふう潮ちようは無いのだが、それでも内容ごとに固まる為ために大だい体たい５歳さいごとの年齢階かい層そうで学ぶ内容が分かれる事となる。ヒューイ達の教室は、まだ基本的な事を教えられる段階の学級だと言えたが──私し塾じゆくの性質上じよう、大人おとなになってから錬れん金きん術じゆつを学び始める者が少ない為ため、基本的に子供達中ちゆう心しんの集まりとなっている。

「えっとね、えっとね、みんなみんな噂うわさしてたよ！　がっかりしてた！」

「何が」

「ヒューイ君と似てるのが性格だったら、私達とはあまり話をしてくれないだろうなって」

「だろうね」

　失礼な物もの言いいをされたにも関わらず、ヒューイの表情は乱れない。

　それが逆に不安になったのか、モニカは泣きそうな顔になりながら尋たずねかけた。

「……ご、ごめん。怒った？」

「どうして？」

　計らずも先せん刻こくの意い趣しゆ返がえしとなる言葉を吐くヒューイだが、本人はそれに気付いていない。

　ヒューイにとっては、その程度の周囲からの印いん象しようは、自覚した上で意い図と的にやっている事だ。

　しかし、モニカは少しだけ残念そうに俯うつむきながら、ヒューイに対して話し続ける。

「怒っても……くれないんだね」

「……」

「やっぱり、ヒューイ君って……みんなの事が嫌いなんだね。私も入れて、みんなみんな」

「……」

　ヒューイは沈黙した。唐とう突とつな問いかけだったために、いつもの愛想笑いが一いつ瞬しゆんだけ遅れる。

　そして、その一瞬の沈黙を答えと受け取ったのか、モニカは寂しげに口を開いた。

「あっ！　そ、その、気にしないで。私、解わかった上でヒューイ君が好きだって言っただけだから」

「……」

　更さらに沈黙を続けるヒューイだったが──

　やがて、大きく息をつくと、愛想笑いを完全に消して言葉を紡つむぐ。

「ああ、そうだね」

「え？」

「僕は、君も含めてみんな嫌いさ。これで満足かい」

「……」

　今度はモニカの方が口を閉ざす番だった。

　あまりにもストレートな答え、モニカは自じ業ごう自じ得とくながら顔を伏せる。

　年とし頃ごろの男女らしさどころか、人間らしさもあまり感じられないやりとり。

　お互いの感情のボルテージが全く上がりも下がりもしないまま、ただ、粛しゆく々しゆくと二人の関係が変化し続ける。

「君だって、僕の過去は知ってるんだろ？」

　ヒューイは相手がどう思おうが構わないといった調子で、歩く速さも変えずにただ淡たん々たんと淡々と語り続けた。

「陰で色々言われてるのは僕だって理解してるし、僕から君達に歩み寄るつもりもない」

　──ああ、これでまたクラスの連れん中ちゆうとの溝みぞが増えるな。

　心しん中ちゆうでは冷静に明日以い降こうの事を計算し、顔にはどこか自じ嘲ちよう気ぎ味みな笑えみを浮かべるヒューイ。

　モニカはそんなヒューイにどこか怯おびえているようだったが、それでも、拳こぶしを軽く握りしめながら口を開いた。

「だったら……その新しく来る子とは仲良くできるかもしれないよ？」

「……？」

　唐とう突とつに話を新しん参ざん者ものに戻すモニカの言葉を訝いぶかしみながらも、ヒューイは黙って相手の言葉を待つ事にした。

　少女は僅わずかに躊躇ためらいながらも、その場に立ち止まって声を出す。

　ゆっくりと、それでいて、力強く。

「だって先生に──……私、あの後で先生に聞いたの。ヒューイ君とどういう所が似てる子が来るのかなって思って！　それで、それで聞いたの。私、聞いたの！」

　些いささか興こう奮ふん気味になりながら、モニカはそこでハッキリとヒューイの顔を見る。

　月明かりに照らされたヒューイの顔を見て、一いつ瞬しゆん『ひあっ』と顔を真まっ赤かにして目を逸そらしたが──その直後、今度は気まずさから顔を逸らし、少女は言った。

「その子……ヒューイ君と同じで……」




「その子も魔女の息子だって、ルネ先生、そう言ってたから……」













間章一　最初の殺人







　現時点で二十七件に及ぶ連れん続ぞく殺人事件。

　その始まりは、実に地じ味みなもので、瓦かわら版ばんに載る事も、都市警けい察さつが大だい々だい的に動く事もなかった、

　被害者は、港の市いち場ばで働く少年。

　殺人事件が起こった時、誰もその少年の死を悲しまなかった。

　なにしろ、その死すらも気付かれていなかったのだから。

　少年の死体は、港の倉庫の中で、ポツリと寂しく死んでいた。

　仮か面めんを被かぶった少年が、心しん臓ぞうを刃は物もので一ひと突つき。

　その倉庫が密みつ室しつだったかどうか、そういった捜そう査さは一切なされなかった。

　なぜならば──最初──その殺人は、語られなかったのだ。

　少年の主あるじである男が、最初、その死を都市警察にも憲けん兵ぺいにも届けなかったのだ。

　縁えん者じやのなかった少年の死を気にする者は誰もおらず、少年が働いていた錠じよう前まえ屋やの店てん主しゆは、ただ『労猫働の力手が減った』とだけ呟つぶやいたという。その死も、どうせ酔っぱらいの喧けん嘩かに巻き込まれた程度に思っていたのだろう。

　後に、それを主あるじが警察に届け出たのには理由がある。

　続いて起きた二件目の殺人は、数日後の事だった。

　とある貴き族ぞくの屋や敷しきの中で起こったその事件は、都市警けい察さつは疎おろか、貴族達をも騒がせた。不ふ思し議ぎな事に、死んだ者の身元は不明のままだったが──仮か面めんを被かぶっている事と、心しん臓ぞうを刺さされている事は共通していた。

　貴族の屋敷内ないで殺人が起こったというだけで十分な騒ぎのタネとなる。

　街にはあっという間に噂うわさが流れ、『仮面』というキーワードに、主は背を震わせた。

　もしも、何か関係があるのだとしたら──

　最初の殺人を揉もみ消したと思われては、何か嫌けん疑ぎが掛かるのではないだろうか。

　それだけの理由で、主は忘れかけていた事件を届け出たのだ。

　最初に殺された少年は、つまりはそういう存在だった。

　誰にも惜おしまれなかったが──誰かに憎にくまれているという可能性も低い、目立たない少年。

　だからこそ、犯人の目的が見えず、捜査は出だしから混乱する事となった。

　そして、最初の殺人と繫つながって『連続殺人か』と思われたその時────

　最初の殺人事件の夜に、怪あやしい人ひと影かげを倉そう庫こ周辺で目もく撃げきしたという少女が現れる。

　その少女の口から、初めて『仮面を被った怪しい人影』の話が飛び出し、最初は都市警察の中でだけその存在がささめかれる事となった。

　最初は、誰もその怪かい人じんを信じていなかったのだが、その認にん識しきはすぐに改められる事となる。




　数日後──

　目撃者の少女が、三人目の犠ぎ牲せい者となったからだ。




　町はずれの教会の中で発見されたその死体に関して、今度はとある少年が警察に証しよう言げんした。

　教会の周りをうろつく、仮面の人影を見たと。

　まだ民みん衆しゆうには知らせていなかった仮面の人影の情報。

　通りすがりの少年が知っている筈はずもない。

　警察は、いよいよその目撃証言を信じざるをえなくなった。

　だが、しかし──全ては、遅すぎた。




　その少年も、

　少年も、また──

　二週間後に、七人目の被害者として、仮面を被されたまま発見された。







[image: 第二章　奇跡の少年]






















同日　夕刻




　時間は、６時間ほど遡さかのぼる。

　ヒューイが留りゆう置ち場じように連れん行こうされたのと入れ替わるように──

　一人の少年が、街の市いち場ばを歩いていた。

「うーんと……あっれぇ。こっちだと思うんだけどなぁ」

　心しん中ちゆうの混乱を思い切り口に出しながら、人通りの多い市場の中、何かの紙し片へんを見ながらフラフラと歩く少年が一人。

　年の頃は15歳さい前後といった所だろうか。

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少年は、どこか北ほく欧おう風ふうの顔立ちを思い起こさせる顔で紙片を見つめ、改めて市場の周りを見渡した。

　特別美び少しよう年ねんというわけでもないが不ぶ細さい工くというわけでもなく、子供っぽい笑顔が似に合あう、極ごく々ごく普通の造形だ。少年の容よう姿しは特に町まち中なかで目を引くものではなく、完全に群ぐん衆しゆうの中に埋まい没ぼつしている。

「それにしても、随ずい分ぶんと散らかってるなあ」

　見渡した市いち場ばは、人通りが多いものの、何やら様々なものが乱らん雑ざつに散らばっていた。

　まるで嵐あらしでも吹き荒れたかのように、市場に並んでいた商品が飛び散り、テントは破れ、行き交う人々の半分はそうしたものを片付けている状況である。

　先せん刻こくここで、ヒューイの機き転てんで何頭もの牛ぎゆう馬ばが暴れた結果なのだが──少年は、その事を全く知らない。

　ヒューイという少年の存在も、その原因となった少女の事も。

　今は──まだ。




「竜たつ巻まきでもあったのかな？　誰もケガとかしてないといいけど」

　思った事を口にしてしまうタイプなのか、独り言を軽やかに紡つむぎながら市場の中を進む少年。

　暫しばらく進んだところで、特に物の散さん乱らんが激しくなっている場所に差し掛かる。

　どうやらここで馬車か牛車でも暴れたようで、横おう転てんした荷台が市場の一いつ角かくに突き刺さっており、そこの片付けに周囲の人間達はせわしなく動いている。

　──手伝おうかな。

　そう考えた少年は、通りすがりの自分にも何かできることは無いだろうかと再び周囲を見回した。

　すると、そこで彼は一人の少女に目が止まる。

　市場の隅すみにある資し材ざい置き場。

　その隅に積まれた木箱に腰をかけ、一人で海の方を眺ながめている栗くり色いろの髪かみをした少女。

　ちらりと見えた横よこ顔がおは、どこか物もの憂うげに見え──可愛かわいらしい顔の一部に青あお痣あざが見え、まるで喧けん嘩かに負けてきた痕あとか、あるいは一方的に殴なぐられた痕のように思われた。

　少年は何事だろうと首を傾かしげ、更さらにもう一回り周囲を見回すと──

　特に深いことは考えず、そのまま少女の方に向かって歩み始める。

　躊躇ためらいもなく、容よう赦しやなく、少年は、傷ついた少女の中に踏み込もうとしていた。

　それが、どんな結果をもたらすかは考えず、

　ただ、どんな結果をもたらしたいかだけは明確に。

　──あの娘こが笑いますように。

　と、偽ぎ善ぜんとも聖せい人じんとも取れない、奇き妙みようで唐とう突とつな願いだけを胸に抱いて──




　　　　⇔




　海を眺ながめていた少女──ニキは自分に近寄ってくる人ひと影かげに気付き、そちらに向かって警けい戒かいするような視線を送る。

　そんな攻撃的な視線に気付いているのかいないのか、少女と同年代と思おぼしき少年は柔にゆう和わな笑えみを浮かべながら近づいてくる。

「やあ」

「……？」

　自分に声を掛けてくる少年を、少女は眉まゆを顰ひそめながら観察する。

　また主あるじが呼んできた『客』だろうか？　それにしては、ちょっと若すぎるような気もする。

　そんな事を考えている少女に、少年は軽く小こ首くびを傾かしげながら口を開いた。

「大丈夫？　ケガしてるみたいだけど」

「えっ」

　わざわざそんな声を掛けられるのは、少女にとっては実に久しぶりの事だった。

　今日の昼間の男女のように、強制的に巻き込まれたならともかく──この界かい隈わいでは、自分がどういう存在なのか知られている筈はずだ。だから、恐らくこの人間は余よ所そ者だろう。

　ニキは無表情で分ぶん析せきするが、少年は少女の沈ちん黙もくをどう受け取ったのか、周りを見ながらペラペラと自分の言葉を語り続ける。

「いやー、なんか君、今にも死んじゃいそうな顔だったからさ。誰と喧けん嘩かしたのか、もしかしたら虐いじめられたりしたのかは知らないけど、君みたいな可愛かわいい子はもっと笑わなきゃ。残念な事に、俺は医者じゃないから君のケガは治せないんだけど」

「なに……あなた？」

　ズカズカと人の心しん情じように踏み込んで来る少年に苛いら立だち、ニキは不快感を隠かくしもせずに口を開く。

「あ、ごめんごめん。俺はエルマー。エルマー・Ｃ・アルバトロス。ま、名前なんかどうでもいいけどさ」

　一いつ瞬しゆん、この少年が何か下した心ごころがあって自分を心配してくれているのではないかと思ったが、声や表情の感じから察すると、どうやら本気で心配して近づいてきたようだ。

　そして──少女にとっては、それが余よ計けいに苛立たしい。

「……私が、いつ心配してくれなんて言ったの？」

　これ以上無ないという程ほどにあからさまな拒きよ絶ぜつの言葉。

　大たい抵ていの人間は、ここで怒り出して立ち去るか、あるいは食ってかかってくる所だ。

　現に、過去に同じような事があった時にも、少女は同じような対応をして他者を拒絶してきたのだが──

「そっか、それは難しい問題だよねえ」

　眼前の少年は、少しばかり──変わっていた。

「んー、俺の見立てでは、あと一ヶ月以内には言うんじゃないかなと思うんだけど、その言葉が時間を遡さかのぼって俺に届いた……そうは考えられないかい？」

「……？」

　──なんだ？　今、こいつは何を言ったの？

　余りにも自然に放たれた不自然な言葉の羅ら列れつに、少女は暫しばし眉まゆを顰ひそめる。

「あと、ついでに言うなら、一々『私を心配して』なんて口に出す人の方が少ないんじゃないかなあ。いや、俺はこの街に来たばっかりだから、ここではもしかしたらそういう文化なのかもしれないけど。だとしたら謝るよ。ごめん。これでよし」

「いいから……いいからあっちに行ってよ。何を考えてるのか知らないけど、私の傍そばにいたらろくな事にならないわ」

　ソッポを向く少女に、エルマーと名乗った少年は腕組みして考える。

「それは──君がかい？　それとも俺が？」

「……少なくとも、貴方あなたは確実にろくな事にならないわ」

「そっか、じゃあそれはそれでいいや。君が酷ひどい目に遭あうっていうなら大人おとなしく一いつ旦たん引き下がるけどね？」

　あまりにもあっさりと言い放つエルマーに少女はますます眉を強く顰めていった。

「それにしても、君は優しいね。あったばかりの俺の事を心配してくれるなんて」

　ニキは、その言葉を聞いて、もしかしたら目の前の男はとてつもないバカか、下した心ごころを全く感じさせないとてつもない詐さ欺ぎ師しのどちらかだろうと考える。

　だとすれば、どちらにせよ話をして得になる事など一つもない。

「あっちに行って」

　まだ食い下がるようなら、ニキは自分からこの場を立ち去ろうと思っていのだが──

「そうだねえ。俺がこれ以上ここにいても、君は苛いら立だつだけで幸せにはなれないだろうし」

　エルマーという少年は、やはりあっさりと言い放つ。

「えっ……」

「でも、最後に一つ、初しよ対面とはいえ、ちょっとだけ君の人生に関わった俺からのお願いなんだけど──」

　ニコニコと笑う少年は、やはり最初に話しかけた時と同じ調子で口を開き、ニキに対して極ごく々ごく普通の事を尋たずねかけた。

「道が解わからなくてさ……この辺にあるお屋や敷しきなんだけど……」




　そこまで言った所で、エルマーは何者かに襟えり首くびを摑つかまれ、ヒョイ、と後ろに追いやられる。

「あわっ？」

　乱らん暴ぼうにどかされたエルマーが見たものは、五人ぐらいの若者達が、少女を取り囲んでいる光景だった。

「よお、ニキ……さっきの男はどうしたぁ」

「貴方あなた達……」

　それは、昼間にニキを襲おそっていた男達だったのだが、先せん刻こくよりも人数が増えている。

　事情のわからないエルマーは、自分が襟えり首くびを摑つかまれた事に特に怒りを感じた様よう子すもなく、何事だろうと少女と男達を観察していた。

「……あの人達は、都市警けい察さつに連れて行かれた」

　少女が無む表情に呟つぶやくと、男達はつまらなそうに舌した打うちする。

「くそ……俺がぶち殺してやろうと思ったが、出てくるまでお預けだな」

　その中で、目を真まっ赤かに腫はらした男が下げ卑びた笑えみを浮かべ──そのまま少女の胸ぐらを摑み上げた。

「で、あとは手前てめえだよ、ニキ」

「……離してよ」

　少女が消え入るような声で抗こう議ぎの声を上げるが、男は全く聞かずに手に力を込めていく。

「あれを売るのがお前らの仕事だろうが！　あぁ？」

「う……」

　襟首と共に喉のどがしまり、思うように声を出せなくなる少女。

　そんな少女に対して、チンピラは尚なおも凄すごみをきかせて締め上げる。

「拒否ってのはよぉー、少なからず『価か値ち』のある奴やつがそれを護まもる為ためにやる事だろうがよぉ。なんの価値も無い手前みたいなアマにはそんな事する必要はねえし、権利もねえんだ」

「……ぁ……か……」

「あぁ？　なんとか言えよゴミ蟲むしが！　ここまで言われて何も言い返せないのか？　だから手前はゴミ蟲だっつってんだよ」

「……っ！」

　声どころか息をする事すらままならない。それが解わかっているからこそ、チンピラは楽しそうに笑い、後ろにいた四人のチンピラ達も一いち様ように笑う。

　市いち場ばの人ひと混ごみは、昼間の事件の時と同じように──やはり、少女と若いチンピラ達を黙もく殺さつしている状態だ。

　ならば、余よ所そ者である少年──エルマー・Ｃ・アルバトロスはどうしたかというと──

　彼はただ、のこのこと少年達に歩みよる。

　のこのこと、まさしく『のこのこ』という擬ぎ態たい語ごが相応ふさわしい調子で、エルマーはチンピラと少女の間に割って入った。

　そして、少女の胸ぐらを摑つかむチンピラの手をポンポンと叩たたきながら、全く場の緊きん張ちようにそぐわない、暢気のんき極まりない声をあげる。

「えっと、ちょっといいかな」

「あん？」

「それさ、ひょっとして……いや、ひょっとしてだよ？　胸ぐらを締め上げてるから、苦しくて何も話せないんじゃない？」

「……」

　先せん刻こくのニキと同じように眉まゆを顰ひそめるチンピラ。

　思わず手を離した事により、少女の体が膝ひざから落ちる。

　咳せき込みながら激しく呼吸をするニキの体を見て、エルマーはニコニコと笑いながら言葉を紡つむぎ出した。

「ほらね！　やっぱりだ！　知ってた？　人間って首を絞めると声を出せないし、息が止まったら人間は死ぬんだよ？　覚えておいた方が色々得とくになるよ。ほら、間違って人殺しとかしちゃったらお互いにアンハッピーじゃない。これは覚えておいた方がいい知識だよ、うん」

「……っ！」

「今、落ち着いたら何か言うかもしれないから、それまでゴミ蟲むしって呼ぶのは待ってあげてね？　あ、でも、もし彼女が自分でゴミ蟲って呼ばれたがってるなら何も言わないだろうし、俺は止めないけどさ」

「あぁ……？」

　自分が何を言われたのか理解すると、チンピラは背後の四人と顔を見合わせ、苛いら立だっていいのか呆あきれていいのか解わからないといった表情を顔に貼はり付ける。

「何だ手前てめえ。脳のう味み噌そに蟲でも湧わいてるのか？」

「どうだろう。確かめた事こと無ないからなあ。でも、確認したらその時点で死んじゃいそうだからあんまりやりたくないよね？　それに、もしかしたら人間にとって有ゆう益えきな蟲かもしれない」

　ニコやかな笑顔で語る少年に、チンピラ達は喧けん嘩かを売られているのかと思い、徐じよ々じよに目を据すわらせながら相手の周囲を取り囲んだ。

　だが、少年は特に畏おそれる様よう子すもなく、最初に話しかけたチンピラの顔を見つめている。

「……なんだ、手前。何を見てやがる？」

「大丈夫？」

「あぁ？」

「目だよ。目。そこの君、目が両方とも真まっ赤かじゃない。その状態で潮しお風かぜに当たると良くないよ。失しつ明めいするかもしれない。すぐに家に帰って真ま水みずで冷やす事をお勧めす……」

　言い終わる前に、エルマーは思い切り殴なぐり飛ばされていた。

　資し材ざい置き場にある空箱の山に叩き込まれ、片付きかけていた空間に、再び木の破は片へんなどが散さん乱らんする。

「あいたたた。酷ひどいなあ」

「うるせえ、さっきからなんだ手前てめえ！　何か俺らに文句があるのか？　ああ!?」

「あるっていえばあるかな」

「ほお……正義の味み方かた気取りか？　言ってみろや」

　圧倒的に数で勝っている上に、昼間のような不ふ意い打うちが無いと解わかるや、目を腫はらしたチンピラは強気になって少年を見下ろした。

　すると、少年は静かに微笑ほほえみながら、殴なぐられた事に対する怒りも、痛みに対する怯おびえもまるで見せず──ただ、先せん刻こくと同じような調子で言葉を紡つむぐ。

「人を殴る時は、もっと笑った方がいい」

「……は？」

「殴られた方は普通嬉うれしくないわけだからさ、せめて殴ってる方が笑わないと、バランス的によくないと思うんだけど、どうかな？　特に君達の場合、人を殴ると楽しいだろ？　そりゃそうさ。基本的に人を見み下くだすのは楽しい……って、先生が言ってた。俺にはよく解わからないんだけどね。まあ、だからせめて、分かり易やすく笑いながら殴って貰もらえると助かるよ」

　わけの解らない事をベラベラと語り続ける少年に、何か不ぶ気き味みなものを感じたチンピラ達は、お互いの顔を見合わせて。彼を気き絶ぜつするまで蹴けり潰つぶす為ために周囲をグルリと取り囲む。

「……手前、やっぱり頭が煮に立たってるらしいな。俺達が少し冷ましてやらぁ」

「やめて！」

　ニキが少年達を止めようと歩を進めたが──その腕が、太い指に摑つかまれる。

「痛っ……」

　少女が振り返ると──そこには拳こぶしを握り締めた禿はげ頭あたまの男が立っていた。

　怒りに頰ほおを震わせる男の顔を見て、ニキの脳のう裏りには昼間に殴られた時の痛みが甦よみがえる。

「手前……まぁた御お客様と揉もめてやがるのかぁ！」

「ひっ……」

　先刻の拳の痛みを思い出し、少女は反射的に全身を強ばらせた。

　そんな怯おびえる少女の姿を見ても、少女の主あるじであるらしい禿頭は、荒い鼻はな息いきと共に拳を大きく振り上げる。

「少しぁ分ぶをわきまえやが……」

　その言葉は、最後まで紡つむがれなかった。

　禿頭をボールに見立てているかのように、その側そく頭とう部ぶが何者かに蹴り飛ばされたからだ。

「────」

　声もなく吹き飛ぶ禿頭。

　地ち中ちゆう海かいに傾きかけた夕焼けを照り返し、幻げん想そう的な光景を造り出す。

　男は寝ていたわけでも、しゃがんでいたわけでもない。

　走りながら飛び上がった男が、木箱を踏み台に高く飛び上がり、禿はげ頭あたまの頭を思い切り蹴けりつけたのだ。

　吹き飛んだ先で、エルマーと同じように木箱をガラガラと崩す禿頭。

　呻うめきながら自分に何が起きたのか確かめようと、ズキズキする首を動かすと──

　そこには、奇き妙みような二人組がいた。

　特とく徴ちよう的なのは、両方ともインクのように黒く染そまった髪かみと──その独特な顔立ち。

　一人は浅あさ黒ぐろい肌はだをしており、もう一人は黄き色いろっぽい肌の色をしている。時とき折おり、交こう易えきにやってくる東南アジアや東アジアの人間達のように思えたが、改めて見直して、もっと特徴的なのは、その出で立ちだという事に気が付いた。

　黒い肌の方は、それまで禿頭が見たことも無いような出で立ちに身を包んでいる。

　ふわりとした紺こん色いろのズボンに下半身を包んでおり、その裾すそを包ほう帯たいのようなものでぐるぐる巻にして足あし履ばきとピッタリ接せつ合ごうしている。

　上半身は裸はだかの上に袖そで無なしの羽は織おりを着ているだけで、そこにはこの地方では見たことも無いような紋もん様ようが彫られていた。

　長い髪を後ろに硬く束たばね、まるで傾いたヤシの木のようになっている。

　日本を知る物ならばすぐにその装しよう束ぞくがサムライ……というよりも、日本の野や盗とうか山さん賊ぞくの類たぐいであると感じる衣い装しようなのだが、全く知識の無いこの町の人々にとっては、ただただ異い様ような姿として目に映る。

　一方、黄色い肌の男の方は、スペインの兵へい隊たい装束から装そう飾しよく品ひんを取り払ったような服装をしており、人種も相まってどのような立場の人間なのか解わからない。

　ただ、二人に共通していたのは──それぞれ、腰に奇妙な形の剣を下げている点だった。

　都市警けい察さつ、あるいは貴き族ぞく達を護まもる警けい護ご兵へい以外の者が剣を持ち歩く事は無い。他の都市でも当然ながら、この町でも都市警察がすぐに取り締まりにやってくる。

　にもかかわらず、二人は堂どう々どうと武器を腰に下げていた。

　禿頭はこの二人の正体がわからず、どちらかに蹴り飛ばされた怒りというよりも、得え体たいの知れない恐怖のような物に包まれた。

　多用な人種の行き交うこの町だが、どちらも彼の会ったことの無いタイプの人間であり、言葉が通じるかどうかも疑わしかった。

　突然の乱らん入にゆう者に、ニキもチンピラ達も動きを止め、エルマーは蹴られたところをさすりながら地面を静かに転がっている。

　これまで見ないふりをしていた町の人々も、流石さすがにその二人の異様さに足を止めている。

　そんな緊きん迫ぱくした状況の中──浅黒い肌の男が、指をアゴにあてて口を開く。

「安心しろ、峰みね打うちだ。安心して死ね」

　流りゆう暢ちようなイタリア語により紡つむがれた言葉に、周囲の人間達はそろって首を傾かしげて見せた。

『ＭＩＮＥＵＴＩ』という単語の意味が解わからず、死ね、という部分だけが強調されて頭の中に響ひびき渡る。

　その黒い肌はだの男は、周囲がまだ混乱しているのにも構わず、淡たん々たんと言葉を繫つないで見せた。

「どういう経緯いきさつかは知らぬが、片や、多た勢ぜいで一人を嬲なぶる餓が鬼き共ども。片や、か弱き女を拳こぶしで殴なぐりつける男とは……見み過すごせぬゆえ、それがしはこの場に立ち止まった」

「なっ……！」

　正せい論ろんとはいえ、禿はげ頭あたまの男にとってはあまりにも唐とう突とつな物もの言いい。

　男の腰の剣に怯おびえながらも、主あるじは都市警けい察さつはまだかと周囲を見ながら、血の味がする口を必死に動かして反論を紡ぎ立てる。

「ふ、ふざけるな！　私はこのガキの主だ！　躾しつけをするのは当然だろう！」

　怒りと恐怖が入り混じった声こわ色いろの男に、黒い肌の男は首をコキリと鳴らして言葉を返した。

「ほう……この街では、豚ぶたが人間を躾けるのか」

「な、なんだと!?」

　強気な事を話す黒い肌の男の横で、黄き色いろい肌の男が疲れたような溜ため息いきを漏らす。

　しかし──それは、完全に耳みみ慣なれぬ異い国こくの言葉で、周囲の人間達でそれを理解する者はいなかった。




『ザンク殿どの。そこまでに致いたせ』

『田でん九く郎ろう。お主ぬしは見ていてなんとも思わぬのか？』

『彼らには彼らの子し細さいがあるので御ご座ざろう。確かに躾というには些いささか厳きびしうにすぎるとは思うが……こちらから喧けん嘩かを焚たき付けることもあるまい』

『あいかわらず甘い奴やつよ。その情なさけが異国でも通じれば良いが』




　周囲からは意味のわからない会話に、チンピラ達も最初は面めん食くらっていたが──

「な、なんだこいつら……俺らの事も今なんか言ってたよなぁ？」

「どうせどっかの船乗りだろ」「やっとけ」

　五人のうちの二人が、適当に追い払おうと近づいたのだが──

　次の瞬しゆん間かん、穏おん和わな表情で話をしていた黄色い肌の男が、その表情のままでゆらりとチンピラ達に近付き──前へと跳んだ。

　ただの一歩。

　ダン、と、音が空気を震わせる。

　刀を抜く代わりに、凄すさまじい勢いで足を踏み込み、体重を肩かた口ぐちに集中させて──解き放つ。

　上半身をもって相手の胸むな板いたを打ち付けたかと思うと──野や次じ馬うまの人々は、次の瞬間に恐ろしいものを見た。

　男の体が、一いつ瞬しゆんふわりと宙に浮き、そのまま東とう洋よう人じんが踏み込んだ勢いで後方へと飛ばされる。

「ガっ……？」

　チンピラの体はエルマーを囲んでいた三人のうちの一人を巻き込み、散さん乱らんした木箱の山と混ざりあうように激げき突とつした。




『田でん九く郎ろう……喧けん嘩かを売るなと言ったのは偽いつわりか？』

『敵てき意いがあった』




　やはり異い国こくの言葉で会話を続ける二人の男に、チンピラ達は焦りを見せる。

　まだ立っている三人が一いつ斉せいに取り囲もうとしたのだが──

　次の瞬しゆん間かん、まず黒い肌はだの男の足あし払ばらいで一人が転がされ、それに気を取られた瞬間に、残りの二人も同じように転がされるハメとなる。

　まるで、大おお勢ぜいで踊る一つの舞ぶ踏とうを見ているようだった。

　野や次じ馬うまの人々は息を吞み、禿はげ頭あたまの男はコブになった頭を押さえながら都市警けい察さつの到着を待ちわびている状態だった。

　すると、両目を赤く腫はらした男が、怨えん嗟さの声を上げながら起きあがる。

「てめえ……ら……。てめえらぁ！　俺達が……俺達が誰だか解わかってるのか!?」

「お前は自己紹しよう介かいしないと喧嘩一つできないのか？」

「うるせえ！　お前らはもう終わりなんだ！　俺らにこんな真ま似ねをして……」

「ああ、もういい。お前達になにか後ろ盾だてがいるという事は理解した」

　あっさりと受け流す黒い肌の男。彼はやれやれとばかりに息を吐き出し、そのまま瞳ひとみに影を落とし、一言だけ告げる。

　ただ、告げる。

「つまり……口封じするしかない、という事か」

「……っ！」

　男の言葉に、周囲の野次馬達たちも凍り付く。

　下へ手たをすれば、この現場を見ていた者全すべてを殺す、と受け取れる程ほどの威い圧あつ感かんがあったからだ。

　そして、その威圧感を真ま正しよう面めんから受けていたチンピラは、『ひ……』と喉のどを鳴らし、カチカチと震えたまま──懐ふところから、一本の短剣を取りだした。

「て、手前てめえ、ぶっころして……ぶっころ……あっ」

　黄金こがね色と銀の混じり合った装そう飾しよく鞘ざやを抜き、銀色の刃やいばをちらつかせ──

　それが、致ち命めい的な失敗だったとすぐに悟さとる。

「……抜いたな？」

　呟つぶやくと同時に、黒い肌はだの男は腰に差した剣の鞘さやに指をかけ、親おや指ゆびでその鍔つばを押し上げた。

　中から僅わずかに銀色の光が覗のぞくのを見て──短剣を抜いたチンピラは、困ったように視線を左右に巡らせ──地面で呻うめいている仲間が誰も加か勢せいしないと確信し、体が自然に震え始める。

　カチカチと歯を打ち鳴らしながら、チンピラは相手の腰の物に目を向け、全身に嫌な汗を搔かき始めた。

　相手があの妙みような剣を抜いたら、自分の短剣とは比べ物にならないリーチが生まれる事になる。

　あの黒い男の動きから、剣の切きっ先さきを避ける自信など当とう然ぜん持ち合わせていないチンピラは、足をその場に縫ぬいつけられた。

　恐怖の為ために、逃げる事も踏み出す事もできなくなる。

　それ程ほどまでのプレッシャーが、確かにその男と剣には存在していた。

「い、いや、待てよ……おい……」




「覚かく悟ごはいいか？」

　相あい方かたにザンクと呼ばれた男は、口ではそう呟つぶやきながらも、実際にどうすべきかは迷っていた。

　このまま斬きり捨てる事に躊躇ためらいは無いが、相手は自分よりも大だい分ぶ年下の少年である。

　何より、この街に来たばかりだというのに、土地を見る前に血を流す気分にもなれなかった。

　──まあ、手首の一本でも落とすか。

　あっさりと決断すると、ザンクは重心をゆっくりと落としていく。

　だが──人ひと混ごみの中から一人の男が歩み寄るのが見えて、そちらにも同時に意識を向ける。

　その男は、チンピラ達と似たような格かつ好こうをしているが、年ねん齢れいは彼らよりも５～６歳さい年上に思われた。人種の違いはあるが、普通に見れば自分と同じぐらいの年齢かもしれない。

　周囲の野や次じ馬うま達から比べても頭一つ高いその男は、チンピラ達と比べても一ひと際きわ鋭い目つきをしており、野次馬達の中には、その男を見て慌あわてて見て見ぬふりに戻る者も現れた。

　──新あら手てか。

　歩き方や威い圧あつ感かんから、眼前のチンピラ達よりは格かく上うえと思われた。

　年齢の事も考えて、恐らくリーダー格なのだろう。

　ザンクが警けい戒かいしながら相手の出で方かたを待っていると、長身の男は緊きん迫ぱくした空気の中に堂どう々どうと──先せん刻こくのエルマーとは違う意味で堂々と、緊きん張ちようの輪の中に踏み込んできた。

　そこでようやく長身の姿に気付き、目を腫はらしたチンピラが声をあげる。

「ア、アイルさん！」




　アイルと呼ばれた男は、ただ、鋭い目つきで周囲の状況を見回していた。

　倒れていたチンピラ達もその姿に気付き、一いつ斉せいに長身の方を見る。

　その瞳ひとみには、安あん堵ど半分と──畏おそれ半分。

「た、たすかりました。こいつら、無む茶ちや苦く茶ちやですよ……」

　ナイフを握り締めたまま言うチンピラ、心なしか、その声は震えている。

　アイルと呼ばれた男は、周りのチンピラ達を見回し──ただ、一言。

「ここで……何をしてた」

「あ、あの、その……うあ……」

「ハッキリ喋しやべれ。首でも絞められてんのか、手前てめえはよ」

　低い声で言い放つと、ようやく『アイタタタ』と言いながら起きあがり始めたエルマーと、近くで呆ぼう然ぜんと立っているニキ、そして、頭を押さえて震えている禿はげ頭あたまの男に目を向けた。

「まさか、お前ら。『アレ』を買いに来たのか？」

「あ……いや……」

「まあ、それは後でいい。先にやらなきゃならねえ事がある。そうだろ？」

「は、はい！」

　不ふ穏おんな空気だが、とりあえず今は助じよ勢せいしてくれるのだろう。チンピラはそう判断して、顔に生せい気きを取り戻して異い国こくの男達に啖たん呵かを切った。

「ここまでだ、手前てめえら！　アイルさんが来てくれたからにゃぁ、手前ら、もう終わりだよ！」

「ああ、終わりだな」

　そう言ったのは、チンピラの横に立ったアイルの方だった。

　言いながら──短剣を握るチンピラの手を摑つかんだかと思うと、あっという間にその腕を捻ひねり上げる。

「がっ……えっ……？」

　痛みと疑問に顔を歪ゆがめるチンピラからアイルはあっさりと短剣を奪い取り──細い刀とう身しんを、男の手の平に突き刺した。

「ぎぁぁぁあああぁぁぁぁっっっ！　あーっ！　あーっ！」

　悲鳴を上げ、血をまき散らせながら地面に転がるチンピラ。

　アイルは足をおもむろに上げると──そのチンピラの喉のどに踏み下ろす。

「……っ……っっっ……！」

　頸けい椎ついを折る程ほどの強さでは無いものの、男は先せん刻こくのニキ以上の圧あつ迫ぱく感かんで声を出せなくなり、そのまま意識を失った。

「馬鹿が」

「……情なさけない手て下したはいらぬ、というわけか？」

　眉まゆを顰ひそめながら、硬い調子のイタリア語で言う黄き色いろい肌はだの男に、アイルは表情を変えぬまま首を振る。

「刃は物ものを抜いたのはこいつが先なのは解わかってるが……。これで……収めちゃくれねえか？」

「ほう……」

　その言葉が少し意い外がいだったのか、異い国こくの男達は互いに顔を見合わせる。

「わかった。こちらも収めよう」

　アイルの申し出を受けた黒い肌はだの男は、腰の剣から手を離す。

「今回、俺達は引くが、あんまこの街に長なが居いはしないこった」

「脅おどしのつもりか？」

「いや……忠ちゆう告こくだ」

　再び首を振り、アイルは鋭い瞳ひとみをさらに細め、独り言のように呟つぶやいた。

「よそ者なら、この街には関わるな。誰も幸せにならない」

「……？」

　異国の男達は、それがどういう事かと尋たずねようとしたのだが──

　そこにようやく都市警けい察さつの集団が現れ、再び現場は混乱に陥おちいることとなった。
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「ええと、何がどうなったのかな？」

　周りが俄にわかに騒がしくなったのを感じ、起きあがったばかりのエルマーはキョトンと周囲を見回し、困ったように立ちすくんでいる少女の姿を見つけた。

　蹴けられた痛みが残っているのかいないのか、初めに声をかけた時と全く変わらぬ表情で声を出すエルマー。

「……早く逃げた方がいいよ。貴方あなたも捕まる事になる」

　少女の視線の先では、異い国こくの人間達が警官達の間をヒラヒラと逃げ回っている。

　今は警官四人がその二人を追いかけている状態だが、応援が駆けつければエルマー達にも手が回るだろう。

「え？　そうなの？」

「そうよ。あの倒れてる連れん中ちゆうは捕まらない」

「どうして？」

　のんびりとした口く調ちようで尋たずねるエルマーに、少女は軽く目を伏せながら忌いま々いましげに彼らの事を口にする。

「あいつら、あんなナリをしてるけど……『腐くさり卵たまご』って言ってね……」

　ニキは一いつ瞬しゆん口ごもったが、周囲の全てから目を逸そらし、一つの事実を吐き捨てた。

「全員、貴き族ぞくの縁えん者じやなの」




　少女がそう言うのと、怨えん嗟さの籠こもった男の声が響ひびいたのは、その直後だった。

「ニキぃ……手前てめえ、手前このままで……済むと思ってんのかぁぁ！」

　警察が異国人じんを追い始めた隙すきに、頭をさすりながら立ち上がった禿はげ頭あたま。

　まだふらついているが、歩く事には支し障しようがなさそうだ。

「ほら……貴方は早く逃げて」

　無表情で呟つぶやく少女に、エルマーは首をコキリと鳴らして口を開く。

「ええと、じゃあ、最後に確認しておくけど」

「なに？」

「君は、あの人に殴なぐられると嬉うれしい？」

「……そんなわけないでしょう？」

　──彼は一いつ体たい何を言っているのだろう。

　どうにもつかみ所の無い少年に首を傾かしげていると──その手が、強く摑つかまれた。

「えっ」

「じゃ、逃げよう」

　そのまま彼女の腕を引くのは、エルマーと名乗った少年。

　思ったよりも力強い少年に引き摺ずられるように、ニキの足は矢や継つぎ早ばやに前に出た。

　野や次じ馬うま達を器き用ように避けながら、エルマーは少女を連れて走る、走る。

　目を丸くしながら引き摺られる少女に、エルマーは楽しそうに語りかけた。

「ちょっ……やめて、私の事はいいから……」

「君が良くても、俺が良くない」

「……なんで？　何か下した心ごころでもあるの？」

「そう、下心っていうか──わがまま」

　悪戯いたずら小こ僧ぞうのように笑い、エルマーは楽しげに走り続けた。

「この街って、なんだか似たような建物ばっかりでさ……」




「早いとこ、誰かに道みち案内して欲しいんだよね」
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数分後




　上う手まく追おつ手てを逃れた二人は、人ひと気けの無い路ろ地じ裏うらで息を切らせて立ち止まる。

　既すでに周囲は暗くなり始めており、一時間もしないうちに日が落ちるであろう勢いだ。

「もう、追っかけて来ないみたいだよ。あの髪かみの毛が無い人」

「……」

　少女は不安げに周囲の暗がりを見渡し、疲れ切った溜ため息いきを絞しぼり出す。

「なんなの、今日は……」

「どうしたの？」

「……自分が何をしたか解わかってる？」

「君を連れて逃げた」

　あっさりと答えるエルマーに、少女は苛いら立だたしげに言葉を返した。

「私が後で戻ったら、もっともっと殴なぐられるとは思わない？」

「んー。君の事情は全然わからないけど、戻りたいの？」

「そんなわけないじゃない！」

　力強く否定した少女は、息を静かに吐き出すと、再び感情を自分の奥底に押し込んだ。

「だけど……私には、あいつの所しかないの。他に……戻る場所なんてないの」

「なにか複雑な事情がありそうだねえ」

　他ひ人と事ごとのように語りかけるエルマーに、もはや怒りも湧わき起こらないのか──少女は淡たん々たんと言葉を紡つむぐ。

「でも、それももう終わるの」

「え？」

「だって私……もうすぐ死ぬから」

　とんでもない事をサラりと言い放つニキ。さっきも同じ事を言ったなと思いながら、少女はどこか遠くを見て、次の瞬しゆん間かんには、凛りんとした表情になってエルマーに言い放つ。

「だから、私にはもう関わらないで。余よ所そ者だったら事情を知らないのかもしれないけど……この街は、今、危ないの」

「物ぶつ騒そうな話だね、どういう事？」

「私は……もうすぐ、『仮か面めん職人』に殺されるの」

「？」

　事情がさっぱり吞み込めないエルマーは、不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげるが、ニキはそれに構わず、ただ結論だけを語り続ける。

「この街でも一部の人しか知らないけど……『仮面職人』の姿を見た人は、みんな、近いうちに『仮面職人』に殺されてるの」

「その仮面職人てのは？」

「……知らないの？　あの、二十七人殺してる殺人鬼きよ？」

　少し意い外がいそうな顔をする少女に、エルマーはなんとか思い出そうと思し案あんするが、やはり知らないものは知らないと首を振る。

「そうだね、俺はナポリ経由で来たけど、そんな噂うわさは全ぜん然ぜん聞かなかったよ？　教会の人達も全然そんなこと言ってなかったし……」

　ブツブツと呟つぶやき続けるエルマーに噓うそは無いと判断し、ニキは再び俯うつむいた。

「……そう。やっぱり、みんなが……話をこの街だけで止めてるのね」

「？」

「とにかく、私と一緒にいたら……殺される瞬しゆん間かんに、貴方あなたも『仮面職人』を見る事になる。そうしたら、貴方も死ぬ事になる。だから──」

　何かを言いかけたところで、エルマーが首を振りながら言葉を被かぶせる。

「いや、俺が死ぬのはどうでもいいんだけどさ」

「……冗じよう談だんで言ってるわけじゃないのよ？」

　相手が本気と受け取っていないと判断した少女は、苛いら立だたしげに首を振るが、エルマーはニコニコしながら首を振る。

「いや、俺が死ぬとかより……君は、それでいいの？」

「え？」

　見ると、目の前の少年は真剣な目をしている。

　何か奇き妙みような感覚だった。『仮面職人』を知らなかった男が、今の唐とう突とつな話をあっさり信じるものだろうか？

　少女のそんな疑問を無視し──

　エルマーは、少女の言葉が全て真実だと一いつ瞬しゆんで仮か定ていし、そのまま話を進めていった。

「君の事情は全然知らないし、仮面職人って人の事も知らない。だから結果だけ。そう、俺は結末だけ聞くよ。君は、死ぬことが怖くないの？」

「……ええ。そうよ。私は、別に怖くないわ。寧むしろ今の生活から逃げられるなら嬉うれしいぐらい」

「じゃあ、君が死んで悲しむ人は？」

「いたら、あの禿はげ頭あたまじゃなくて、その人の所に戻るよ」

　──どうせ、死なない方法を探そうとか、そういう事を言ってくるんだろうな。

　──そういえば、さっき教会がどうのこうの言っていたし……。

　もしかしたら目の前の少年は信しん心じん深い教会の関係者で、自分のようなものを救おうとしているのかもしれない。

　そう考える少女だが、彼女は知っている。

　この世に神がいるかどうかは解わからないが、少なくとも自分にはいないという事を知っている。

　だからこそ、目の前の少年が何を言っても皮ひ肉にくで笑い飛ばそうと思っていたのだが──

「良かった」

　少年は、ただ一言そう言った。

「じゃあ、君は幸せに死ねるんだね。嫌な事からも逃げられるんだね」

「……？」

「だったら、ほら、そんな顔してちゃ駄だ目めだよ！　笑わなきゃ」

　刹せつ那な──

　少女は、少年の中に何かを感じた。

　あのチンピラ達よりも、異い国こくの剣けん士し達よりも、自分を殴なぐる禿頭の男よりも──

　もっと、もっと不ぶ気き味みな何かを、目の前の少年は己おのれの内に内ない包ほうしているような気がする。

　しかし、一方で悪意が無い事も解わかる。だからこそ、相手の事が理解できずに、少女はその言葉にただ翻ほん弄ろうされ続ける。

「笑い方を忘れたなら教えてあげるよ。いや、俺が知ってるのは表情の作り方だけだけどさ」

「……遠えん慮りよしておくわ。確かに不幸からは逃げられるけど、それでみんなより幸せになったわけじゃないし……」

　やっと返せたその言葉に、エルマーは「そっかー」と残念そうに肩を落とし、３秒で気を取り直して歩き出す。

「じゃあ、とりあえず今日はあの禿頭の人の所には戻らないで、俺の知り合いの人んちに泊とめて貰もらおうよ」

「え？」

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、女の人もたくさんいるとこだし、女の子の頼みは絶対に断らないから」

「……いや、でも……」

　混こん乱らんする少女に畳たたみかけるように、エルマーは懐ふところから羊よう皮ひ紙しを取りだし、少女に開いて差し出した。

「そう！　それで困ってたんだよ。その地図解わかりにくくてさ、地元の人なら解るかなと思って。結けつ構こうこの街じゃ有名な人らしいし」

　結構どころではなかった。

　羊よう皮ひ紙しに書かれている場所は、ニキにも容よう易いに判断できる。

　しかし、だからこそ想像できなかった。

　その場所にあるものは、疑いようもなく──




「エスペランサ・ボロニアルさんって人の家なんだけど……」
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ボロニアル家　屋や敷しき　大だい食堂




　ボロニアルの屋敷は、この時代よりも些いささか古こ風ふうな感じの漂う邸てい宅たくだった。

　宮きゆう殿でんの規模を小さくしたような屋敷内ではいくつもの部屋が連れん鎖さ的に並び、長い廊下の端はしからその扉とびらの群を見ると、直線的な迷めい路ろの中に迷い込んだように感じられる。

　そんな扉の一室──屋敷の北側の廊下とエントランス、そして厨ちゆう房ぼうに囲まれる形で設置された大きな食堂だ。

　巨大な食卓の上には肉のローストが並び、ナツメグや胡こ椒しよう、香料として利用しているタマネギやエシャロットなど、様々なスパイスの匂においが肉と蕩とけ合い、室内に入った者の食欲を引き立てる。ほどよくローストされた肉の断面からは鮮やかな肉にく紅べに色いろが覗のぞいており、周囲に添えられた野菜などと調ちよう和わし、視覚的にも一つの芸術であると言えた。

　エスペランサは丁ちよう度ど食事の時間を迎えて食堂に入ったが──彼の視線の先にいるのは、食事の数々ではなく、使用人の女性達だった。

「ああ、和なごむ……」

　それだけで一日の疲れが癒いえたような顔をしながら、エスペランサはこの世の幸せといった表情で立ちすくむ。

　この時期の貴き族ぞくにしては珍しく、使用人達の分も纏まとめて食卓に並んでいた。

　もっとも、使用人の九割が女性の上に、女好きで名高いボロニアル伯はく爵しやくという事を考えれば当然とも言える事だったが。

　別に彼は色しき魔まというわけではなく、女性の肉体も精神も含め、その存在だけがあればいいと考えていた。見るだけで、いや、世界に女性が存在するという事だけで全て満足してしまう。

　そんな奇き妙みような性せい癖へきがあるために、自分から女性を一人選ぼうとは思わず、格かつ好こうなどから女性からも奇き人じんと思われていたので、人間として好かれてはいても男として近づいてくる女性はいなかった。

　なので、この年まで結婚もせずに、ただ使用人の女性達を見て和なごんでいる、変わり者と言えば変わり者の貴き族ぞくと言える。

　そもそも跡あと継つぎの事などをどう考えているのかは解わからないが、彼にとっては、女性さえ傍そばにいれば後はどうでも良いのかもしれない。

　少なくとも、周囲の貴族達はそう判断していた。




「おかしいな……うん、おかしいね」

　そんなエスペランサが、食卓に座りながら独り言を呟つぶやいた。

「どうなさいました？　伯はく爵しやく様。また女性の事でもお考えですか？」

　給きゆう仕じの女性が冗じよう談だんめかして尋たずねると、周囲の女性給仕達たちもクスクスと笑い出す。

　通常の貴族と使用人の間では考えられないやりとりだが、エスペランサは女性に対していつも特別だった。他の貴族が来た時も、『屋や敷しき内にいる全ての女性の言葉は、私の言葉だと思っていただきたい』と言い切る程ほどだった。

　もっとも、寧むしろ使用人達の方が空気が読めるので、誰も他の貴族に無ぶ礼れいな真ま似ねなどしなかったのだが。

　エスペランサはふむ、と思し案あんしながら食事の手を止める。

「確かにそれもおかしい。この世には女が何万人も何十万人も何百万人も何千万人も何億人もいるというのに、私はどうして私一人しかいないんだろうね？　同じ数だけいれば平等に愛する事ができるのに……。いや、それは別にいつも思っている事だからいいのだけれど、ほら、あれだよ。客きやく人じんが、まだ来ない」

　視線の先には、誰も座っていない席に料理が一セット並べられている。

「書しよ簡かんでは、今日には到着するという話だったんだけどね。まあ、あいつは男だからどうでもいいと言えばいいんだが」

　そんな事をブツブツ呟いていると、数少ない男の使用人がエントランスから入ってきて、エスペランサに耳みみ打うちする。

「御お客様が到着いたしました」

「ああ、丁ちよう度ど来たか。丁度だ。素す晴ばらしい。凄すごいな。神の奇き跡せきなんじゃないのか？　だとすれば、俺はこんな所で奇跡を使ってしまった。どうせなら女性の為ために使うべきだったのに……。まあいいさ、女性への奇跡は自分の力で切り開く。呼んでくれ」

　貴族らしさの欠片かけらも感じられない事をブツブツと呟くエスペランサに、男の使用人はかしこまったまま言葉を繫つなぐ。

「それが、お連れ様がお一人いらっしゃるようで」

「なんだ。一人で来ると言っていたのに……料理は余りものしかないぞ？」

「女性でございます」

「私の分を全てその女性に。あと、私が直接出で迎むかえる」

　言うが早いか、エスペランサは颯さつ爽そうと椅い子すから立ち上がり、それまでのダラダラとした態度が噓うそであるかのようにシャッキリとして歩み出す。

「初しよ対面の女性に失礼があってはならないが、私の格かつ好こうは大丈夫か？」

「……問題御ご座ざいません」

　通常の貴き族ぞくからすれば問題だらけとも言えるエスペランサの格好だが、糸の乱れなどが無い事を確認した使用人達たちは一いつ斉せいに頭を下げる。




　そんな微笑ほほえましい光景に見送られながら、伯はく爵しやくはエントランスに向かい──そこで、一人の少女を目にとめた。

「初めまして、美しいお嬢じようさん。私の名はエスペランサ・ボロニアル！　気軽にエっちゃんとでもお呼び下さい！」

　警察署しよ長ちようと話していた時とは打って変わって、毅き然ぜんとした態度で語るエスペランサ。声こわ色いろから何から別人のようであったが、奇き抜ばつなその外見だけは変わらない。

　自分よりも大だい分ぶ年下の少女を、なんの躊躇ためらいもなく一人の女性として扱って挨あい拶さつするエスペランサ。

　と、そんな彼の視し界かいの外から、薄く笑う男の声がかけられた。

「あいかわらずだねえ。エっちゃんは」

「なんだエルマーか。お前への挨あい拶さつは後だ。さあ、お嬢さん、食事の用意はできております。どうぞこちらへ……」

　爽さわやかに笑う貴族に対し、庶しよ民みんの少女は目を丸くして固まり続ける。

　カチカチと。カチカチと。




　エントランスの中は、彼女の普段暮くらしている空間とは別の世界だった。

　本当に同じ街かと思う程ほどに美び麗れいで、壮そう大だいで、清せい潔けつ感のある空間。

　しかし、少女はそれに驚いたわけではない。これに近い空間ならば、今までに何度も見たことがあった。

　彼女が驚いたのは、貴族と思おぼしき男が自分から入口に現れ、恭うやうやしく挨拶をしてきたという事である。

「あ、あの、待って下さい！　私、ただの……庶民……で……」

　思わず一歩下がって顔を俯うつむかせる少女に、エスペランサは静かに首を傾ける。

「それがどうかなさいましたか？　美しいお嬢さん」

　心底不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげるエスペランサを見て、横ではエルマーがケラケラと笑っていた。

　エルマーに続いて予想外がいの反応をする男に出会い、ニキは何がなんだか解わからなくなる。

　──やっぱり、変へん人じんの知り合いは変人なのか。

　どのようにしてこの現状を切り抜けるべきか迷っていた少女は──ほんの短い時間だが、忘れていた。

　自分が『目もく撃げき者』となったことも。

　それゆえに、これから死ぬ運命にあるという事も──




　　　　⇔




　エントランスのドア越しにその光景を見ていた使用人の女性達は、互いに顔を見合わせてささめき合う。

（あの男の子が、伯はく爵しやく様のお客きやく人じん？）

（男の子じゃない）

（伯爵様が男を客に迎えるなんて珍しい）

（これから暫しばらく、夜はここで寝ね泊とまりなされるとか）

（可愛かわいい子じゃない）

（でも、伯爵様の知り合いよ？）

（きっと変わり者だわ）

（そうね）

（きっとそうよ）

　好き勝かつ手てな事を言い合う女性達の横で、男の使用人の一人──給きゆう仕じ長ちようのような男は一人沈ちん黙もくし、数週間前まえのエスペランサとの会話を思い出す。




　　　　⇔




３週間前




「やっかいというか光栄というか……また妙みような奴やつを預かる事になったなあ」

「如何いかがなされました」

「本国の方からさ、一人客人を預かれと言ってきた」

「それで厄やつ介かいと言うからには、男性の方ですかな」

「当たり。まあ、本国で何度か会ったことのある、ちょっとした知り合いではあるんだけど」

「ならば宜よろしいではありませんか。それとも、何か問題のある方なので御ご座ざいますか？」

「いや、いい奴だよ。うん。いい奴だ。少しばかりいい奴過すぎるけれど、それは間違いない。ただ、あの子の立場はちょっとばかり特とく殊しゆで厄やつ介かいで危険でね。うん」

「と、申しますと？」

「ちょっと、彼は……そう、数年前、ある国で、邪じや教きよう騒ぎがあったのを知ってるかい？」

「……不勉強にて、申し訳ございません」

「ああ、いいよ、知ってる奴やつの方が少ないさ。まあ、５年ぐらい前かな。ものすごい大きな規模の邪教の集団が居てね。魔ま女じよ狩がりなんていうのが流は行やったのは数十年前まえまでだけど、色々な問題があったらしくて、そこに討とう伐ばつ隊が出たらしいよ。うん、教会の騎き士し団だんまでかり出して」

「なんとも物ぶつ騒そうな話ですな」

「ああ、そこで、教会は──一人の男の子を助け出したんだ。生いけ贄にえにされて、下半身をゆでられて上半身を燃やされて首を撥はねられる運命だった少年を助け出した」

「……」

「まあ、その子が今回の客きやく人じんなんだけどさ。端たん的てきに言うと……その子はね、騎士団に救われた後──教会が祝福した。神の奇き跡せきで間かん一いつ髪ぱつ助けられた、奇跡の子としてね」

「なるほど、確かに、何かケガでもされたら厄介ですな……」

「それならまだいいさ。だけど、後で解わかった事らしいんだけど……その子はね────」




「奇跡の子であると同時に、魔女の子でもあったのさ」













間章二　仮面の職人







『仮面職人』と呼ばれる怪かい人じんの事が街の人々の噂うわさに登り始めたのは、犠ぎ牲せい者が十人に達した頃からだった。

　都市警けい察さつも最初はその怪あやしげな目もく撃げき情報を『混乱を招く』として発表を控えていた。

　しかし、度たび重かさなる犯はん行こうに、貴き族ぞくの側──特に、女性の被害者が出た時点でエスペランサから『全力で犯人を捕らえろ』という命令が出た事もあり、このままでは軍の憲けん兵ぺいや貴族達の私し兵へいが動き出しそうな流れになってきた為ため、都市警けい察さつも少しずつ情報を公開し始めた。

　殺された者の顔に被かぶせられている仮面。それと同じような仮面を着けている事から、その怪人は『仮面職人』と呼ばれる事になる。

　瓦かわら版ばんや警察によると、殺された者達の共通点は見られないとの事だったが、その仮面だけはどの死体にも同じように被せられていた。

　ベネツィアの仮面祭りカルネヴアーレを思わせる白い仮面は、周りに広がる赤と相まって、まるで一いち輪りんの花のように美しく映える。

　それが逆に不ぶ気き味みさを醸かもしだし、人々の間に、その『仮か面めん職人』の存在が浸しん透とうしていった。

　遠い国で聞けばゴシップ的な都市伝説フオークロアとして。

　当事者の人々からすれば、疫えき病びようのような恐ろしさを伴って。

　目もく撃げき者はバラバラだが、その目撃談だんは共通しており、警察は同どう一いつ犯はんとして『仮面職人』を追い続ける。

　曰いわく、手には銀に輝く錐状短剣ステイレツトを持ち、その先せん端たんから血を滴したたらせていた。

　曰く、見られている事に気付くと、一いつ瞬しゆんだけ目撃者の方を向き、笑いながら走り去る。

　曰く、その笑い声や体格は若い男の者だったが、具体的な年ねん齢れいまではわからない。

　曰く、軽やかな動きで飛び上がり、アッという間に塀へいに昇った。

　曰く、そのまま夜の中に消えていき──まるで、幽ゆう霊れいか悪あく魔まのようであったと。

　民みん衆しゆうの噂うわさや瓦かわら版ばんでその『仮面職人』の話が漏れた後に、警察は、悪戯いたずら目的でその情報を捏ねつ造ぞうする者が現れる事を怖れた。事実、最初の内はそうした情報も多数流れる事となる。

　しかし、次し第だいに──そうした『悪戯』と『事実』の区別は明確に付くようになり始めた。




　曰く、──『仮面職人』を見た者は、近いうちに仮面職人に殺される。




　その事実を知っている者は、警けい察さつ関係者や、耳ざとい街の人間達だけだった。

　殺された二十七人の内──実に二十一人が、『仮面職人』を目撃していたという事実を。

　そして──信しん憑ぴよう性に足る目撃者の中で、今も無事な者が数名しか存在していないという事を。




　だが、そんな噂も、少しずつ少しずつ、民衆の中でささめかれ始める。

『仮面職人』を見てはならない。

　見ても、全てを忘れなければならない。

　それでも、目撃者は増え続け、そして同じ勢いで『減り』続ける。

　目撃者は例外なく一人ずつで──

　それはまるで、『仮面職人』が、次の獲え物ものを定めているかのようにも思われた。
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５年前　某ぼう国こく　山村の田舎いなか街まち




　ヒューイ・ラフォレットが最後に母を見た時、母は確かに微笑ほほえんでいた。

　もしかしたら少年の願望が生み出した幻げん想そうかもしれないが、ヒューイはそれを信じていた。

　そして、その全てを許すかのような微笑みを浮かべたまま──

　彼の母親は水の中に消え、そして、二度と浮かんで来なかった。




　魔ま女じよ狩がり。

　それは、あまりにも有名で、あまりにも残ざん酷こくで、あまりにも大だい規模な『狩り』の名だ。

　本来ならば魔の者を狩るという聖なる印いん象しように満ちた言葉となる筈はずが、後の世では、多くの場合に悪あしき因いん習しゆうとして語り継がれる事になる言葉。

　魔女狩りという習慣が始まったのは、12世紀前ぜん後ごと言われている。

　一般的には教会が主体となって始まったものと思われているが、実際には巨大な宗教の意向などとは関係なく、民間の間から発はつ祥しようし、徐じよ々じよに欧おう州しゆう各地に広まっていった。それから１００年以上の時を経て、『魔ま女じよ狩がり』という習かん慣しゆうは各国の政治、文化、宗教に染しみ渡っていく事となった。

　魔女裁さい判ばんとは正に、民衆の民衆による民衆の為の裁判。

　民みん衆しゆうの最大の敵こそが民衆だとでも言うかのように、人々は『魔女狩り』という免めん罪ざい符ふを手に──多くの場合は女性に対して──恐怖や怒りを上乗せした『何か』をさらけ出す。

　元々、教会での異い端たん審しん問もんとは『異端』に対する審問であり、『魔ま術じゆつ』『魔女』と言った形に見えない物に対しては無む関心だった。しかし、欧州各地に広まった民衆の蠢うごめきは、徐々に政治にも宗教にも浸しん透とうし始める。

『魔女』の嫌けん疑ぎが掛けられた者達への審問は、大たい抵ていは厳きびしい拷ごう問もんが伴い、中には火か刑けいを待たずに死を迎える者も多く存在した。

　最終的な犠ぎ牲せい者の数は三万人前後と言われているが、一時期には九百万人と語る者も現れた程ほどで、それほど『魔女狩り』という単語の印いん象しようには根強い虐ぎやく殺さつ的イメージが含まれる。

　その風習が廃すたれた原因については諸しよ説せつがあるが、１６７０年代に入って魔女に関する裁判沙ざ汰たは急速に減り、１７００年前後には魔女の嫌疑で処しよ刑けいされる物は殆ほとんど皆かい無むだったという。

　１７００年。つまり、この時には既すでに、欧州の殆ほとんどの地域では『魔女狩り』は過去の物として心の奥底に封ふう印いんしつつあったのだ。




　しかし──その村では、魔女狩りの衰すい退たいから30年経たった１７００年代に入っても、その風ふう習しゆうは根強く遺のこされていた。実際には、人々が心の奥底に隠かくし持っていたと言うべきだろうか。

　都市部から離れた山村地ち域いき、街の情報などは殆ど入ってこず、軍ぐん事じ的な重要拠きよ点てんからも全く外れた寂さびれた村。

　ヒューイ・ラフォレットは、そんな村の中で生まれ育った、至し極ごく普通の少年だった。

　父親を早くに亡くし、母親との二人暮らし。

　日々の生活は決して楽ではなかったが、ヒューイは母の優しさと厳しさに護まもられて健すこやかに育っていった。

　人じん口こう三百人程の村落だが、それはまだ幼いヒューイにとっては十分に広い世界であり、同時に、生きる目的でもあった。

　どうして自分が生きるのかなどは考えた事もなく、ただそこに世界があるから生きていく。

　いつも笑顔を絶やさなかった母は、少年によく尋たずねかけた。

『ねえ、ヒューイ。ヒューイは……この村が好き？』

　そんな母の柔らかい微笑ほほえみが好きで、ヒューイは自分なりに精せい一いつ杯ぱいの笑顔を返す。

『うん、大好き！』

　生き物としての本能とも言えるような生き方で、幼い少年は、母と村を愛し続けた。

　村むら人びと達が自分達親おや子こに向ける優しさも、

　愛するという意味も知らぬまま、心はただ、世界を愛し続けていた。

　そして、少年は知らなかった。

　大人おとなという者が、如い何かに巧こう妙みように『悪あく意い』を隠かくす事ができる熟じゆく達たつ者であるかという事を。

　10歳さいの誕生日──運命の日を迎える、その瞬しゆん間かんまで。




　ヒューイの10歳の誕生日。

　丁ちよう度どその日に──彼の母親は、彼の前から連れ去られた。

　村人達に邪じや教きようを広める、邪じや悪あくな魔ま女じよの一人として。




『異い端たん審しん問もん官かん』と名乗るその集団が村にやってきた時、ヒューイにはそれが何なのかよく解わからなかった。解らなかったが──どうにも気味が悪いという印いん象しようが、心に楔くさびを打ち付ける。

　そして、その気味の悪さは、具体的にこちらに手を伸ばし──ヒューイの目の前で母親の手を摑つかんだ。

　武装した二十人前後の男達と、十名程ほどの司し祭さい風ふうの男達。

　今まで村で暮らしていて、見たことも無い集団だった。せいぜい教会の神しん父ぷ達が似たような格かつ好こうをしているぐらいだろうか。

　それでも──ヒューイは、『優しい教会の人達』というイメージと、その集団をイコールで結ぶ事ができず、ただ、母を取り戻そうと男達に摑みかかる。

　その体は男達に軽く振り払われ──何なん度ど立ち上がったかは思い出せないが、結局母ははを連れ戻す事ができなかったという事実だけ、ヒューイの記き憶おくに残り続けた。




　何日も何日も、母は戻ってこなかった。

　まだ10歳の少年には、何が起こったのか理解するのに時間が必要だった。

『魔ま女じよ』が何か、そして、『魔女』がどうなるのか。

　それを知ったのは、母が消えてから５日過ぎた後の事。ヒューイの事を心配したと言って現れた村の人間達から、少しずつ話を聞いた結果である。

　10歳の少年にとって、その事実はとてもおぞましく、そして受け入れがたい事実だった。

　どうして母が『魔女』として裁さばかれなければならないのか。

　一いつ体たい誰が彼女を告発したのか。

　何な故ぜ、誰も母を助けてくれないのか。

　何故、自分にその力が無いのか。

　そんな事を考えて、少年は狂ったように泣き叫び、暴れ続けた。

　しかし──そんなヒューイを、村むら人びと達は根気よく諫いさめ、慰なぐさめ、そして世せ話わを焼いてくれた。

　村人達の優しさを見るにつれ、ヒューイは次し第だいに落ち着いていった。

「大丈夫よ、ヒューイ。貴方あなたのお母かあさんの事、私達みんな信じてるから」

　隣となりの家に住む、年上の娘が言う。10歳さいほど年が離れていたが、姉も同然だと思っていたヒューイは、その言葉を聞いて酷ひどく安心した。

　何な故ぜなら、彼女の笑顔は、そして自分によくしてくれる村の人々の笑顔は──母親が見せた、あの柔らかい笑顔と同じように見えたからだ。

　──きっと、母さんは戻ってくる。

　──ああ、村の人達を悪く思うなんて、僕はなんてひどい事をしてしまったんだろう。

　──母さんが捕まったのは、僕のせいかもしれない。

　──謝りますから、許して下さい。

　──許して下さい。許して下さい。許して下さい。許して下さい。

　──許して下さい許して下さい

　　許して下さい許して下さい許して下さい

　　　許して下さい許して下さい許して下さい

　　　　許して下さい許して下さい許して下さい

　　　　　許して下さい許して下さい

　　　　　　許して下さい許して下さい

　　　　　　　許して許して許して

　　　　　　　　許して許して

　　　　　　　　　許して許して

　　　　　　　　　　許して

──許して許して許して許して許して許して許して許して許して許して許して許して……

　呪じゆ詛そのように呟つぶやきながら、藁わら詰づめの枕まくらに顔を埋めて夜を過ごした。

　少年は、何に対して謝るのかもわからないまま、『何か』に謝り続けた。

　母が連れ去られたのは間違いだ。裁判の後、きっと無事に戻ってくる。

　そう信じていた少年は、許してと呟つぶやきながら──ただ、信じた。

　神様というよりも、自分が大好きな……大好きな筈はずのこの村を。この世界を。

　少年は、ただ純粋に信じ続けた。

　純粋で、そして、闇やみ雲くもに信じ続けた。

　裁判の日、一週間ぶりに母親の姿を見るまでは。

　ヒューイの母は、半はん裸らの状態で息子むすこや村人達の前に引き出される。

　僅わずかに残った布ぬの地じの隙すき間まから覗のぞく肌はだには、疵きず痕あとの無い場所などなかった。

　寧むしろ、疵『痕』などというものは存在せず、その全てが生々しく、未だ彼女を痛みで縛しばる『疵きず』そのものだった。

　指先からは血が滴したたり、全ての指先からは釘くぎが生はえていた。爪つめと一緒に指の背の皮も剝はがされ、その傷は手首にまで達している。

　だが、そんなものは手始めに過ぎなかった。

　それ以上の詳しよう細さいは、ヒューイもよくは覚えていない。

　目を、逸そらしてしまったからだ。

　体からだ全体を覆おおう傷は、見るに堪たえたものではなく──顔を見るまでは、ヒューイはそれが自分の母親だとは聞かされても信じる事はできなかったのだろう。

　母の顔だけは、拷ごう問もんの痕あとが幾いく分ぶん緩ゆるやかで──それでも、何度も打たれた痣あざが見られたが、彼女が彼女であると判断するには十分な程度の疵だった。




　これは、後にヒューイが錬れん金きん術じゆつの師しの一人から聞いた事なのだが──歯が残っていたのは、自白するときにまともに喋しやべれないと困る、という事かららしい。更さらにもう一つ理由は──それは、母が村の中でも美人として知られていた事にも関係ある事だったが、あまりのおぞましさに、ヒューイはそれを聞かなかった事にした。




　これから、魔ま女じよ裁判が始まるという。

　具体的に何をされるのかはわからないが──聖せい杯はいを思わせるような台の上で火が燃えさかっているのを見て、ヒューイは瞬しゆん間かん的に理解した。

　──母かあさんが、殺される。

　少年が何か叫ぼうとしたのと、母親が息子むすこの姿を見つけるのは同時だった。

　母親は、生なま々なましい疵と痛みに体中を支配されながらも──息子に対して、静かに微笑ほほえんだ。

　それは、いままでヒューイが見たことの無い笑顔。

　いままでのような、全てを包み込むような優しい笑顔と異い質しつな笑顔。かといって、憎にくしみや邪よこしまなものを感じさせない笑顔。後にヒューイは『強い、そう、あれは……強い笑顔だった』と漏らすのだが、まさにそんな力を感じさせる笑顔だった。

　ヒューイがその笑顔に思わず黙らされると、母は静かに──

　静かに、語り始める。

　審しん問もん官かんの中心人物と思おぼしき、司し祭さいのような格かつ好こうをした男が、何かを尋たずねかけるよりも先に、ヒューイの母は、いつも通りの『優しい』笑顔に戻って──

　朗ろう々ろうと、朗々と語り始めた。




「審問官の皆さん……一つ──懺悔ざんげしなければならない事があります」




　そして、その後に起こった事は──ヒューイの中で、忘れられない記き憶おくとなった。




　　　　⇔
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　──……。

「これは考え方の問題なんですけどね？　私達は、常に結果に対する原因を求めて来ました。金きんが金になるには何らかの原因があって、磁じ力りよくや重力についても必ず何か原因があって働くから──それを追究する事で、全てを解決しようとしています」

　うっすらと意識を覚かく醒せいさせたヒューイの耳に入るのは、聞き慣れた女の声だった。

　視線を軽く巡らせると、教室ではいつも通りの講こう義ぎの最さい中ちゆうだった。

　中央の机では、ルネがうろうろしながらオーバーアクションで自分の知識を披ひ露ろうしており、自分の手の中では読みかけの本の頁ページが僅わずかに湿っていた。

　手の平に汗を搔かいているのに気付き、ヒューイは改めて考える。

　──夢、か。

　そう結論づけようとして、心しん中ちゆうでゆっくりと首を振る。

　──いや、夢じゃないな……。途中からは夢だったかもしれないが……俺は、授業中にあのことを思い出していた。

　本の頁を捲めくりながら、自己分ぶん析せきを始めるヒューイ。

　そんな彼を余よ所そに、ルネは楽しそうに話を続けていた。

「でもでも、イギリスのアイザック・ニュートンさんはちょっと変わった人で、知ってると思いますけど、『万ばん有ゆう引いん力りよくの法則』では、えーと、まあ、すっごく簡単に言っちゃうとですね、ニュートンさんは引力の原因を無視していいって言ってるんです。神様のやった事が人間に理解できないっていう、ちょっと宗教めいた考え方ですけどね？」

　彼女の話を九割方がた聞き流しながら、ヒューイは静かに考える。

　──夕べから、何度も思い出してばかりだ。

　──今日で丁ちよう度ど５年か。

　今日はヒューイにとっては誕生日であるが、それは、丁度母親が審しん問もん官かん達に連れ去られた日でもあった。

　今思うと、あの審問官達には色々と疑問が残る。

　あれは、本当に教会の審問官達だったのだろうか。それらしく格かつ好こうを整えた野や盗とうか山やま師しの類たぐいではないのだろうか。

　しかし、今となってはヒューイにそれを確認する術すべはない。

　もはや、全ては終わった事であり、現げん在ざい自分の中に残っている憎にくしみがその結果だ。

　誰にも変える事はできない。

　例え、こんな自分でも好きだと言ってくれた少女だろうと、ヒューイにとっては憎い世界の一部でしか無い。そんなことを考える自分自身が一番醜ひどいのであろうという事も自覚した上で──ヒューイ・ラフォレットは、己おのれを含めた世界そのものを憎み続ける。

「でも、これって凄すごい事ですよ？　そこにある事実だけを受け止めて応用するっていう方法は、錬れん金きん術じゆつにとっても科学にとっても一つの革命です！　希望です！　ただ、医術に関しては『麻ま酔すいの原理が解わからなくても麻酔を使う』っていう事をもうやってはいますけどね？」

　そんなヒューイの目の前で、ルネは未来への希望を嬉うれしそうに語り続ける。

　彼にとって全ての未来は平等に潰つぶれるべきものであり、希望などは聞きたくもない。

　更さらに、いつも通りの授業を続けるルネを見て、ヒューイはもう一つの事が頭に浮かぶ。

　──そもそも、新しく来る奴やつっていうのはどうなったんだ。

　一ひと際きわ過去を思い出した理由は、昨日きのうモニカに言われた言葉にも関係している。

　今日から授業に加わるという新しん入いりが、自分と同じ『魔ま女じよの子』だというではないか。ヒューイにとっては特に関係無ないとも思ったが、全く興味が無いと言えば噓うそになった。

「とにかく、ニュートンさんの考えが浸しん透とうすれば、この先ものすごい変革があるかもしれないんです！　ニュートンさんって凄いですよね！　そういえば今年、英えい国こく王室から騎き士しの称しよう号ごうを受けるそうですよ！　あれ？　もう受けたんでしたっけ……。でも、造ぞう幣へい局の長官になったり王おう立りつ協会の会長になったり忙いそがしい人ですよねえ。私は時間があるからもっとのんびりやっていきますけどー」

　興こう奮ふんしながら話が脱線していくルネの講こう義ぎ。

　これ以上は聞いても得はないだろうと判断したヒューイは、本をパタリと閉じて、ゆっくりと席を立ち上がる。

「あれ？　どうしたんですか、ヒューイ君？」

　首を傾かしげるルネに、ヒューイは軽く目を伏せながら、淡たん々たんとした調子で口を開いた。

「体調が悪いので、今日は家に帰って休みます」

　毅き然ぜんとした表情で言うヒューイには、微み塵じんの健康不ふ良りようも見受けられなかったが、ルネは目をぱちくりとさせて「大丈夫ですか？　お医者さんに行きますか？」と言い出した。

　そんな申し出を丁てい重ちように断わり──

「失礼します」

　ヒューイは一人、部屋を後にする。

　古い知識と新しい知識が交差する室内から、いつも通り、彼にとって何の期待も希望もない外の世界へと踏みだし──




　そして彼は、一人の少年と出会った。




　　　　⇔




「やあ」

　廊下に出た途と端たんに──気が抜けたような声がかけられる。

「どうしたの？　まだ講こう義ぎの途中みたいだけど、気分でも悪いのかい？」

　初めて聞く声だが、その内容は長なが年ねんの友人であるかのような言葉だった。

「……？」

　声のした方に目を向けようとするが、廊下を見回しても誰もいない。

「こっちこっち」

　改めてかけられた声の方を確認し、そちらを慌あわてて振り向くと──

　一人の少年が、窓の外でさかさまになっていた。

　図書館の中庭、窓のすぐ傍そばに生はえた木の枝にぶら下がる形で、上下さかさになった少年が、楽しそうに微笑ほほえんでいたのだ。
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「……誰？」

　尋たずねる順番を間違えた気もするが、ヒューイはとりあえず警けい戒かいしながら相手の出で方かたを窺うかがう事にした。

　横に伸びた木の枝に足をかけて、洗せん濯たく物のように垂れ下がってる少年は、風にユラユラと揺れながら、ヒューイの疑問に対してあっけらかんと口を開く。

「ああ、そう言えば初めましてだね！　俺から名乗るよ。俺はエルマー。エルマー・Ｃ・アルバトロス。まあ、好きなように呼んでくれて構わないからよろしくね。君は？」

「……ヒューイ。ヒューイ・ラフォレット」

　思わず名乗ってしまってから、ヒューイは訝いぶかしげに相手の顔を見る。とはいえ、窓の外でさかさまにぶら下がっている少年の顔をマジマジと見るのも妙みような感じがして、目を逸そらしながら窓に一歩近づいた。

「もしかして、君が、ルネ先生の言ってた新しい塾じゆく生せい？」

　再び尋ねる順番を間違えた気がするが、ヒューイはそのまま相手の答えを待つ事にする。

「そういう事になるかな」

　上下逆ぎやくのままニッコリと笑うエルマーに、ヒューイは暫しばし沈ちん黙もくし──

　そこでようやく、本来尋ねるべき事を口にした。

「で、そこで何をしているの？」

「ふふふ、よくぞ聞いてくれたよ！　それを聞いて欲しかったんだ。君とは気が合いそうだね。ええと、ルネ先生が、『呼んだら入ってきてください』って言ってたんだけど、どうも先生、俺の事をすっかり忘れて授業を始めちゃったみたいでさ。そこで、窓の外を見たら、何を見たと思う!?」

「さあ？」




　ピシャリ




　適当な相あい槌づちを打つと同時に、ヒューイは窓を閉めて内側から留とめ金がねをかける。

　窓の外ではエルマーが「あれ？」と言いながら首を傾かしげ、逆さまになったまま両手を大きく振っている。

　ヒューイはそんな新しん入いりの姿を見る事なく、足早にその場を後にした。

　どこか苛いら立だったような調子で、今いまし方がたの少年の笑顔を思い出しながら。




　　　　⇔




　──……らしくない事をした。

　階段を下りながら、ヒューイは先せん刻こくの自分の行動を不ふ思し議ぎに思う。

　普段の自分ならば、あんな事はしない。

　適当な愛想あいそ笑わらいを浮かべて、相手に話を合わせてその場を去るだけだろう。

　だが、何な故ぜか、彼に対して妙みような苛いら立だちを覚えたのだ。

　──エルマー……とか言ったか。

　──魔ま女じよの……息子むすこ。

　あらかじめ聞いていたその情報から、心の奥で同どう属ぞく嫌けん悪おを起こしていたという可能性もある。

　だが、それにしては自分とは全く違うタイプのようにも思える。

　そもそも、まだ一ひと言こと二ふた言こと話しただけで、相手がどんな人間かも解わかっていないのだ。

　どちらにせよ、出会いは最悪の形で終わった。逆に考えれば、好こう都つ合ごうでもある。

　──これで、あいつはもう俺に話しかけてきたりしないだろう。

　先刻の処置を怒ってくる可能性はあるが、その時は適当にあしらえばいいだけだ。殴なぐりたければ殴らせてやってもいい。

　殴らせた上で無視すれば、もう二度と自分に近づこうとは思うまい。

　──……いや、違う。

　──そんなのも、いつもの俺のやり口じゃない。

　普段のヒューイは、つかず離れず。距離は置くが、相手に明確な敵意を持たせない程度に止める事を選ぶ。にも関わらず、今のヒューイは徹てつ底てい的にあの少年を遠ざけようとしていた。

　出会ったばかりの少年に、自分は一いつ体たい何を感じたと言うのだろう。

　そのように自己分ぶん析せきを行いながら歩いていると──今度は、また別の人間に声を掛けられた。

「すまん。そこなる童ワツパよ」

　やけに硬い感じのイタリア語に振り返ると、そこには二人の男が立っていた。

　──異い国こく人じん？

　一人は肌はだの浅あさ黒ぐろい奇き妙みような出で立ちの男で、もう一人はそれほど違い和わ感の無い格かつ好こうをしているが、黒い肌の男と共に、腰に剣のようなものを差している。

　どちらもこの国の人間ではないと一ひと目めでわかる風ふう体ていをしており、それを抜きにしても、どうにも奇妙な印いん象しようを与える二人組だった。

　黒い肌の男は、やはり漆しつ黒こくの目をぎらつかせながら、粗そ野やな服装に似に合あわず丁てい寧ねいな調子で尋たずねかける。

「ダルトンという御ご仁じんを探しているのだが……」

　男の口にした名前に、ヒューイは嫌というほど聞き覚えがある。

「ああ……ダルトン先生なら、この時間は本館の資料室にいる筈はずですよ」

「ふむ……すまんが、こういった建物には不ふ慣なれでな。案内を頼めれば、助かるのだが」

「ええ、構いませんよ。……こちらです」

　──今日は、変な日だな。

　そう思いながらも、ヒューイはいつもの愛想あいそ笑わらいを浮かべ、二人の前を歩き出した。

　──いや、昨日きのうからか。

　昨日の少女の件といい、どうも妙みような事が続いている気がする。広く見れば、先日のモニカの告こく白はくから何か妙な気け配はいになっているような気がする。

　──しかし……この二人には、いつもどおり接する事ができたような気がする。

　ならば、さっきのエルマーという男には、何な故ぜそれができなかったのか？

　そんなことを考えながらも、ヒューイは静かに男達を案内する。

　ダルトン・ストラウス。

　ヒューイを錬れん金きん術じゆつの世界に引き込んだ男であり──

　あの村からヒューイを連れ出し、この街を紹介した男でもあり──

　そして、この『私し塾じゆく』の校長である男の元へ。




　　　　⇔




第三図書館　特別資料室




　その部屋は、『資料室であるか』と問われれば、とりあえずＹＥＳと答えられるだろう。

　化石や古代の石せつ器き、ある種の本の原げん著ちよなどの希き少しよう本ぼんの数々、この国には存在しない植物の種たね、その他、見ただけではなんなのかよく解わからない物など──様々なものが棚たなに並び、室内をなんとも言えぬ空気に包み込んでいる。

　しかし、資料室としては部屋の奥から中央部にかけては広いスペースが空あけられており、真まん中なかに置かれた椅い子すからすれば、この部屋はそうした品物の持もち主ぬしが来客にコレクションを自慢するための接せつ客きやく室とも受け取れる。

　その客きやく椅子の片側には、二人の『サムライ』──ザンク・ローワンと東とう郷ごう田でん九く郎ろうが腰掛けていた。

　ポリネシア地方出身だというザンクと、日本出身だという田九郎。

　このスペイン領りよう下かのイタリア半島にとっては、まったくもって異い質しつな存在と言えるが──彼らの対面に座る男は、彼らに対して微み塵じんも奇き異いの視線を向けてはいなかった。

「まあ、よく来てくれたな、お前達」

　嗄かれた声を室内に響ひびかせるのは、60前後かと思おぼしき白はく髪はつの男。

　長く伸びた口くち髭ひげと顎あご髭ひげ、頭に被かぶる鍔つば広ひろ帽ぼう。そして、包ほう帯たいだらけの右手はどうやら木製の義ぎ手しゆのようで、その義手をかぎ爪づめに変えればそのまま海かい賊ぞくの船長になるような風ふう体ていの男だった。

　錬金術師の講こう師しというよりも、歴れき戦せんの富ふ豪ごう商人のような風ふう格かくを見せており、大だい航海時代の担にない手と言われても違い和わ感は感じられない。

「そして、よくもやってくれたな、お前達……とも付け足そう」

　嗄かれた声だが、威い厳げんは十二分にある。

　大きな目をぎらつかせながら、男──ダルトン・ストラウスは、椅い子すをギシリと軋きしませた。

「ハッハッハ、それほどでも」

「褒ほめられてはおらんぞ、ザンク殿どの」

　照れたように笑うザンクと、呆あきれた顔でツッコミを入れる田でん九く郎ろう。

　田九郎は自分達がした事に引け目を感じているようだが、ザンクの方は特に気にしていないようだった。

　そんな二人の違いを観察しつつも、ダルトンはあえて二人に向かって言葉を紡つむぐ。

「街に来るなり、正義の味方を気取って乱らん闘とう騒ぎか？　全く、目立つ真ま似ねをしてくれる。都市警けい察さつに筋すじを通すのに、２分36秒もの会話を必要としたよ。大きな精神的損そん失しつだ」

「正義を気取ったつもりはない。己おのれを通したまでだ」

「君が自じ己こ表現するのは勝かつ手てだが……よりによって、貴き族ぞくの連れん中ちゆうと揉もめるとはな」

　困ったように言うが、ダルトンの表情には特に深い怒りも焦りもなかった。

　淡たん々たんと事実だけを喋しやべる相手に、ザンクは少し声の調子を張り上げる。

「そう、その話だ！　貴族ならば、尚なお更さらに許せぬだろう！　貴族とは高こう潔けつにして貴とうとき魂たましいを持って民みん衆しゆうを導くのが役目ではないのか？　およそ奴やつらは人の上に立つ資格も、また他者を見み下くだす強さも持ち合わせてはおらん。その空気を持っておったのは、せいぜい最後に出てきたアイルという男ぐらいのものだ」

　力強いザンクの口こう上じように、ダルトンはフム、と眉まゆを顰ひそめて考え込んだ。

「アイル？　はて……知らんな。貴族の縁えん者じやは大たい抵てい記き憶おくしていると思ったが……、また新しい連中がこの街に来たのか……」

　ブツブツと独り言を呟つぶやく老人を前に、今度は田九郎の方が口を開く。

「それにしても、この街は少し変わっているように感じられる」

「そうかね？」

「他の欧おう州しゆうの国と比べて……同じスペイン領の中でも、貴族の数が多く見受けられるが」

「ああ……この街はちょっと特殊でね」

　そういうと、ダルトンは再び椅い子すをギシリと歪ゆがませる。

「この街は、貴族達にとって避ひ暑しよ地ちのようなものでね……とは言え、集まるのは本国で重要な役職にありつけなかった、地位ばかりの貴族達が殆ほとんどだがね」

「ふむ……」

「もっとも、この街では、下へ手たな貴族よりも民みん衆しゆうの方が力があるからな……」

「……？」

　ダルトンの奇き妙みような物もの言いいに田でん九く郎ろうはひっかかりを覚えたが、それ以上は追及せずに、自分達の本題を切り出した。

「まあ、その話はまた後日にいたそう。拙せつ者しやとザンク殿どのがこの街に参ったのは──」

　言いながら、懐ふところから一つの包みを取りだした。

　包みの中から現れたのは、黄金こがね色に輝く髪かみ飾かざりと──更さらに小さな包み紙だった。

「ほう……」

「見覚えは、あるようですな」

「書しよ簡かんでは、既すでに聞いていたが……」

　ダルトンは髪飾りよりも寧むしろ小さな包みの方に興味を示す。左手で丁てい寧ねいに開くと、中からは純白の粉が姿を見せた。

「我らの師し匠しようが水みず際ぎわで発見した為ため、蔓まん延えんするには至らなかった」

　暫しばし沈ちん黙もくを守っていたダルトンは、忌いま々いましげにその粉を見て、溜ため息いきと共に呟つぶやく。

「阿あ片へんに近いが、効能は段違いのものらしいな」

「その偽にせ金がねも陶とう酔すいの粉こな薬ぐすりも──どちらも、この街から持ち込まれたという見けん解かいに御ご座ざる」

「ナイルに至っては、この街に火を放たんとばかりに憤いきどおっておったぞ。だから此こ度たびの行こう程ていには連れて来なかったのだ」

　真剣な顔の田九郎の後を追うように、ザンクが笑いながら首を振る。

「これが世に広まれば、我々錬れん金きん術じゆつ師し全体の評価が地に落ちる。そうならぬようにお互い努めていこうと我が師は仰おつしやっている。ダルトン殿の事情も解わかるが──あまり、泳がせ過ぎる事のないよう願いたい」

「ああ……解っているさ。我々とて、困るのは同じだ」

　脅おどしのようにも聞こえるザンクの言葉だが、ダルトンは微み塵じんも焦らない。

　ただ、物もの憂うげな表情でその粉と髪飾りを睨にらみ付けている。

　木製の義ぎ手しゆをミシリと鳴らし、ダルトンは不意に顔をあげ、自じ嘲ちよう気味に笑いながら呟いた。

「これ以上のさばらせると──私やエスペランサ殿の手にも余る事態になりかねんからな」

　それを聞いて、田九郎はどこか安心したように息を吐き、懐から数枚の書簡を取りだした。

「師匠からの言こと伝づては、改めて書にしたためて御座る。拙者とザンクは、この街の概がい況きようを見て、師匠に報告する為に参ったゆえ……今日中にはこの港を立ち申す」

「気の早い話だ」

　クツクツと笑いながら、ダルトンは首をコキリと鳴らし、退たい屈くつそうに椅い子すに反り返っていたザンクに尋たずねかける。

「……参考までに、たった一日過すごした君達から見た、この街の印いん象しようを教えて貰もらおうか」

　すると、ザンクは暫しばし考えるように天てん井じようを見上げ、断だん定てい的な口く調ちようで次のように答えた。

「何が、と聞かれると、具体的にはさっぱり解わからん！　だが、これだけは言える！」

「ほう？」

「この街は……色々とおかしい」




「まるで、街まち全体で八や百お万よろずの蛇へびが蠢うごめき回っているような印いん象しようだ」




　　　　⇔




「麻ま薬やく……？」

　窓まど際ぎわの壁に背をもたれかけながら、ヒューイは眉まゆを顰ひそめて呟つぶやいた。

　彼は二人組を届けた後、ダルトンとの会話に知的好こう奇き心しんが湧わき、なんの躊躇ためらいもなく盗ぬすみ聞きをする事にした。

　だが、彼らは皮ひ肉にくの他には必要最さい低てい限げんの事しか語らず──少年の耳に、奇き妙みような事実をつきつける。

「どういう事だ……？」

　彼らの会話内容を壁かべ越ごしに聞いたヒューイは、思わずそう呟き──

「秘密結けつ社しや、って奴やつじゃない？」

　横から、明確な返答を返された。

「!?」

　慌あわてて横に首を振ると、そこには先せん刻こく見たばかりの笑顔があった。

　もっとも、先刻の時点では、その笑顔は上下逆さかさまだったのだが。

「やあ」

「お前……」

　いつの間にか横に立ってたエルマーが、自分よりもあからさまな形で壁に聞き耳を立てているではないか。

　ヒューイは先刻置おき去りにした事も忘れて、目をパチクリとさせながら小声で叫ぶ。

「講こう義ぎはどうした……？　どうしてここにいる!?」

「いや、どのみち最後まで忘れられそうだったし、窓に鍵かぎをかけられたら下に降りるしかないし、それで、苦労して降りたら君が見覚えのある人達を案内してるから、後をつけたら君が聞き耳を立て始めたから、何か面白そうな話かもしれないと思ってさ」

「……」

　黙り込むヒューイを余よ所そに、エルマーは窓からこっそりと中の様よう子すを窺うかがいながら、淡たん々たんと声を紡つむぎ出す。

「でも、わくわくしてきたねえ！　あの粉は麻薬だとして、あの金きん細ざい工くの方は何だろうね？」

「……さあね」

「よし、聞いてみよう」

「は？」

　言うが早いか、資料室の扉とびらに手を掛けようとするエルマー。

「すいませ……」

「……ッ！」

　慌あわててエルマーの口と体を押さえ、廊下の角まで引き摺ずっていくヒューイ。

　──何やってんだ、俺は。

　自分自身に舌した打うちしながらヒューイ達が角に隠かくれるのと、中からダルトンが顔を出すのは殆ほとんど同時の事だった。

「はて。誰かの声がしたと思うたが……」

　ダルトンは暫しばらく周囲を見渡していたが、首を傾かしげながらも中に戻って扉を閉めた。

　その光景を廊下の陰から確認し、ヒューイは安あん堵どの息を吐きながら隣となりの男を睨にらみ付ける。

「……お前、馬鹿か!?」

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。聞かれたら殺されるぐらいの危ない話なら、こんな人に聞かれる可能性ある時間と場所でしないって。生きてさえいれば、ちょっとやそっとの事は乗り越えられるよ」

「屁へ理り屈くつを言うな！」

「まあ、さっき鍵かぎを閉められたちょっとした仕返しと思ってくれればいいさ」

　あっけらかんと言うエルマーは、クスクスと笑いながら続く言葉を口にした。

「とにかく、気にはなるよね？　あの変な薬と金細工」

「……」

「俺の予想だと、何か大だい規模な組織が関わってる気がするよ？　あの手の薬とかって、造るのにたくさん人がいるって聞いた事あるしさ。でも、どうなんだろうねえ。あの薬が果たして人を幸せにするのか不幸にするのか、俺には判断がつかないけど君はどう思う？」

「……なんでいきなり幸せだのなんだのに飛ひ躍やくする？」

　そもそも、この時代にはまだ阿あ片へんなどを取り締まる法律のある国は少ない。

　後の阿片戦争などにもあるように、寧むしろ麻薬は一つの商品として扱われている時代だった。

　ただし、新たに造られた薬やく物ぶつにまでそれが通るとは限らないのだが。

「でも、あのお客さん達の口ぶりを聞くとさ、なんかあまり流は行やったらいけないものっぽいじゃない？　だから、詳しく知るだけ損はないと思うんだけど」

「一人でやってくれ。……僕を巻き込まないで欲しい」

　無む理り矢や理り心を冷やしながら、ヒューイは目の前の少年について考える。

　──全く、なんなんだこいつは？

　口を開けば調子の狂う事ばかり言う。

　やはり、適当に相手をして距離を置いた方がいいかもしれない。

　そう判断したヒューイは、いつも通りの笑えみを浮かべ──あくまで爽さわやかな調子で挨あい拶さつの言葉を紡つむぎ出した。

「……とにかく、さっき鍵かぎを閉めた事は謝るよ。とりあえず、よろしく」

「ああ、よろしく。ま、いつか俺の事を信用したら、笑顔の一つでも見せてくれると嬉うれしいねえ」

「……？」

　相手が何を言っているのか一いつ瞬しゆん解わからず、その沈ちん黙もくに被かぶさるように、エルマーは一つの事実を淡たん々たんと口にする。

「それ、作り笑いだろ？」

「──ッ！」

　握あく手しゆする為ために差し出しかけた手が止まり、ヒューイは目を見開いてエルマーの顔を凝ぎよう視しした。

　──ああ、ああ……そうか。

　あいかわらず笑顔のままのエルマーを見て、ヒューイは何な故ぜ彼の事がこんなにも苛いら立だたしいのかを理解する。

　──こいつの笑顔……。

　ヒューイの脳のう裏りに浮かぶのは──懐なつかしく忌いま々いましい、魔ま女じよ狩がりの日の思い出。




　──母かあさんや、村の連れん中ちゆうにそっくりだ……。













間章三　少女の葛藤







ボロニアル邸てい　食堂




「御ご機き嫌げんは如何いかがです、ニキ嬢じよう」

「えッ、あ、あの……」

　食堂の中にポツンと座っていた少女に、どこからともなく現れた上じよう機嫌のエスペランサが語りかける。

　昼食に呼ばれて食堂に来たのはいいが、他の使用人達たちはまだ仕事中で、結果的に客きやく人じんのニキが最初に食堂に入る事となった。

　目の前に手始めに出されたスープは、鶏とりのブイヨンで子牛のすね肉を煮に込こみ、サフランやナツメグなどスパイスを加えたものだった。さっぱりとした旨うまみの中に食欲をそそる刺し激げきが混ざり、匂においを嗅かぐだけで自然と食欲が湧わいてくる。

「ああ、気になさらず！　夕べも結けつ局きよく食欲が無いという事でお食べにならなかったのですが、さぞ空くう腹ふくな事でしょう。まずはスープで舌を潤うるおしていただれば幸いです」

　エスペランサという男は大きな目を爛らん々らんと赫かがやかせて、少女にスープを食べる事を勧めてくる。

「あの……それじゃあ、いただきます……」

　申し訳なさそうに呟つぶやき、少女は慣れない手つきでスプーンを食器の中に潜くぐらせた。

　スープを一口含ふくむと、ほどよい熱と共に香こう辛しん料りようの刺し激げきが広がり、続いてそれを癒いやすように、さっぱりとした鶏の旨うまみが舌の上を転がった。

　少女は今まで食べた事の無い味に目を丸くし、気付けば、手の中のスプーンは二杯目めを掬すくいだしている。

　そんな事を二、三度くりかえし、少女はそこでようやく自分の言うべき言葉を見つけ──口内のスープを飲み込むと同時に、エスペランサに向かって口を開いた。

「お……おいしいです！」

「それは良かった！」

　純粋に嬉うれしかったのか、エスペランサは年とし甲が斐いもなく子供のような顔で微笑ほほえんだ。

　それを見て、ニキは自然と警けい戒かいを解く。彼女にとって『貴き族ぞく』とは好きな相手ではなかったし、目の前の男はその中でも奇き抜ばつな格かつ好こうをしていたが──少なくとも、悪人ではなさそうだ。

　ニキはそう感じながら、スプーンを再び口の中に運びこむ。







「ええ、エルマーは、それを見たから窓の外に飛び出してしまったのです」

「そうなんですか……エルマーさん、窓からそんなものを……」

　昼食が終わった後──

　とりあえずやることもなく、ニキは静かにエスペランサと話し続けた。

　その会話には特に意味も無かったのだが──その最さい中ちゆう、不意に少女の頰ほおに痛みが走り、痣あざとなっている場所に手を置いた。

「！　大丈夫ですか、お嬢じようさん！」

「え、ええ、ちょっと昨日きのうケガをした所が痛んだだけです……」

　少女が言うと、エスペランサは目を細め、無ぶ礼れいと知りつつも顔の傷について問いかける。

「やはりその傷……誰かに、殴なぐられたのですか？」

「えッ……」

「そうなのですね？」

　先せん刻こくまでの雰ふん囲い気きとは打って変わって、エスペランサはフクロウのようだった丸い目を半はん月げつ状に細め、声の調子も重く鋭い調子に変わっていた。

　あまりに唐とう突とつな変化に気け圧おされ、ニキは思わず本当の事を口にする。

「あ、あの……仕事で失敗をしてしまって……仕事場の親おや方かたに」

「名前は？」

「え？」

「その男に、決けつ闘とうを申し込む」

　言いながら立ち上がろうとするエスペランサに、ニキは慌あわてて手を振った。

「や、やめてください！」

「私は、どんな理由があろうと……女を殴なぐる事は認めない。認めても、親が子を躾しつける為ために平ひら手てを打つまで」

「……ッ」

「ニキ嬢じようの痣あざは恐らく拳こぶしによるもの。そして、相手は親でもないという。ならば、私がそれを許す道どう理りは無い！」

　本気でサーベルでも手にして市いち場ばに乗り込みかねない勢いのエスペランサに、少女はなんとかしなければと、心にもない噓うそをつく。
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「お、親代わりの人なんです！　私！　その、父とうさんも母かあさんもいないから……ッ！　その親おや方かたの事を大事に思っているんです！」

「……」

　すると、風船から空気が抜けるように勢いをしぼませ、冷静な調子に戻ったエスペランサが席につく。

「見苦しき無ぶ礼れいの数々、お許し願いたい」

「い、いえ……」

「だが、本当に何か辛つらい事があれば言っていただきたい」

　そう言いながら、力強く微笑ほほえむエスペランサ。ギョロリとした目は少し怖いが、笑顔になるとどこか愛あい嬌きようのようなものも感じられる。

　──なんだか……昨日きのうから、長い夢を見てるみたい。

　静かに俯うつむきながら、少女は何か話をしようと口を開く。

　目の前の貴き族ぞくと、エルマーと、できれば、昨日自じ分ぶんを助けてくれた少年と少女、彼らとも──もっともっと話をしたい。

　そんな事を望んでしまった瞬しゆん間かん──その夢を打ち砕くかのように、食堂の中に来客が現れた。




「エスペランサ殿どの！　ここにおられたか」

「無礼だよ、警察署しよ長ちよう殿」

　野の太ぶとい男の声を聞いて、途と端たんに不ふ機き嫌げんになるエスペランサ。

　挨あい拶さつもなく屋や敷しき内に入ってきたのは、先日挨拶したばかりの警察署長、ラローフ。

　一方のニキは、都市警察の服を纏まとう男を見て、思わず体を強こわばらせる。

「なにか緊きん急きゆうの報告かい？　違うなら違うと言う必要もないからすぐに帰ってくれたまえ」

　女性に対する時と一八〇度対たい応おうを変えながら呟つぶやく『領りよう主しゆ』に対し、ラローフは静かに首を振りながら言葉を紡つむぐ。

「例の『仮か面めん職人』の新たな犠ぎ牲せい者が出ました」

「！」

　署長の口から紡がれた言葉を聞いて、彼女は全身を強ばらせる。

　そんな少女の様よう子すには気付かず、署長と貴き族ぞくは二人だけで会話を続けた。

「……またか」

「で、ですが御ご安心を、今回の被害者は男性ですの……で……がッ……」

　言うが早いか、エスペランサの手に顔面を摑つかまれる警察署長。

「あのさ、署長。なにか勘かん違ちがいしてないかな？　うん、君は勘違いしてるよ」

「もがが……」

「その被害者の男が死ぬ事で、誰か悲しむ女がいるかもしれないだろう？　私の目の届かないところで女性が悲しんでいるかもしれない事実に、どうして安心できる？　あとそもそも、個人の感情抜ぬきで、領主として新しい犠牲者が出ている時点で安心できると思っているのか？」

「ごもッ……ごももももッ！　ごもっともで……」

　ギリギリと締められる手の間から、必死に頷うなずく警察署長。

　そんな署長の肩かた越ごしにカタカタと震えるニキを見て、エスペランサは即そく座ざに手を離す。

「しまった、レディの前でなんという醜しゆう態たいを！」

「げほッ……助かった。……ん？」

　警察署しよ長ちようは自分の救い主である少女の方に目をやり──そして、眉まゆを顰ひそめて口を開く。

「何な故ぜ、君がここにいる？」

　署長の呟つぶやきに反応し、エスペランサが不ふ思し議ぎそうに問いかけた。

「ん？　署長、知り合いか？」

「え、ええ、まあ」

　口ごもる署長をよそに、ニキは「あ、ああ……」と口元を震わせ──勢いよく立ち上がり、そのまま逃げるように食堂の外へと走り去る。

　それをポカンと口をあけて見送っていた領りよう主しゆは、歯をギリリと嚙かみしめて署長の胸ぐらを摑つかみ上げた。

「貴き様さま……彼女に何をした？」

「い、いえ！　誤ご解かいです！　彼女はただ……」

「ただ、なんだ」

「彼女はただ……先日、『仮か面めん職人』を目もく撃げきしたと……」

　署長の言葉に、エスペランサは一いつ瞬しゆん言葉を失った。

「そ、そして、彼女がいなくなったのは丁ちよう度ど良いので言いますが……」




「今日殺されたのは、彼女の直前に『仮面職人』を目撃した……少年でした」




　　　　⇔




「……そうだよね」

　昨さく晩ばん、寝室として案内された部屋に戻った少女は、思わず独り言を呟いた。

「やっぱり逃げちゃいけないよね」

　そう言いながら、少女は意味を考える。

　自分に課せられた運命の意味を。

『仮面職人』を目撃してしまったという運命の意味を。

　死ぬのは怖くなかった。

　寧むしろ、この苦しい現実から逃げられるなら本ほん望もうだと思っていた。

　だが、だが──この２日間、彼女の前に、様々な新しい世界が広がった。

　食堂から逃げ出した後──外に向かわず、たった半日過すごしたこの部屋に戻ってきてしまったのは何故なのか考える。

　答えは簡単すぎた。それ程ほど、自分は外の世界が、自分が今まで育った街が嫌いだったのだ。

　だが、昨日きのうから、自分は夢のような現実を見てしまった。

　知ってしまった。

「酷ひどすぎるよ……神様」

　単なる幸運と解わかっていても、ほんの一時的なものだと解っていても、彼女は可能性を知ってしまった。自分にも、生きて幸せになる可能性がゼロではないという事を知ってしまった。

「やっと死ねるんだと思った途と端たんに……こんな……こんな……もう少しだけ、もう少しだけ……生きていたいと思わせるなんて……！」

　涙なみだ目めになりながら、少女の頭の中は──次し第だいに『仮か面めん』に支配されていく。

　少女の夢も、笑顔も、未来も、全てその無表情の下に押し込めるかのように。
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夕ゆう刻こく　ロットヴァレンティーノ　食料市いち場ば




　──ああ、苛いら立だたしい

　──何もかも、苛立たしい。

　あの後、エルマーから逃げるように図書館を後にしたヒューイは、暫しばし自宅である倉庫で惰だ眠みんを貪むさぼり続けた。

　しかし、今こん晩ばんの食料の買い出しを何一つしていない事を思い出し、渋しぶ々しぶ市場に顔を出す。

　市場はいつも通りの活気に満ちており、昨日きのう自分が引き起こした喧けん噪そうの跡は綺き麗れいに消え去っていた。

　ヒューイの顔を覚えている者もいるかもしれないが、その時はその時だ。彼にしては珍しく、そんな自じ暴ぼう自じ棄きな思いを抱いて街の中を歩み続ける。

　──エルマー・Ｃ・アルバトロス……か。

　──嫌な奴やつだ。

　今日会あったばかりの人間を、ヒューイは即そく座ざにそう断じた。

　ヘラヘラと笑いながら、自分の意見を他者に押しつける、口ばっかりのお節せつ介かいな男。

　それが、ヒューイの彼に対する第一印いん象しようだった。

　しかし、彼にとって問題なのは、それを自分が必要以上に気にしているという事だ。

　普段ならば、もっと嫌な性格の人間だろうが適当に受け流すヒューイだったが、あのエルマーという少年だけは、どうしても受け流す事ができない。

　そんな事を考えながら市いち場ばの中を歩いていると──

　早さつ速そくヒューイは、彼の顔を覚えている者に見つかった。

「ふわ……」

　──ふわ？

　背後から響ひびく気の抜けた声に、ヒューイはゆっくりと振り返る。

「わわわわわわ……わッ」

　完全に振り返るのと、顔を真まっ赤かにしたモニカが両手でヒューイの胸を押すのは、全く同時の事だった。

「……何をしてるのかな？」

「ひえッ!?　あ、あの、ほら、ヒューイ君を見つけたから、ワッ！　って脅おどかそうと思ったら、急に振り返るから、わ、私の方がビックリしちゃったじゃない！　ど、どうしてくれるの？」

　怒っているように言うが、赤い顔で泣きそうになっている状態では、今ひとつどのような感情か特定し辛づらかった。

　──ああ、そういえば……やりにくいのは、こいつもだなあ。

　やはり必要以上に自分に踏み込んでくる少女を前に、ヒューイは静かに溜ため息いきをついた。

　昨日きのう、ハッキリと自分の本ほん音ねを告げたにも拘かかわらず、彼女は何事も無かったかのように自分に接してくる。

　──まあ、どうでもいいか。

　彼女に関してはまだ『どうでもいい』と思う事ができたので、特に行動に支し障しようは無い。

　そう判断しているヒューイは、無言のまま彼女を伴って市場の中を歩き続ける。

　一方、モニカの方も暫しばらくは無言で後をついていたのだが──

　市場の中心部にある広場まで来た時、彼女は想い人に対して行動を起こした。

　とりあえず何か話さねばと思ったのか、そわそわしながら適当に話を紡つむぎ出す。

「あ、あのさ。ヒューイ君……今日、何か考え事してた？」

「どうして？」

「講こう義ぎ中……本のページを捲めくる手が、しばらく止まってたから」

「……」

　──本当によく見てるなあ。少し異常だ。

　酷ひどい事を考えながらも、特に嫌けん悪お感かんを抱いてはいなかった。

　かといって、好意を抱いているわけでもないのだが。

　だからこそ、ヒューイはいつも通りの愛想あいそ笑わらいで答えを返す。

「別に。新しく来る子ってのが全然来こないなって思ってただけさ」

「ああ、エルマー君の事だね。ヒューイ君、教室の外で会ったんだって？」

「……」

「午後の授業から来たけど、楽しい子だよね。他のみんなともあっという間に打ち解けてたみたいで、その後の授業はルネ先生と掛け合い漫まん才ざいみたいになってて楽しかったよ？」

　本当に楽しかったのだろう、モニカは半分思おもい出し笑いをしながら語っている。しかし、ヒューイにとっては余り面白く無い話だった。

「どうかな。勉強の邪じや魔まをするようだったら、いくら面白くても迷めい惑わくだろう」

「あ、違うの。あくまで、先生が脱だつ線せんした時に話を戻す形で話すだけだから。ほら、ルネ先生ってすぐ関係ない話に飛ぶじゃない、あれもあれで面白いんだけど、やっぱり誰かが話を本ほん筋すじに戻した方がいいなって思ってたの」

「随ずい分ぶん、あいつの肩を持つね」

「えッ？」

　珍しく嚙かみ付いてくるヒューイの言葉に、モニカはオロオロと視線を泳がせる。

「どど、どうしたの？　ヒューイ君、エルマー君と喧けん嘩かでもしたの？」

「……いや、そんなんじゃないよ」

　──何を言ってるんだ、俺は。

　慌あわてて首を振るヒューイに、背後から全く別の声が掛けられた。

「ははーん。さてはヤキモチと見たね！」

「……。……ッ!?」

「え、エルマー君!?」

　ヒューイとモニカが振り返ると、そこにはいつも通りの笑顔を浮かべたエルマーの姿が。

「本当はモニモニの事が好きなんだけど、そのモニモニが俺の話題を楽しそうにしている……それがヒューイには面白くないとみたね！」

「お前……いつからそこにいた!?　あとモニモニってなんだ」

　珍しく感情を荒げたヒューイを見て、モニカは目を白しろ黒くろさせる。

　一方エルマーは、そんな怒りを受け流して、淡たん々たんと疑問に答えていく。

「わりとさっきから。あとモニモニってのは、モニカを略りやくしてモニモニ」

「ふざけるな、文字数かずが増えているから略になっていないだろう」

「うわあ、こんなに丁てい寧ねいに突っ込まれたのは初めてだよ!?」

　本当に丁てい寧ねいなヒューイの指し摘てきに、エルマーは感動したようにヒューイの手を握る。

「ああ、この街に来て良かった！　君とはいいコンビになりそうだ！」

「御ご免めん被こうむる！」

　その手をバシリと振り払い、ヒューイは苛いら立だたしげに目を細める。

　彼の後ろでは、モニカが顔を真まっ赤かにしながら「ヤキモチ……ヤキモチ……ヒューイ君が私にヤキモチを……」と呟つぶやいていたのだが、今のヒューイの行動に驚いて、顔面を蒼そう白はくにして目をあちこちに泳がせていた。

　一方、手を強く振り払われたエルマーは、小こ脇わきに抱えていた本を地面に落としてしまう。

　表紙には『無む限げん宇宙・諸しよ世界について』と書かれており、ヒューイはその著ちよ者しやを思い出して目を丸くした。

「ジョルダーノ・ブルーノの本なんて……どこで見つけてきた？」

「ルネ先生がたくさん持ってたよ？」

「お前……それがどういう本か知っているのか？」

「知ってるよ？　この宇宙に別の生き物がいるかもしれないって書いてある素す敵てきな本だ」

　満まん面めんの笑顔で答えるエルマーから本を奪い取り、ヒューイは慌あわてて周囲を見渡した。

「……教会の禁きん書しよ目もく録ろくに上げられている本の筆ひつ頭とうだぞ……こんな本を読んでるところを、教会の奴やつらに見つかったら……」

「大丈夫だよ。禁書を拾ったから、これから焼きに行く所でしたって言って焼けばいい。そういう意味じゃ、建物や家の中で見つかったら言い逃れできないけれど、町まち中なかで持ち歩くってのは教会にとっても盲もう点てんかもね」

「そういう問題か！」

　苛立たしく言い放つヒューイに、エルマーは静かに首を振る。

「そもそも、大丈夫だよ」

「一いつ体たい何が大丈夫だと……」

「この街って、教会が殆ほとんど無いから」

「……」

　エルマーの唐とう突とつな指し摘てきに、ヒューイは思わず沈ちん黙もくする。

　それは、確かに的まとを射いた指摘だった。

　このロットヴァレンティーノには、近年建てられた教会というものが一つもなく、古くからある遺い跡せきのような教会が町はずれに一軒けんあるだけだ。都市の規模から考えて、他の街と比べれば驚く程ほど少ないと言える。

　暫しばし考え込むヒューイを余よ所そに、エルマーは広場の中で周りを見渡しながら声をあげた。

「ああ、早くこの街の事を知らなきゃと思って、色々と調べたんだけどさ……やっぱり、この街はちょっと特別な感じがするよね？」

「……何が言いたい？」

「教会の力が弱いってのも一つだけど……そもそも、他の街はもっと貴き族ぞくの力が強いっていうか、もっと街の人達は貧ひん困こんに喘あえいでるっていうか……。いや、俺もここに来るまでに見たいくつかの街としか比べてないんだけどさ」

「……」

「この街は、庶しよ民みんっていうとあれだけど、町の人達が活気に溢あふれているし、飢うえたりしてる様よう子すが欠片かけらもない。本国じゃ継けい承しよう戦争が始まってるっていうのに、その兆ちよう候こうも見られない。なんていうのかな、この街は……何か、周りの世界から切り取られた箱はこ庭にわって感じがする」

　それは、突とつ飛ぴな論とも言えたが──ヒューイにとっては、同意できる面も多々あったし、その理由もいくつか心当たりはあった。

　だからこそ、彼はエルマーの言葉に同意して話を繫つなげる事もできたのだが、あえてヒューイはそれをせず、冷たい視線と言葉を返す。

「……この街に来たばかりのお前に、何が解わかる」

「ひゅ、ヒューイ君？」

　憎ぞう悪おの感情を露あらわにするヒューイに、傍そばにいたモニカは思わず一歩退しりぞいた。

　一方、あからさまな嫌けん悪おを示されたエルマーだが、本人は特に気にした様よう子すもなく、淡たん々たんとした調子で答えてゆく。

「来たばかりの俺に解る事は、勿もち論ろん、来たばかりの人間が抱く第一印象だよ」

　こともなげに告げると、エルマーは静かに上を見上げ、空に対して少しだけ寂しそうな笑顔を向ける。

「この街は、活気はあるけど……笑顔が少ない。なんだか、みんな無理してるみたいだ」

　それは独り言なのか、それともヒューイ達に対する言葉なのか──

「俺はただ、その理由が知りたいだけなんだよ」

　エルマーの声は何ど処こにも木霊こだますることなく、ヒューイとモニカの心しん中ちゆうにだけ染しみこんだ。
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　ふらりと現れたエルマーがひょろりとどこかに去っていった後、ヒューイは広場の端はしに置かれていた木箱に腰をかけた。

「御ご免めん、ちょっと疲れてね」

「う、うん……」

　簾すだれのように垂れた前まえ髪がみの下で目を伏せながら、少女は静かにヒューイの横に腰掛ける。

「あッ、あのッ……大丈夫、ヒューイ君」

「何が？」

「え、ええと、ほら、いつもと様よう子すが違ったから」

「ああ、御ご免めんよ。ちょっと……あいつに苛いらついただけだよ」

　エルマーが去った直後から、ヒューイの顔にはいつもの笑顔が戻っていた。

　だが、それが偽にせの笑顔だと既すでに解わかっているモニカにとって、それは決して安心の言葉にはならない。

「さっきのエルマー君の言葉、どう思う？」

　何気ない少女の問いかけに、ヒューイは目を逸そらしながら独り言のように呟つぶやいた。

「気にする事無いよ。あいつは……なんてことのない偽ぎ善ぜん者さ」

「随ずい分ぶん、嫌ってるんだね。エルマー君の事」

「ああ……ちょっと、苦にが手てなタイプだ」

　否定せずに堂どう々どうと答えるヒューイ。

　その言葉を聞いて、モニカは木箱の上で胸を反らし、曇どん天てん模も様ようの空を見上げながら、自分の気持ちを素直に吐き出した。

「少し、エルマー君が羨うらやましいかな」

「……どうして？」

「ヒューイ君に、最初から本ほん音ねで相手して貰もらえて」

「……」

　返事はせずに、ヒューイは黙って地面に視線を落とす。

　──やっぱり、この女も何を考えているのかよく解らない。

　──人間の本音なんて、知らない方がいいに決まっているのに。

　暫しばしの静せい寂じやく。

　自分の発言から沈ちん黙もくが続くのが気まずくなったのか、モニカは話を先せん刻こくのエルマーに戻す事にした。

「で、でもさ、確かにこの街ってちょっと変なのかな。ダルトン先生とかから聞く他の街の話と、今のこの街……なんだか随ずい分ぶん印いん象しようが違うなっていうのは私も感じてたし……。それに……街は賑にぎわってるけど、あんまりみんな楽しそうにしてるって印象は無いよね……」

　モニカの言葉に合わせて、ヒューイは広場の中から周囲の市いち場ばを見回してみる。

　確かに、商売は賑わっている。戦争が始まっているというムードもなく、兵隊の姿も教会関係者の姿も殆ほとんど見られない。

　逆に貴き族ぞく達が『腐くさり卵たまご』としてチンピラ紛まがいの事をしている状況で──この街の主役は、貴族でも軍人でも宗教家でもなく──民みん衆しゆうそのもの、という印象がある。

　それを再さい確認すると同時に、ヒューイの心しん中ちゆうに、先刻のエルマーの台詞せりふが甦よみがえった。

（この街は、活気はあるけど……笑顔は少ない）

「それで……いいんだ」

「えッ……？」

　モニカの声は聞こえていたが──ヒューイは敢あえて独り言を止める事こと無なく、彼女に対して、一つの本ほん音ねを吐き出した。




「この世界に……笑顔なんか要いらないんだ」
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夜　ボロニアル邸てい　食堂




　夜もふけ、何十本もの蠟ろう燭そくに照らされた食堂で、二人の男がたわいもない会話を続けている。

　無む論ろん、周囲には十数名の女性の使用人達たちがいるのだが、まだ来訪から丸まる一日しか経たっていない事もあり、あえて客きやく人じんであるエルマーの相手をするエスペランサ。

「ねえ、エっちゃん」

「エスペランサと呼べ。俺を気軽に呼んでいいのは女と幼おさな馴な染じみだけだ」

　本音ではエルマーよりもニキや他の女性と話したいのだろうが、敢あえてそれを抑え、エルマーの馬ば鹿か話の相手を続けていた。

「じゃあ、間をとってスペランね。スペランってさ、絶対に女の子を殴なぐらないの？」

「ああ。女の子だけじゃなく、婦人も淑しゆく女じよも老ろう婆ばも妊にん婦ぷも幼女も美女も醜女しこめも殴らん」

　淡たん々たんと答えるエスペランサに、周りの使用人達は「スペランはいいんだ……」と囁ささやきあう。

　そんな状況の中、エルマーは興味津しん々しんといった顔で更さらに深く突っ込んだ。

「本当に？」

「もしも私が怒りにまかせて女を殴ったならば、その場で拳けん銃じゆうを女に渡すと覚かく悟ごを決めている」

　客人とはいえ男相手なので、エスペランサは実に素そっ気けなく答えている。

　しかし、女性に関する質問だったので、その答えは常に真剣だった。

　ニキは食欲が無いという事で部屋に籠こもっているが、彼女の部屋の周囲にはエルマーの部屋よりも多くの私し兵へいが配置されていた。貴き族ぞくではない彼女を見張っているというよりも、まるで、何かから護まもるかのように。

　その理由についてエルマーは特に尋たずねなかったが、代わりに、こうした雑ざつ談だんめいた問もん答どうをエスペランサに対して繰り返した。

「じゃあさ、もしもの話をしていいかな」

「なんだ」

「例えば、その女の子が本当に魔ま女じよだったり、あるいは凄すごい悪人だったとしたら、殴らないでどうやって止める？　そりゃ、説得できれば一番いいんだろうけど、もう短剣とかブンブン振り回したりしてたらさ。スペランは傷ついてよくっても、他の女の子が死ぬかもしれない。そしたらどうするの？」

　一見、『女は殴なぐらない』と言うエスペランサに対する皮ひ肉にくのようにも聞こえるが、エルマーの言葉に悪意は全く無く、純粋に好こう奇き心しんから聞いているようだった。

　だからこそ、エスペランサも真剣に相手の言葉に答えを返す。

「……その刃やいばをかいくぐり、優しく抱きしめて止める」

「嚙かみ付いてきたら？」

「こちらの唇くちびるで相手の唇を塞ふさぐ」

　余りにも堂々とした答えに、話を聞いていた使用人達たちは、お互いに顔を見合わせて必死に笑いを堪こらえていた。

　一方、エルマーは心しん底そこ感心したように聞いていたが、少し考え、首を傾かしげて呟つぶやいた。

「それって、下へ手たしたら殴るより酷ひどくない？」

「ああ、そうかもな」

「だから、その娘にだれか一人でも想い人がいれば──その相手の男が、そうやって止めてやるのが一番いい」

「男の側の好き嫌いは無視？」

　当然といえば当然の疑問。

　だが、エスペランサは不ふ思し議ぎそうに眉まゆを顰ひそめ、やはり淡たん々たんと答えを返す。

「何な故ぜこの私が、男の都つ合ごうなど考えなくてはならない？」

「解わかり易やすい答えをありがとう。それと、この街について聞きたい事があるんだけど」

　ニコニコと笑うエルマーは、続いて別の話題を切り出した。

「なんだ」

「錬れん金きん術じゆつ師し達の金きん細ざい工くっていうのに、何か心当たりあるかな？」

「……どういう事だ？」

　何気なく呟つぶやかれた単語に、エスペランサは目を細くして尋たずね返した。

　威い圧あつ感を放つ相手に、エルマーはニコニコと笑いながら具体的な事を口にした。

　隠かくす事なく、それでいて一緒にいたヒューイの事は微み塵じんも話さず──

　資料室の前で見聞きした事、そのままを──




「……盗み聞きとは、趣しゆ味みの悪い奴やつだ」

　全てを聞き終えたエスペランサは、とりあえず一言そう告げる。

「俺もそう思う」

「まあ……ダルトンから、その件については報告は受けている。薬の方は、お前の想像通り、麻ま薬やくの一種だ」

　エルマーと同じように、機き密みつ扱あつかいのような内容を淡たん々たんと答えるエスペランサ。

　使用人の女性達は、聞いてはならない話だろうと察し、何も言われずとも自分達から食堂を後にする。もっとも、エスペランサは女性ならばその場に残っていた所で平気で喋しやべり続けただろうが。

「金きん細ざい工くの方は？」

　エルマーの言葉に、エスペランサは忌いま々いましげに目を伏ふせ──

「あれは……うちの街の恥ち部ぶでもあり、根こん幹かんでもある。いくら取り締まろうとしても、他の貴き族ぞく連れん中ちゆうが率そつ先せんして裏うら取引をしている始し末まつだ」

「どういう事さ？」

「あれは……金じゃない。この街の中に出回っている、金に非常に良く似た……しかし決して金ではない、ただの鉄てつ屑くず合ごう金きんだ」




「それを利用して……この街の一部の人間は……貴族から『街』を買いとりやがったのさ」
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翌日




　様々な事が起ころうが起こるまいが、蔵ぞう書しよ庫この中は、結局社会とは隔かく離りされた空間だった。

　講こう義ぎが終了した後の教室、モニカはぼんやりとしながら前の方の机に目を向ける。

　そこは、いつもならばヒューイが物もの憂うげに本を読んでいる場所だが、今日は何な故ぜか姿が見えない。朝から彼の姿はなく、講こう師しのルネは『風か邪ぜでもひいちゃいましたかねー』と暢気のんきな事を言っただけで、結局それ以降は何の情報も得られなかった。

　──ああ、昨日きのう……私、なんてことを言ったんだろう。

　改めて、自分が昨日口くちにした事を考える。

　エルマーに……男に対して嫉しつ妬とするなど、どうやら自分はいよいよもって追いつめられているらしい。

　塾じゆく生せい仲間の女子には『あんたも物好きねえ』と呆あきれられたが、告白してから返事が無いにも拘かかわらず、自分の心はヒューイの事でいっぱいになりつつあった。

　ヒューイに『君も含めて、世界が嫌いだ』と断言されたのが、もう遠い昔の事のように感じられる。

　あれでもはや告白は失敗に終わったと言っていいのだろう。ヒューイにとっては、あれは明確な拒きよ絶ぜつだった。

　だが、やはりモニカには諦あきらめきれない。

　こうしてヒューイの姿が見えなくなったとき、自分の心に到来した虚きよ無む感に気付き、まるで自分の世界の一部が失われたかのような錯さつ覚かくに囚とらわれた。

　そんなモニカの心を搔かき乱すように、背後から少年が声を掛けてきた。

「やあ、モーニーちゃん。元気ないねえ」

「……」

　昨日きのうとは違う渾あだ名なで呼びつけるエルマーを、モニカはジロリと睨にらみ付ける。

「どうしたの？」

「ちゃんとした名前で呼んで欲しいな」

「解わかったよ、モニカ」

　不ふ機き嫌げんそうに言ってやったにも拘かかわらず、エルマーはケロリと言い直す。

「……気安く呼ばないで」

　矛む盾じゆんした事を言い放ちながらソッポを向くモニカだったが、その心しん中ちゆうでは自己嫌けん悪おが渦うず巻まいていた。

　──最低かな……私。

　──完全な八つ当たりだ。

　──エルマーは、何も悪く無いのに。

　一方のエルマーは、全くそれを気にしていないどころか、口元を楽しげに緩ゆるませて、人差指をピンと上に差し伸ばす。

「ははーん……。解わかったぞ。さては、俺がヒューイを取ると思って嫉しつ妬としてるんだな？」

「……ッッッ!?」

「なるほど……確かにあいつ、周りに対して作り笑いとかばっかしてそうだもんねえ。昨日みたいに本ほん音ねを人に見せる事ってあんまないんじゃない？　モニカにとってはそれがちょっと羨うらやましいと思ったわけか……」

　それは余りにも正確に相手の心を読み、入れ替わりに、空気を全く読んでいない発言だった。

「なッ……なにを……馬鹿ッ……そんなわけ……！」

　顔を真まっ赤かにして手を振り上げ、涙なみだ目めになりながらポカスカとエルマーの肩を叩たたくモニカ。
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　そんな微笑ほほえましい暴力を受けながらも、当の少年はケラケラと笑い──

「安心していいよ。結局の所、俺はヒューイに嫌われてるわけだし、そもそも俺は男を友達にはしても、恋人にする趣しゆ味みは無いしね？」

「……」

　正論を言われて思わず黙り込むモニカに、エルマーは続けざまに言い放つ。

「君とヒューイって、凄すごく似に合あってると思うよ？　これでもかって程ほどにさ」

「えっ……」

　ドキリとして顔を上げるモニカ。

　教室の中はいつの間にか彼女とエルマーだけになっており、モニカの中に少年の声は朗ろう々ろうと木霊こだました。

　少年の気楽な言葉はまるで福ふく音いんのように。

「いやあ、誰にでもこんな事を言ったりはしないよ。なんでもかんでもくっつければ幸せになるものじゃないって事はこの５年間で学習した。それを踏ふまえて、色々と考えてみたんだけどね……やっぱり、君とヒューイは似に合あってると思う」

「だから、俺も君を応おう援えんするよ」

　少女に染しみいるその言葉は、同時に呪のろいのようでもあった。




　　　　⇔




30分後　市いち場ば




　昨日きのう、ヒューイとエルマー、モニカが一いち堂どうに会した市場通り。

　エルマーとモニカは、その中をゆっくりと歩いていた。




「せっかくだからさ、ヒューイのお見舞いに行こう」




　ルネの言った『風か邪ぜ』という話を鵜う吞のみにしたらしいエルマーは、モニカを誘ってヒューイの住む家に向かう事にしたらしい。モニカは最初渋しぶったのだが、結局はエルマーの押しの強さと、自らの内にあるヒューイへの想いに負け、一緒に彼の家に向かう事となった。

　──余よ計けいに嫌われちゃうかな……。

　自分一人だけでも心こころ許もとないのに、ヒューイが本気で嫌っているエルマーと一緒となれば、下へ手たすれば二人の関係は致ち命めい的になりかねない。

　だが、それでもモニカはただ一つ──『ヒューイの顔を見たい』という欲望に負けて、エルマーと共に街に出てしまったのだ。

　ところが──市いち場ばの中央広場に差し掛かったところで根本的な問題に気付き、モニカは慌あわててエルマーの袖そでを引く。

「え、エルマー君。そ、その、ヒューイ君の家、私……詳しい場所は知らなくて……」

「ああ、俺が知ってるから大丈夫。港の倉そう庫こ街だよ」

「……な、なんで知ってるの？」

「ダルトン先生に聞いた」

　こともなげに答えるエルマーに、モニカは再び目を丸くした。

　──そんな、ちょっとおかしいんじゃ。

　──どうしてもう家を調べてあるの？

　──や、やっぱりエルマー君、ヒューイ君の事が……？

　そんなふしだらな妄もう想そうをして顔を赤くしているモニカだったが、次のエルマーの言葉で逆に青ざめる事となる。

「君の家は、あっちの通りの菓か子し職人さんのとこだよね？」

「……!?」

「君とヒューイだけじゃなくて、同じ教室の人の家とかは全部知ってるよ」

「ど、どうして？」

　そこで初めて、モニカはエルマーに対して不ぶ気き味みなものを感じ取った。

　訝いぶかしげな視線を受け流しつつ、エルマーは淡たん々たんと言葉を続ける。

「どうしてって、聞いたからだよ、ダルトン先生とかルネ先生とか……解わかりにくかったところは今け朝さ早く起きて確認してきたよ」

「調べて……どうするの？」

「別に。知ってた方が役に立つ事もあるかと思ってさ。例えば、何か緊きん急きゆうの連絡があった時に、相手の家を知ってた方がいい事もあるだろうしさ」

　不安げに質問を続けるモニカ。エルマーはそんな少女の不安を吹き飛ばすように、柔らかい微笑ほほえみを浮かべて答えを返す。

　その笑顔はどこか──子供らしくない、大人おとなびた柔らかさを持ち合わせていた。

　しかし、モニカは何か怯おびえるように体を縮まらせて立ち止まる。

「？　どうしたの？」

「……私の事は……どこまで、ダルトン先生に聞いたの？」

　少女の纏まとう空気は、不ふ審しんから怯えに変わっていた。

　それに対して、エルマーもまた、笑顔の質を悪戯いたずら小こ僧ぞうのそれへと変えた。

「ダルトン先生がどこまで話したか、モニカはどう思う？」

「……」

「そんな震えないでよ。いや、少なくとも、俺はダルトン先生からは、君が怯えるような事は何も聞いてないと思うけど……どっちにしろ、聞いた事は誰にも言わないよ」

「そう……それならいいけど……。でも……うちの教室のみんなは、あんまり言いたくない過去とかの人が多いから、深入りはしない方がいいよ？」

　モニカはそう言うと、自分の右腕を摑つかむ左手にキュ、と力を込め──罪ざい悪あく感かんがあるのか、目を逸そらしながらハッキリと一つの事実を口にする。

「あなただって……人にあんまり触れられたくないでしょ？」

「何を？」

「貴方あなたが……魔ま女じよの息子むすこだってこと」

「ああ、そうだね」

　余りにもあっさりとした反応。

　エルマーが不ふ機き嫌げんになることを覚かく悟ごしての言葉だっただけに、モニカは少しだけ肩すかしを食らったような気分になった。

「俺はともかく、他の人はそういう事は言いふらされると嫌な気分になる……っていうのは、知ってる。だから約束するよ。俺は、私し塾じゆくのみんなやヒューイや君の過去を何か知っても、むやみに言いふらしたりはしないって」

「……？」

　──『俺はともかく』？

　何か妙みような言い回しにひっかかりを覚えるモニカだったが、その違い和わ感かんを整理するよりも先に、彼女の耳元に一つの歌声が響ひびき渡ってきた。




　ランタン灯ともして悪あく魔まが来るよ

　仮か面めんを被かぶった悪魔が来るよ

　貴方に仮面を被せに来るよ

　みんなに仮面を被せに来るよ




　それは、広場を駆け回る子供達の歌声だった。

　10歳さいに満たないであろう子供達が、ハシャぐように歌いながら駆け回っている。

　恐らくは鬼おにごっこでもしているのだろう。

　エルマーはそんな微笑ほほえましい光景を見ながら、横にいたモニカに語りかける。

「最近は、あんな歌も流は行やってるんだねえ」

「エルマー君は、『仮か面めん職人』の事は知ってるの？」

「うん、まあ、色々と耳にはしてるよ？」

　駆け去っていく子供達を見送りながら、エルマーはあっさりと口にした。ニキの事は口に出さないが、ただ、自分の聞いた『噂うわさ話』だけを淡たん々たんと。

「見ると死んじゃう、とか言われてるらしいね」

　そのまま広場から市いち場ばの中に足を向け、周囲の店を眺ながめながら楽しげに言葉を紡つむぐ。

　広い路ろ地じの両側には石造りの店先やテント式の屋や台たいが建ち並び、活気に満ちた人々がせわしなく動き回っていた。

　店の一つ一つは比較的大きな造りとなっており、パン屋や眼鏡めがね屋などの店は工こう房ぼうと一体になっている店が殆ほとんどである。

　一方、建物の間にある小さな空あき地では、籠かご職人やガラス工が作業を行っており、更さらに広いスペースでは車大だい工くが馬車の車輪を組み上げている姿が見受けられた。

　遠くからは石いし工く達が貴き族ぞくに注文された門もん柱ちゆうの彫ちよう刻こくを刻む音が響ひびき渡り、それが一つのリズム感となって街の人々の動きを演出する。

　この市場だけを見ていれば、まるでナポリの中心街か、フランスやポルトガルの主要都市に来たような印いん象しようを受ける。地方の小都市としてはあまりに繁はん盛じようしている市場の様よう子すを、エルマーは興味深げに見回していた。

「モニカはどう思う？」

「え？」

　不意に口を開いたエルマーの言葉に、モニカはビクリと体を震わせる。

　先せん刻こくの『ヒューイや自分の家を調べていた』という奇き妙みような言葉もあってか、モニカは少しだけ警けい戒かいしてエルマーと接する事にした。

「ど、どうって……何を？」

「うん、『仮面職人』の事さ。大まかに言ってだけど……死んだ人達の半分以上は、目もく撃げき者となった人達。残りは、目撃してない大人おとな達。目撃者の大半は、俺達と年ねん齢れいも殆ど変わらないような子供ばっかりなんだってさ」

「それも、調べたの？」

「まあね。ほら、やっぱり怖いじゃない。これから住む街でそんな事件が起こってるなんて」

　──まあ、気持ちは解わかるけど……。

　モニカが何か言い返そうとしたその時──

　彼女とエルマーの前方に、大おお柄がらな影が立ち塞ふさがった。

「見つけたぞ！　この餓が鬼き！」

「あっ」

「あああっ！」

　目の前に現れた禿はげ頭あたまの男を見て、エルマーとモニカは同時に声をあげた。

　二人共に見覚えがあった男──ニキの主人だという禿頭の男を見て、モニカはヒィと声をあげて後ろに下がり、一方のエルマーは、

「こんにちは。この前のケガ、大丈夫ですか？」

　と、実に暢気のんきな言葉を投げかける。

「黙れこの腐くされ白しら魚うお野や郎ろう！　ニキはどこだ。うちの商売道具ぁ何ど処こやったぁ！」

「へ？　へ？」

　事情が全く吞み込めないといった表情で目を泳がせているモニカとは対照的に、エルマーは一片の焦しよう燥そうもない微笑ほほえみを浮かべたまま、両手で相手の怒りを鎮しずめるジェスチャーをした。

「まあまあ、落ち着いて」

「落ち着け？　落ち着けだぁ？　この腐れ野郎、一昨日おとといも今もヘラヘラヘラヘラ笑いやがって。てめえがどんな身分なのか知らねえがな、そうやって人を見み下くだしてる奴やつが一番ムカツクんだよ、ああ？　俺なんざ敵に回しても余よ裕ゆうだってのか？　そのヘラヘラはよぉ！」

「その理り屈くつはおかしいよ、おじさん」

「あぁ？」

「おじさんはニキちゃんをものすごーく見下してたけど、全然笑ってなかったじゃない」

　笑顔のまま紡つむぎ出された皮ひ肉にく。

　エルマーに皮肉のつもりはなかったのだが、それは彼以外誰だれが聞いても皮肉以外の何物でもない。みるみる顔を真まっ赤かにしていく禿頭の顔を見て、モニカが更さらに一歩後ろに下がる。

「黙れ！」

「あれ、ニキの居い場所は言わなくていいの？」

「……っ！」

　禿頭は拳こぶしを握り締め、とりあえず一度殴なぐりつけようとして拳を振り上げたのだが──

　その目が急に見開かれたかと思うと、拳を虚こ空くうに振り下ろし、その勢いで体を反転させて勢いよく駆け出した。

「？」

　首を傾かしげながら男の事を見守っていたエルマーだったが──自分の背後に迫る気け配はいを感じ、振り向いた所で禿頭逃とう走そうの理由を知る。

　そこには鋭い目つきをした長身の男──一昨日の夕刻、倒れていて起きあがったエルマーの前にいた男が立っていた。

　エルマーは直接会話もしていないし、見たのも一いつ瞬しゆんの事だったが、長身と目つきの鋭さから強く印いん象しように残っている男だった。

「よぉ」

「こんにちは」

「こ、こんにちは……。あのう、ど……どちらさまですか？」

　目つきの鋭さに一歩引きつつも、普通に挨あい拶さつをかわすエルマーを見て、モニカもおっかなびっくりといった調子で挨拶をする。

　しかし──

「ええと、『腐くさり卵たまご』さんのリーダーの人だよね？　アイルっていう……」

　エルマーが気さくにそう尋たずねたのと同時に、モニカは完全に固まって動かなくなった。

　一方のアイルは、相手から自分の名前が出てくると思っていなかったのか、少し驚いたように目を見開き、問い返す。

「一緒に逃げた女から聞いたのか？」

「そうだね。あ、今の、ありがとう。殴なぐられる所だった」

「……あの親父おやじが勝かつ手てに逃げただけだ……」

　素す直なおに礼を言われる事に慣れていないのか、どこかバツが悪そうに目を逸そらすアイル。

「また絡まれるかもしれねえからな。あんまりウロチョロするな」

　眼光に似に合あわず、どこか優しさを混ぜた台詞せりふを言うアイルに、エルマーは無む邪じや気きな調子で口を開いた。

「ええと、それで……どうしたの？　偶ぐう然ぜん通りかかった、っていうわけじゃないよね？」

「……ああ、まあな」

　目の前の少年がどんな人物なのか今ひとつ読み切れず、アイルは気を引き締め直し、少年に『警けい告こく』を投げかける。

「お前……『仮か面めん職人』と『薬』の事を嗅かぎ回ってるんだってな」

「そうだよ？」

　やはりなんの躊ちゆう躇ちよもなく答えたエルマーに、それまで固まっていたモニカが顔を上げる。

「えっ？　ど、どういう……こと？　く、薬って……？」

　その疑問には答えず、アイルはふむ、と少女の方を一いち瞥べつし、すぐさまエルマーに問いかけた。

「なんだ、女の方は無関係か？」

「うん、今はただ、友達のお見舞いにいこうとしてただけだよ」

「そうか……まあ、俺が言いたい事は簡単な事だ」

　アイルはそこで一いつ旦たん息を吐き、鋭い目つきに戻しながら、言った。

「……平和に生きていたきゃ、深入りするな」

　男の目つきは暗く鋭く、見られるだけで魂たましいを足下に押しつけるような威い圧あつ感を持っていた。

　モニカは最初から目を合わせる事を拒否しており、たまたま通りかかった荷に馬車の馬が、悲鳴を思わせる嘶いななきを上げて御ぎよ者しやを振り落とした。

　全身を冷たい刃やいばで切り裂かれている。普通ならそう錯さつ覚かくしてもおかしくない空気の中で、エルマーは、やはり笑っていた。

「深入りするなって……何に？」

「この街にだ」

　漠ばく然ぜんとした答え。

　エルマーは少し考えるように首を傾かしげていたが、納なつ得とくしたのか、一度大きく頷うなずいた後に、どこかとぼけた返答を口にする。

「とりあえず、この街がどんな物か知ってから、深入りするかどうか考えるよ」

「……都市警けい察さつの連れん中ちゆうが、考える暇ひまを与えてくれりゃいいがな」

　唐とう突とつに出てきた『都市警察』という単語に、エルマーは笑いながら更さらに首を傾け、入れ替わりに、モニカがおずおずと問いただす。

「あの……それって……警察は貴き族ぞくの味方で……もみ消しとか……」

「貴族の味方？　はっ！　嬢じようちゃん、そんなのは表おもて向むきだぜ？」

　意い地じの悪い笑えみを浮かべながらも──アイルは、モニカの言葉を否定した。

「この街の都市警察はな、民衆の味方さ。普段は貴族にヘイコラしてるが──裏じゃ、民みん衆しゆうの為ために動く心強い番ばん犬けんさ」

「それって、良いことじゃないの？」

「……ああ、そうだな。良いことさ。まったく俺達貴族にとっちゃ迷めい惑わくな話だ」

　喋しやべりすぎたとでもいうように、男は軽く目を伏せ──エルマー達に背を向けながら、微み塵じんも変わらず威圧感の籠こもった言葉を吐きだした。

「……とにかく、もう一度忠ちゆう告こくしとくぜ。死にたくなきゃ、家にでも引き籠もって大人おとなしく勉強してな。この街の外の事でもな」

　空気すらも凍り付くような声に、モニカはただ震えるだけだったが──エルマーは、傾けていた首をコキリと元に戻し、バネ人形のような勢いでニカリと口をほころばせた。

「君、いい人だよね」

「あぁ？」

「忠告してくれるって事は、心配してくれてるって事じゃない。殺したり危害を加えるつもりなら、もうとっくにやってるだろ？」

「……」

　アイルは暫しばし眉まゆを顰ひそめていたが──

「変な奴やつだな、お前」

　それだけ言って、今度こそ完全に背を向け、最後に一言だけ漏らして市いち場ばの人混みの中に消えていった。

「とりあえず、忠ちゆう告こくはしたぜ」

　と、最後まで相手に恐怖と威い圧あつを与える一言を。

　まるで、それが何かの義務であるかのように。




　　　　⇔




倉庫街がい




「やあ、この辺の筈はずなんだけどね。どの倉庫だって言ってたかな……」

　市場を通り抜け。二人は港に面した倉庫街に辿たどり着いた。

　同じような煉れん瓦が造りの倉庫が何棟とうも並び、どこか寂せき寞ばくとした印いん象しようを醸かもし出している。

　港と言っても現在はこちら側の港には船は一隻せきも泊とまっておらず、反対側の港に泊まる何隻せきもの大型船が別の国の風景とすら感じてしまう程ほどだった。

「あの大型の船、ガレオンかな？　ガレアスかな？　もうどのぐらい泊まってるの？」

　爛らん々らんと目を赫かがやかせながら、そんな観光客さながらの事を尋たずねるエルマー。

　一方、聞かれたモニカはギョロリとエルマーを睨にらみ付け、続いて周囲に視線を巡らせる。

　そして、周りに人ひと気けが無い事を確認すると──

　彼女は、唐とう突とつに声を張り上げた。

「え、エルマー君！」

「な、なに？」

　それまでずっと沈ちん黙もくしていた少女の突然の叫びに、流石さすがに少年も面食らう。

「さっきの人の話！　か、『仮か面めん職人』とかを嗅かぎ回ってたって、どど、どういう事なの！」

「い、いや、今け朝さ……市場とか、街の人達に手当たり次第聞いて回ってただけなんだけど」

「……っ！」

　完全に声を失って、モニカは暫しばし口をパクパクとさせていたが──

「大丈夫？」

　というエルマーの声に立ち直り、その胸ぐらを摑つかんでブンブンと前後に揺すり上げる。

「ばっ……馬鹿じゃないの！　馬鹿じゃないの！　馬鹿じゃないの!?」

「うわっ。ちょっと。酔う！　酔うから！　馬鹿でいいから止めてくれると嬉うれしいななななな」

　珍しく焦しよう燥そうを見せるエルマーに、モニカは腕を止めて、相手の顔をぐいと手前に引き寄せる。

「どうして……どうしてそんな、自分から厄やつ介かいごとに首を突っ込もうとするの？」

「厄介ごとかどうかはわからないよ？　だから、まず俺は……それを知りたいんだ」

「知って……どうするつもりなの？」

「知ってから考えるよ」

　とんちのような受け答えだが、モニカは尚なおも真剣に問い続けた。

「……答えになってないよ。エルマー君は、どうして色々知りたいと思うの？」

　その問いに対しては、エルマーは暫しばし迷っていたようだったが──

　やがて口を開くと、冗じよう談だんにしか聞こえない言葉を口にする。

「みんなの笑顔が見たいから」

「え？」

「例えばの話だけど……例えば、飢うえてどうしようも無いときに釣つれた毒魚を食べる時に、その魚のどこの部分に毒があるかを知っておけば、毒で死ぬ事も飢え死にする事も無いだろ？」

「……それは、そうだけど……」

「もちろん、世の中には知識だけじゃどうしようもない悲劇なんていくらでも転がってる。何かを知ってたら回かい避ひできる悲劇なんて、ほんの砂さ漠ばくの砂の一握りかもしれない」

　エルマーは、笑っていた。

　笑っていたが──その言葉は、真剣だった。

「無知な事は罪じゃない。だけど俺は、無知を言い訳にして誰かを不幸にしたくないんだ」

「……」

「でも、さっきのモニカの家とかを調べたって言った時、ちょっと怖がられちゃったみたいだし、冷静に考えりゃそりゃそうだよねえ。これからは気を付けるよ。ごめん」

「えっ」

「俺、そういうとこは昔っから鈍くてさー。スペランにも、いつもそれで蹴けり飛ばされる」

「スペラン？」

「ああ御ご免めん、こっちの友達の話」

　爽さわやかに謝るエルマーに、既すでにモニカは先せん刻こく感じたような警けい戒かい心は抱いていなかった。

　しかし、彼女はそれでエルマーの全てを受け入れているわけではない。

　他人の幸せだのなんだのと先刻から詐さ欺ぎ師しか聖せい人じんのような事をサラリと言ってのける少年に、モニカは少しの間沈ちん黙もくしたが、やがて言葉の調子を低くし、さらに少年に問いかける。

「……知っちゃったから不幸になるっていう事も……あるよ？」

　何か身に覚えでもあるのか、少女の目は今までに無い程ほど真剣で──それでいて、どこか寂しそうな声をしていた。

「一部の人を救う為ために知った事が、もっと多くの人の悲劇になる事もあるかもしれないよ？」

「そうかな。もしも知ってはいけない秘ひ密みつ、っていうものがあったとしても、その『知らなければ良かった』って悲劇は……俺一人で食い止められるじゃない」

「……」

「いや、でも待てよ。もしも聞いただけで体が爆発して世界中に死の呪のろいを振りまく呪じゆ文もん、なんてものを知っちゃったら、それは俺が黙ってようがなにしようがどうしようもないなあ。……うーん。流石さすがにそういうのを知っちゃうのはまずいよね。ありがとう。モニカ。君のおかげで未来の悲劇を防げたかもしれないよ！」

　襟えり首くびを摑つかまれたまま御お礼れいを言うエルマーに、モニカは何を言っても無む駄だなのかと溜ため息いきをついていたのだが──

　そんな二人に、不意に声がかけられた。

「何をやってるの？」

「えっ」

「やあ」

　モニカとエルマーが振り返ると──そこには、倉庫の一つから出てきたと思おぼしき少年の姿が。

「ひゅ……ヒューイ君っ！」

　見舞いに来たとはいえ、あまりにも突然現れた想い人に、モニカは暫しばし混乱し、落ち着くよりも先に、自分がエルマーの顔を近くに引き寄せている現状に気が付いた。

「ちち、違う、違うの！　これは違うの！」

　泣きながら顔を真まっ赤かにしたモニカは、全身の力を込めてエルマーを前に突き飛ばした。

「あっ」

「あっ」

　同時に放たれた、二人の男の声に挟まれ、モニカは思わず前を見る。

「えっ？」

　突き飛ばされたエルマーの体はよろめき倒れ、港の縁へりから転げ落ち──

　派は手でな水音が、倉庫街に響ひびき渡った。




　　　　⇔




倉庫内ない




「イっクシュっ！」

　奇き妙みようなクシャミをしながら震えるエルマーに、モニカが先せん刻こくから必死に謝り続けている。

　エルマーは『気にしてないって』と続けているのだが、モニカは自分の気が済まないのか、この10分ほどで六十回以上『御ご免めんなさい』という言葉を繰り返している。

　──エルマーの奴やつ……ウザッたくないのか？

　その謝しや罪ざいの連れん呼こを変わらぬ笑顔で受け止め続けるエルマーに、ヒューイはやはり好意を持つ事はできなかった。

　あのまま『帰れ』と言って倉庫の鍵かぎをかけても良かったのだが、ヒューイはエルマーが窓によじ登ったりしてきそうな雰ふん囲い気きを感じ取り、とりあえず中に入れて様よう子すを窺うかがう事にした。

　倉庫内はモニカ達が想像していた以上に閑かん散さんとしており、屋や根ね裏部屋のようになっている二階部分がヒューイの生活スペースとなっているようだ。

　だとしても、一階には何も無い。せいぜい倉庫の隅すみに木箱やガラクタがいくつか置かれているだけで、あとは昔に船乗り達が机代わりにしていたであろう空から樽だると、ボロボロになった椅い子すがいくつか存在するだけだった。

　ヒューイは二階の生活スペースまでは二人を上げず、倉庫の一階部分にだけ招き入れた。

　手には新しい本を握っており、先せん刻こくからそのページをペラペラと捲めくって、これでもかというぐらいに『帰れ』という意思表ひよう示じを続けている。

「……今日はちょっと、朝から体調が悪くてね。明日は行くから、心配しないで」

　ヒューイは見舞いに来たという二人に淡たん々たんと告げると、とりあえず海から這はい上がってきたばかりのエルマーに布を差し出した。

　そこで完全に会話は止まってしまい、ずっとモニカの謝しや罪ざい劇が続いている。

「むュックシゅっ」

　再びエルマーが変なクシャミをしたのをきっかけに、とっとと部屋から帰らせようとしたヒューイが一言告げる。

「とりあえず、上着だけでも水を絞しぼったら？」

「あ、そだね」

　言うが早いか、エルマーはモニカから少し離れ、上半身に纏まとった服をいそいそと脱ぎ始めた。

　ヒューイはヤレヤレとばかりに本に視線を戻したのだが──

　びちゃびちゃと水が絞られる音がした時、眼前にいるモニカの異い変へんに気が付いた。

　珍しく、モニカが自分の方を全く気にしていない。

　それ自体は別になんとも思わない事だったが、モニカの視線はどうやら服を絞っているエルマーに向いて目を丸くしているようだ。

　──なんだ？　まさか下まで脱いだんじゃないだろうな。

　それにしてはモニカの表情が何か妙みようだ。

　ヒューイは特になにも考える事無くエルマーの方に目を向ける。

　そして、彼の時間は、暫しばし止まる事となる。




　上半身裸はだかとなって上着を絞るエルマーの背中。

　そこにあったものは──『痕あと』だった。

　背中だけではなく、袖そでに隠かくれていた中に広がっている無数の『痕きずあと』。

　通常ならば、そうしたものをジロジロと見るのは失礼にあたるだろう。

　だが、ヒューイは目を離さなかった。

　離せない理由があった。

　ヒューイの記き憶おくにある、母の最期の姿。

　無数の『傷』だけがあった状態とはある意味で対照的な光景。

　現在血を流している傷は一つも無いが、もしもその『痕きず』が全て『傷』に戻ったならば、どれだけの血が流れるのか想像もつかない程ほど──

　それ程までに、エルマーの体は疵きず痕あとに満ちていた。

　ヒューイの記憶にある母よりも多いのではないか。

　切り傷だけではなく、まるで何かで肉を抉えぐられたような痕や、背中の上半分を覆おおう巨大なヤケド痕。しかも、数多あまたの傷の上に重なる形でヤケドを負っているようだった。

「エルマー……お前……」

「ん？　どうしたの？」

　鼻歌交じりで絞しぼった服を広げていたエルマーだが、ヒューイの呼びかけに気付き──振り向きかけた所でその声の意味に気付いて動きを止める。

「あ、御ご免めん御免。今すぐ着るよ。ごめんね、なんか痛そうなもの見せちゃって」

　背中を向けたまま服を着続け、エルマーは言い訳を同時に早口で吐き出した。

「前はもっと酷ひどいからさ、ちょっと着るまで待っててね」

　さりげなく恐ろしい事を言いながら、エルマーは尚なおも鼻歌を歌い続けた。

　彼の過去に何があったのか、尋たずねれば、恐らく彼は笑いながら答えた事だろう。

　だが、モニカもヒューイも、それを聞くことがどうしてもできなかった。




　鼻歌を奏かなでる少年の背は小さく、何を背負っているのかはわからない。

　だが、ヒューイはとりあえず──目の前の男の言う『幸せ』というのが、薄っぺらい平和主義からきているものではないと理解した。

　もっとも──理解した所で、それがヒューイに変化をもたらす事はなかったのだが。

　今は、まだ。




　　　　⇔




夜　ボロニアル邸てい




　エルマーがクシャミをしながら帰ると、食堂では皆が食事を続けている最さい中ちゆうだった。

「ああ、もう食べてたんだ」

「男を待つ義務は無いんでな」

　エルマーの暢気のんきな抗こう議ぎに、エスペランサは淡たん々たんと食事を口に運んでいる。食事中なので海かい賊ぞくのような帽ぼう子しは脱いでいるが、フクロウのような目はあいかわらず貴き族ぞくというイメージから程ほど遠い。

「……おかえり」

　少し離れた席から、ニキが声をかける。いつも通りの無表情で、何を考えているのかは解わからない。出会ってから数日、エルマーとは殆ほとんど話をしていないが、エスペランサとはそれなりに話をしているようだ。

　昨日きのうの夜は引き籠こもっていたようだが、どうやら部屋から出てきたらしい。

　何があったのかは敢あえて聞かず、エルマーは食事をしながら当たり障さわりの無い会話をした後、何事も無かったかのように割り当てられた客室へと戻っていく。

　そんな少年の背を見送った後──ニキも、フォークとナイフを置いてから頭を下げる。

「ごちそうさまでした。……あの、美お味いしかったです」

「それは良かった！　ああ、今日も部屋にはしっかりと錠じようを掛けておいて下さい、この屋や敷しきの中には怪あやしい輩やからは一歩も踏み入れさせる事はないと断言したいのですが、万ばん善ぜんに万善を期すべきでしょうから」

『仮か面めん職人』の目もく撃げき者しやである彼女は、必然的に次のターゲットとなる可能性が高い。

　エスペランサ達はいつも以上に屋敷の警けい戒かいを強化しているが、『仮面職人』は神しん出しゆつ鬼き没ぼつの怪かい人じんである。どれだけ力を入れても、警戒しすぎるという事はない。

「犯人はすぐに捕まえて見せます。だから……だからどうか、安心して頂きたい」

　警察でもないのに、エスペランサは力強く言い切った。

　実際、犯人が近くにいると知れば自ら愛銃を手に矢や面おもてに立つ事だろう。

　たった数日の付き合いだが、エスペランサがそういう性格だと理解していたニキは、静かに頭を垂れ、改めて謝しや礼れいの言葉を紡つむぎ出す。

「本当に──ありがとうございました」

　──ました？

　ニキの言い方が少し引っかかったが──

　エスペランサがそれについて問おうかどうか迷っている間に、彼女はそそくさと席を立ち、そのまま自分の部屋へと戻っていってしまった。

　彼女の表情は、どことなく力強く、薄くだが、微笑ほほえんでいるようにも感じられた。

　もしも、エルマーがこの場に残っていたならば、すぐに看かん破ぱした事だろう。

　その少女の笑顔が、作り笑いであったという事を。




　　　　⇔




町の広場




　もう日も暮れた広場で、遊び呆ほうけた子供達が母親に呼び戻され始めた。

　親たちも皆、表おもて向むきは興味が無くなったとしても──『仮か面めん職人』への警けい戒かいは続けている。

　そんな親たちの心配を余よ所そに、子供達の間で、その殺人鬼きは恐怖の対象でもあり、絶好の遊び道具でもあった。

　だからこそ、子供達は、唄うたいながら家路を辿たどる。

　恐怖を煽あおる為ために。

　そして、恐怖を打ち払う為に。




　ランタン灯ともして悪あく魔まが来るよ

　仮面を被かぶった悪魔が来るよ

　貴方に仮面を被せに来るよ

　みんなに仮面を被せに来るよ




　そして、その歌によって呼び寄せられたとでもいうように──

　この夜を境さかいに、『仮面職人』は動き始める。

　町の人々に、恐怖と絶望をもたらす為に。




　　　　⇔




ボロニアル邸てい




　部屋に戻ったエルマーは、来客用のベッドにゆっくりと腰掛け、ゆっくりと背を伸ばす。

　──んー。とりあえず、明日からどうしようかな。

　エルマーに用意された客室は屋や敷しきの離れに存在しており、ニキの客室は本邸の豪ごう華かな一室があてがわれている。

　彼の部屋は主に客きやく人じんの使用人にあてがわれる部屋なのだろう。それでも、庶しよ民みんの家と比べたら十分に豪華な造りだとは言える部屋だった。

　──とりあえず、あとは『薬』だよね。

　──場所は大体目星はついてるんだけど……。

　──明日、スペランに相談してみようかな。

　そんなことを考えながらまどろんでいると──

　ギィ　ギ　ギギィ

　と、部屋の中で何かが軋きしんだ。

　エルマーの座っているベッドでもなければ、天てん井じようなどから響ひびいてきた他室の音というわけでもなさそうだ。

「？」

　エルマーが寝ぼけ眼まなこで顔を上げようとすると──

　その顔面に、何かの紙片が落ちてきた。

「わっぷ」

　その紙を顔から取って周囲を見渡すが、特に異い変へんは見られない。

　そこでエルマーは、紙に赤い文字で何か書かれている事に気付き、ランタンの薄明かりにその紙片を照らしてみる。

　すると、そこには

【これ以上、町に関わるな】

　という文字が書かれており、エルマーは奇き妙みように思いながらも、昼間にアイルに言われた言葉を思い出す。

　しかし、エルマーに更さらに首を傾かしげさせたのは、その後に書かれていた一いち行ぎようだった。

【この痛みは、警けい告こくだ】

「痛み？」

　何の事か解わからず、エルマーはベッドに横たわったまま暫しばし考えていたのだが──

　再び、ギシリ、という音がしたことに気付き、手にした紙を顔の前から移動させる。

　そして、紙の陰から現れたものは──

　ヴェネツィアの祭りを思わせるような、白く怪あやしく、そして美しい仮か面めん。

「えっ……？」

　エルマーが疑問の声を上げると同時に、仮面を被かぶった怪かい人じんは音もなく飛び上がり──

　ベッドの上に着地したかと思うと、そこに横たわるエルマーの上にのし掛かる。

「ちょっ……」

　何がなんだか解らないエルマーだったが──次の瞬しゆん間かん、仮面の怪人の手に握られている物を見て完全に状況を理解する。

　怪人の手には、銀に輝く三角錐剣ステイレツトが握られていた。

　主に近世ヨーロッパで暗あん殺さつ用の短剣として用いられた、刃は渡わたり20センチを超える凶きよう器き。

　それは通常のナイフなどとは違い、完全に人体を傷つける事に特化された刃は物ものであり──欧おう州しゆうの殆ほとんどでは、民間人の携帯を禁止している代しろ物ものだった。

　細長い刃やいばの断面は一辺が僅わずかに広い正せい三角形となっており、完全に『貫つらぬく』という事だけを目的とした刃。

　刺し突とつの威い力りよくは凄すさまじく、使い慣れた物ならば革かわ鎧よろいなど軽く突き通す。

　その小こ柄がらで持ち運びやすい形態には不ふ釣つり合いな程ほどの殺さつ傷しよう力を持ち合わせており──音もなく相手の脳のう髄ずいを貫き通すその武器は、正に都市内での暗あん殺さつ武器に適した一振りだといえる。

　そして──武器は己おのれが武器として造られた使命を果たすべく──

　己の存在理由を銀色の輝きに乗せ、まっすぐに、ただまっすぐに突き進む。

「あれ、ちょっと待っ……」

　暢気のんきな制止の言葉を投げかけるエルマーの声をも貫いて、

　刃は、エルマーの体に深く深く突き刺さった。

「……っ！」

　最初は全身を貫くような冷たさが。続いて、全身を焼き付けるような痛みを与え、刃はエルマーの体へと潜もぐり込んでいく。

　深く深く、ただ、深く。

　銀色の刃が赤く濡ぬれる。

『仮か面めん職人』の刃はランタンの光の中、ただ、ただ怪あやしく輝き続けた。

　煌こう々こうと、耿こう々こうと────
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　　　　⇔




数時間後　市いち場ば　東通り　菓子工こう房ぼう内ない




「明日の仕込み、終わったよ」

　甘い匂においの漂う菓子工房の中で、モニカは目の前の機材を片付け始めながらそう言った。

　工房の隅すみにいた肉付きのいい女将おかみは、厚手のエプロンを纏まといながら口を開く。

「ああ、遅くまでありがとねえ、モニカちゃん。明日の朝の仕込みはいいとして……そこの棚たなの片付けはあたしがやっといてあげるから。今日はもう早く寝な」

「いいよ、今日、遅く帰ってきたのは私の責任だし」

「友達のお見舞いに行ってたんだろ？　それじゃあ仕方ないさ。あんたはまだ子供なんだから、勉強の邪じや魔まになる程ほど仕事しちゃ駄だ目めさね」

「……うん！　ありがとう、おばさん！」

　菓子細ざい工く屋の店てん主しゆでもある女将の言葉に、モニカは無む邪じや気きに頷うなずいて自分の作業着ぎをたたみ込んだ。

　そんな彼女に対し、女将はニヤリと笑い、首をこちらに向けて問いかける。

「で、その友達ってのは……男の子かい？」

「もう！　な、ナイショだよ！　ナイショ！」

　顔を赤くしながら、モニカは工房と隣りん接せつした住居へと移動し、そのまま階段を駆け上がった。

　基本的にこの菓子細工店は彼女と女将の二人暮らしであり、二階は基本的には彼女の部屋となっている。

　私し塾じゆくの長であるダルトンの口利きもあってか、同い年の少年少女としては別格の待たい遇ぐうである。

　その証しよう拠こと言わんばかりに──彼女の部屋は、多くの本や器具、地図などで埋め尽くされていた。中には一般人では手に入り辛づらいものもあり、こと勉学という面に関しては貴き族ぞくと同じかそれ以上の環境であると言っても過か言ごんではなかった。

　そういう意味で、『私塾』の生徒達は、貴族でも庶しよ民みんでもない、独立した立場を持っているとも言える。

　モニカはそんな境きよう遇ぐうの中、明日の事を考えて、部屋の中で自分の世界に浸ひたろうとする。

　──ヒューイ。明日は学校に来るよね。

　──どうしよう、明日はなんて言って声を掛けよう。

　──もしも、もしも……もっと仲良くなれたらどうしよう。

　そんな年とし頃ごろの少女よりも更さらに妄もう想そうめいた事を考えながら、部屋の扉とびらを閉めた瞬しゆん間かん──

　ギイ

　と、何かが軋きしむ音が聞こえた。

　ハっと気付き、モニカは妄もう想そうからすぐに現実へと引き戻された。

　同時に、彼女は音のした方向に目を向ける。

　本の山に挟まれ、窓の前に置かれた机の更さらに奥。

　窓から漏れる月明かりを遮さえぎるように──

　音の正体が、そこに居た。




　そして、彼女は見てしまう。

　窓の外からモニカを見つめる──────仮か面めんを被かぶった、怪かい人じんの姿を。













間章四　民衆の警察







翌よく日じつ　ボロニアル邸てい




「……」

　町の高地。貴き族ぞく達の邸てい宅たくが立ち並ぶ地域では、赤くなり始めた日の光が西側から差し込み、貴族達の屋や敷しきを燃えるように照らし出している。

　その夕陽を浴びながら、バルコニーでは今日もエスペランサが花の手入れに興じていた。

　一見仕事をしていないようだが、彼の場合、雑務は夜の内に殆ほとんど行い、昼間に浮いた時間は、働く使用人の女性達を遠くから眺ながめたりするのに費やしている。

　変へん態たいと取られかねない行為だが、別に覗のぞき行為をしているわけでもなく、使用人達に手を出した事が一度もないという実績からか、特にそうした彼の趣しゆ味みを咎とがめる物はいなかった。

　もっとも、手を出したとしても彼の立場があれば十分に可能なのだろうが、それをするような男ではないという事も使用人達は知っていた。それ故ゆえに、時とき折おり『女性に手が出せない臆おく病びよう者もの』と揶や揄ゆされる事もあるのだが、エスペランサは女性にそう揶揄される分には気にしない。

　明らかな異常者だが、ただ一点。

　彼が女性の幸せを願っているという事。それだけは確かだった。

　かつて彼は、スペイン本国の教会に赴おもむいた時──『世界中の人が幸せになるにはどうすればいいのでしょう？』と尋たずね回っていた少年に、『不可能だ。世界に絶対的な正義の指し針しんが無い以上、ある者の幸せは、それはそのまま誰かの不幸に繫つながる』と答えた事がある。

　直後、彼は自分の言葉に対して『ふむ……その不幸を全部男に押しつければ、女だけなら全員幸せにする事は可能なんじゃあないだろうか？』と悩み始め、少年と朝まで語り合った。

　その少年こそがエルマー・Ｃ・アルバトロスであり、当時の縁えんから既き知ちの仲として今日まで友好関係を続けている。

　当時の事を思い出しながら、エスペランサは静かに首を横に振る。

　──全く、だからといって、よりによってこの町に来る事になるとはな。

　──確かに、あいつにこの町の錬れん金きん術じゆつ師し達の事を教えたが……本国も本国だ。知り合いだという理由で領りよう主しゆである俺に押しつけるか？　普通。

　──しかしエルマー、何な故ぜ急に『錬金術を学びたい』なんて、教会に睨にらまれるような事を。

　錬金術は、当然ながら教会には快く思われてはいなかった。しかし、錬金術師達が造り出した技術は社会の中に取り入れられていたので、あくまで教会はダルトン達を『科学者』と判断したとして、この町の事を黙もく認にんしている状況である。

　とはいえ、快く思われないという事実に間違いはない。

　──まさかあの馬鹿、『金がたくさんあれば貧びん乏ぼう人がいなくなって幸せになれる』とか考えているんじゃなかろうな。

　──……有り得るな。

　──そういえば、あいつ、夕べから姿が見えないが──

　そんな事を考えて憂ゆう鬱うつになりかけたエスペランサだが、彼は庭で働く女性の使用人達を見て、安あん堵どするように微笑ほほえんだ。

　──まあ、どうでもいいか。あいつは男だ。自分の事は自分でなんとかするだろう。

　まるで女性のいる場所こそが自分の天国だとでも言わんばかりに、エスペランサは宗しゆう派はを無視してギリシャ神話の女め神がみに感謝すべく、空に向かって微笑んだ。

　──ああ、とっとと『仮か面めん職人』を捕らえて、ニキ嬢じようにも笑顔を見せてもらいたいものだ。







　そんな事を考えながら空を見上げ続けるエスペランサの様よう子すを、ニキは窓の隙すき間まから隠かくれるように覗のぞき込んでいた。

　エルマーという少年に連れられて、この屋や敷しきに来てから早はや３日。

　覚かく悟ごは、昨日きのうのうちに済ませている。

　──私は、死ぬ運命にある。

　その事自体は、ずっと前から覚悟していた事だ。寧むしろ、死ぬ事に喜びすら感じていた。

　だが、この３日間で、価か値ち観が全て覆くつがえされた。

　自分の知らなかった『世界』が、確実にこの世には存在するのだと。

　そして、自分がそこに行けるかもしれないという『可能性』を気付かされてしまった。

　──でも……今いま更さら、戻れない。

　──私は……『仮か面めん職人』の目もく撃げき者なのだから。

　だからこそ、彼女は改めて自分の死を覚悟したのだが──

　──ここで……ここで『仮面職人』の犠ぎ牲せい者になるわけにはいかない。

　彼女は知っていた。

　これまでの被害者の中には、貴き族ぞく達の屋や敷しきの中で発見された者も多くいると。

　彼女は知っていた。

　何な故ぜ、その被害者達が貴族の屋敷にいたのかという事を。

　──私がここで死ねば……領りよう主しゆ様やエルマーさんに迷めい惑わくがかかる……。

　──だから、私は、別の場所で『仮面職人』の被害者にならないといけない。

　彼女は知らない。

『仮面職人』が、既すでに昨晩、この屋敷に現れているという事を。

　彼女は知らない。

『仮面職人』にエルマーが刺された事を。

　刺されたエルマーが、今、どうしているのかということを。

　そして、知らないからこそ──

　知らないからこそ、ニキは強く目を閉じ、この屋敷での３日間を心の奥底に閉じこめる。

　楽しかった思い出として、そして、二度と触れてはいけない、心の中の夢として。

　息を止める。心も止める。

　そしてゆっくりと目を開ける。

　人生最良の夢から目覚めた少女は、屋敷に来る前の冷たい表情を取り戻し──

　何かから逃げるように、エスペランサの屋敷を後にした。




　　　　⇔




　使用人達の目を盗ぬすみ、裏門から抜けだした後──彼女は、ただ、ただ、走る。

　このまま町の外に逃げようと思えば、それもできた。

　海とは反対側の街道に出て、輸送業の荷に馬車隊にでも潜もぐり込めば、何日かでナポリなどの都市に移動する事もできるだろう。

　だが、彼女はそれをしなかった。

　そんな方法で新しい人生を得る事ができるぐらいならば、今すぐに踵きびすを返して屋や敷しきに戻るだろう。そして、『どんな仕事でもするから一生この屋敷で働かせてください』と頼むだろう。

　恐らくエスペランサは断わらない。

　寧むしろ笑顔で受け入れてくれるだろう。自分の食費を削けずってでも養ってくれるだろう。自じ画が自賛というわけではなく──彼は、自分以外のどんな女性に対してもそうするだろう。

　３日間過ごして解わかった事だが、彼自身は誰でも受け入れるだろうが、周りの侍じ女じよ達は自分達の立場を護まもろうとしてか、あるいはエスペランサ自身を案じてか、身内以外の女性を中々エスペランサに近づけようとしない。無む論ろん、そうしなければ財産目当ての女性などでボロニアル家は蹂じゆう躙りんされている事だろうが。

　しかし、自分はその輪の内側に入れた。

　エルマーの介かい添ぞえもあり、使用人の女性達とも日常会話程てい度どならできるまでになった。

　だから、自分のプライドとさえ折り合いを付ければ──あの屋敷に住み続けるチャンスは、あるいは支援を受けて別の町に移動するチャンスはあったのだろう。

　ニキにはそれが解っていた。

　だからこそ、彼女は戻るわけにはいかなかった。

　戻れない理由が彼女にはあるのだが、それを彼らに言う事もできず──

　何ど処こに行くべきかも解らなくなり、彼女はただ、走る、走る、走る。

　貴き族ぞく達の屋敷から港へと向かう大通りを一直線に向かう途中──

　彼女の足は一度もつれ、派は手でに地面を転がった。

　下り坂ではあったが転がり落ちる事はなく、起きあがりながらケガが無いか確かめ、その場に暫しばし立ち止まる。

　──本当に、どこに行こう。

　もはや自分が何をしているのかも解らず、暫し空を見上げてみるが──

　先せん刻こく窓から見たエスペランサのように、空に笑顔を浮かべるような気分にはなれなかった。

　既すでに空の上部は暗くなり始めており、東側には星が見え始めている。

　このまま何処にも戻らなければ、野宿という事になりそうだ。

　ニキはそう判断して、それもやむなしかと判断したのだが──

　不意に、その腕が何者かに摑つかまれた。

「どちらに行かれるのかな？　お嬢じようさん？」

「……っ!?」

　慌あわててそちらに目を向けると、どこかで見たような顔が自分の事を見下ろしている。

「……警察の……」

「ラローフ・ハンクレティアだ。君と会うのは何度目だったかな。取り調べの時とボロニアル様の屋や敷しきと……これで三度目だったかね？　それにしても、丁ちよう度ど良かった」

　都市警けい察さつの衣い装しようを纏まとった初しよ老ろうの男は、ニキの細い腕を強く握りながら、淡たん々たんとした表情で語り始める。

　周囲に人の気け配はいは殆ほとんど無く、ただ、傍わきの大通りに一台の馬車が止まっているのが見えた。

「今、迎えに行くところだったのだよ。それが、馬車の中から走る君の姿を見かけてね」

「迎え……？」

「君をね。エスペランサ殿どのには、事情聴ちよう取しゆなどと適当なでたらめを並べ立てるつもりだったが……その必要もなくなったなぁ」

「……！」

　ラローフ署しよ長ちようの言葉を聞いて、ニキはどうにも嫌な予感に襲おそわれる。

　デタラメで自分を迎えるという事は──何か、エスペランサに語れない用があるという事だ。

　どの様な内容かは解わからないが──少女にそれを尋たずねる事は許されなかった。

「……むぐっ……」

　何か反抗を試みる暇ひまもなく、横から現れた二人の警官に押さえられ、そのまま馬車の中へと連れ込まれてしまったからだ。




　　　　⇔




「全く……ボロニアル様の屋敷に居たときは驚いたよ……それが気になって調べて見たら、一部の被害者の間に、あんな共通点があったとはな」

　ラローフ署長は、大型の馬車の中で首をコキリと鳴らしながら呟つぶやいた。

　眼前では、腕を縛しばられた上に猿ぐつわを嚙かまされたニキが両りよう脇わきを警官に押さえられて座っていた。逃げる事を諦あきらめたのか、藻も搔がいている様よう子すは見られない。

　そんなニキに向かって、署長はただ淡々と言葉を紡つむぎ続ける。

「お前達は自分の存在を世の中に知らしめたかったのか？　それとも何か別の目的があってボロニアルに近づいたのか？」

　もはやエスペランサを敬っている様子もなく、署長は力強く言い放つ。

「お前は……存在していない人間だからな。貴き族ぞくに取り入れば、生まれ変われるとでも思ったのか？　新しい人生が歩めると思ったのか？　だが、それもここまでだ」

「……」

「……貴族どもに助けを求めるか？　他の貴族はお前達に興味などないだろうが、エスペランサなら違うとでも思ったか？　そうすれば、我々に圧力を掛ける事ができるとでも思ったか？」

　勝かつ手てにニキの心しん中ちゆうを推すい測そくして語った上に、署しよ長ちようは静かに声を重くする。

　走る馬車のリズムに合わせるように、次第にその言葉は勢いを増していった。

「我々は、庶しよ民みんの為ためにこそ存在する！　貴き族ぞくの威い光こうなど怖れていては、庶民の平和と安あん寧ねいを守る事などできはしない！」

「……」

「だが、お前は、いや、お前達は、庶民ですらない。いくら貴族に助けを求めようと、この町の中では何の意味も無い事だ」

「……っ！」

「……まあ、あのエスペランサという男は、貴族云うん々ぬん以前に、人間として苦にが手てだがな」

　一通り語り終えた後で溜ため息いきを吐き、目の前の少女に顔を寄せ、その耳元に続きの言葉を囁ささやきかける。

「そして──我らが護るべき民衆は、君の死を望んでいるそうだ。エスペランサに何か余よ計けいな事を漏もらす前にな。……もう手遅れだろうと思っていたが、涙なみだ目めで夕暮れの町を走っているという事は、話さなかったのか、あるいは話したが拒きよ絶ぜつされたのか──まあ、どちらでも良いことだが」

「……」

　少女の目が僅わずかに歪ゆがむが、それがどのような感情を示しているのかは解わからない。

　左右に座る警けい官かん達は署長の話を聞いているのかいないのか、無表情のままで少女の挙きよ動どうを見張っている。

「哀あわれとは思うが、残念だよ」

　わざとらしく首を振りながら、最後に署長はギロリと少女の目を見つめ──

　ただひたすらに、暗く重い言葉で呟つぶやいた。

　少女に絶望を与える、ただそれだけの為に。

「お前は、お前の帰るべき場所に引き渡す。……そこで、吐いて貰もらうぞ。お前の知る、『仮か面めん職人』の正体をな」

「……」

「なあに、体にどんな拷ごう問もんの痕あとが残ろうが心配無い。お前の死体を発見させるかどうかは『民みん衆しゆう』の総そう意い次第だが──」

　どこか自じ嘲ちよう気味に笑いながら──『民衆の味方』である男は、『民衆の味方』であるが故ゆえにその言葉を口にした。

　残ざん酷こくなその一言を、なんの躊躇ためらいもなく。

　全てはただ、町の人々の為に。




「どのみち、民衆が犯した全ての罪は……『仮面職人』が引き受けてくれるんだからな」







[image: 第五章　世界の終焉]






















夕刻　第三図書館　蔵ぞう書しよ庫こ




　時間は、僅わずかに遡さかのぼる。

　ヒューイは今日は問題なく朝から講こう義ぎを受けており、いつも通り自分の本に読みふけっていた。そんな彼をモニカがチラチラと眺ながめるのも含めて、ヒューイにとっては極めていつも通りの状況だと言えた。

　新しいクラスの人員であるエルマーがいない事も含めて、極めていつも通りの状態だった。

「はい、じゃあ、今日の講義はこれまでです！　ちょっと遅くなっちゃいましたけど、明日はお休みですから別に大丈夫ですよね。……あれ？　そう言えば今日はエルマー君がいませんね。風か邪ぜですかね？」

　講義が終わった時点で、ルネはようやくエルマーがいない事に気が付いたようだ。

　それでも、いつも通りの暢気のんきな対応で、特に気にとめてもいない。

　──この人は、きっと誰かが死んでも同じような調子で言うんだろうな。

　何となくこの女講こう師しの奥底にあるひとでなしさを感じ取りつつも、ヒューイは別にどうでも良い事だと悟さとり、そのまま暫しばらく本を読みふける事にした。




　10分ほど経過して、教室の中からは人ひと気けが無くなり、ヒューイが本を捲めくる音だけが響ひびいている。

　そんな状況で、ヒューイは自分の背後に誰かが近づく気け配はいを感じ取った。

　だが、その正体を感じ取るまでもないというように、ヒューイは本に目を落としたまま問いかける。

「何？」

「エルマー君、今日は来なかったね」

　ヒューイの予想通り、モニカの少し寂しげな声が聞こえてきた。

　モニカの方は、自分の存在が気付かれている事に気付いていたようで、なんだか自分がヒューイにとって特別な存在になったように錯さつ覚かくする。

　普段のモニカならば、この時点で顔を真まっ赤かにしている所だが、声のトーンはここ数日の中でも一番低く、ヒューイはそれに気付いてゆっくりと振り返る。

「……ああ、海に落ちたからね。風か邪ぜでも引いたんだろう。もしかしたら、治りかけの僕の風邪がうつったのかもしれない」

「そ、そうかな……」

　言いよどむ彼女の声は、やはりどこか奇き妙みようだ。

　ヒューイは彼女の表情や仕し草ぐさに何か違い和わ感かんを感じ、少しだけ彼女の相手をすることにした。

「で、どうしたの？　今度は僕とお見舞いに行こうっていうのかい？　何度も言うけど、僕はあいつの事が嫌いなんだ。だから見舞いになんて行くつもりはないよ」

「……本当に、風邪かな」

「えっ？」

　やはり、モニカは何かひっかかる言い方をする。

「何が言いたいんだい？」

　──糞くそ、こんな事を気にするなんて俺らしくもない。

　ヒューイは世界と繫つながりを持とうとしている今の自分自身に苛いら立だちを覚えながら、それを全て腹の内側に抑え込み、モニカに正面から向き直った。

　立ち上がりながら本を閉じるヒューイを見て、モニカも何か決意したようで──

　彼女は、泣きそうな瞳ひとみになりながら、ゆっくりと言葉を吐き出した。

「私……昨日きのうの夜ね、見ちゃったの……」

「何を？」




「……『仮か面めん職人』……だと……思う」




　　　　⇔




一時間後　市いち場ば




　西の空に僅わずかに赤みがかった光が見え、頭上には星がきらめき出す時間。

　殆ほとんどが店終じまいとなっている市場の中を歩きながら、ヒューイとモニカは静かに周囲を警けい戒かいしていた。

「本当に、見たんだね」

「うん……それで、私……昨日きのう、あの噂うわさを聞いたから……怖くて、私、怖くて……っ」

　夕べの事を思い出しているのか、両腕で自らの体を抱きしめながら、カタカタと小き刻きざみに揺らすモニカ。

　そんな彼女を見て、ヒューイは『噂』の事を思い出す。

　先日、ニキという少女と出会った時には知らなかった事だが──彼女の『もうすぐ死ぬ』という言葉が気になって調べた所、町の人々の間では次のような噂が広まっているらしい。

　曰いわく、『仮面職人の姿を見た者は、いずれ仮面職人に殺される』というものだ。

　そして──その噂は、どうやら真実であるらしい。

　──馬ば鹿か馬鹿しい。……とは言っていられないか。

　話だけ聞けば、馬鹿馬鹿しい民間伝でん承しようの類たぐいだ。

　後の世に聞けば殺人が起こったことすら虚きよ偽ぎと思われそうだが、実際にこの町、この時代では殺人が起こっている。それはどうしようもない事実だった。

「とにかく、今日は送っていくよ」

　本当ならばモニカが死のうが死ぬまいがどうでもいい事だったが、ヒューイは『仮面職人を見た』という話に興味を示したようで、初めて彼女の住まう菓子工こう房ぼうにまで行く事となった。

　彼女の異い変へん以外は、何気ない一日。

　何かあるとしても、今日は起こらないだろう。

　ヒューイはなんともなしにそう考え、特に強い警戒は持たずに町を歩き続ける。

　しかし、彼は気付いていなかった。

　既すでにこの時、町に異変が起こっていた事に。

　町まち中じゆうに、いつもより多く都市警けい察さつの人間がうろついていた事にも。

　貴き族ぞくのチンピラ達の姿が見えない事も。

　そして──同じ教室で錬れん金きん術じゆつを学んでいる皆の姿が、町のどこにも見あたらない事実にも。







「えっと、ここが、私がお世話になってる菓子工こう房ぼう！」

「ああ……」

　市いち場ばを暫しばらく進むと、石造りの少し大きな建物の前に出た。

　焼き菓子の甘い匂においが道にまで漂ってきており、前を通る人々の食欲をそそらせる。

「あ、あの、どうもありがとう！　御お礼れいに、何かお菓子を焼いて貰もらえないか女将おかみさんに頼んでみるね！」

　無む邪じや気きな声で言うモニカ。彼女の声から察するに、どうやらいつもの彼女に戻りつつあるようだ。

　もしかして『仮か面めん職人』を見たというのも、自分を家に連れてくる為ための口こう実じつなのではないだろうか？

　ヒューイがそんな事を疑い始めた時──

　最初の異い変へんが、二人の元に襲おそい掛かった。

「おばさん！　ただい……」

　透すき通るような明るい声で、モニカが扉とびらを開けながら声をあげると──

　その言葉を遮さえぎる形で、中から中年の女性の大声が響ひびき渡る。

「来ちゃダメだめ！」

「えっ……」

　突然の怒ど声せいに固まるモニカの視線の先で、血けつ相そうをかえた女将がこちらに向かって叫び声を上げている。

「モニカ、とっとと逃げなぁ！」

「オバサン……!?」

「？」

　混乱するモニカとヒューイの眼前で、菓子工房の女将が黒い制服を着た男達に押さえつけられている。

　そして──二人の背後から別の影が迫り──

「警察だけど」

　と、抑よく揚ようの無い声を浴びせかけてきた。

「モニカ・カンパネルラと……君も同じ私し塾じゆくの生徒かな？　少し、事情を聞きたいんで来て貰えるかな？」

「なんの容疑……ですか？」

　呆ぼう然ぜんとしているモニカに対し、ヒューイは極めて冷静なまま、相手を怒らせないように尋たずねかける。

　恐らくは数日前の一件に関わりのある事だろう。

　ヒューイは留りゆう置ち所じようの中に入れられた時の事を思い出しながら、ここは素す直なおに従った方が得と考えたのだが──

　自じ警けい団だんに近いその都市警けい察さつは、容疑者の前で迂う闊かつな言葉を口走り──

　結果として、それはヒューイ達を地じ獄ごくの夜に引きずり込む結果となった。




「君達の私し塾じゆくの生徒が──『仮か面めん職人』の一味だという通報があってね。ケガをしたくなければ、大人おとなしく来て貰もらおうか」




　　　　⇔




第三図書館　中庭




「ダルトン氏ですな。……失礼ですが、我々に同行して頂きたい」

　図書館の中庭にある大きな木の前。

　緑の繁しげった木の枝を見上げる老人の後ろから、都市警察の制服を纏まとった三人が声を掛ける。

「……ラローフの命令かね？」

　木を見上げたまま呟つぶやくダルトンに、背後の男達は無む言ごんのままにじり寄る。

「ふむ……仮面職人か薬についてか偽にせ金がねについてか、どれについてかは解わからんが──我々に罪を着せて、この図書館と繫つながりのあるボロニアル家の力も奪おうという算さん段だんか。あの新しい署しよ長ちようの考えか？　それとも、別の黒くろ幕まくがいるのかね？」

「……」

　淡たん々たんと語るダルトンに、警官達は何も答えない。しかしダルトンは、少しも焦った様よう子すを見せずに──

「ああ、それには別に答えんでもいい。ただ、私が一つ気になるのは……そろそろ、この木の枝の手入れをすべきかどうかという事なのだよ。ほら、あそこの枝が折れてるだろう？　……それとも、誰か木登りでもしたかな？　どう思うかね？」

「……」

「答えられないなら、君達に用はない。ルネはどう思う？」

「そうですねえ」

「!?」

　突とつ然ぜん背後から響ひびいた暢気のんきな声に警官達が振り返ると──そこには眼鏡めがねを掛けた美しいプロポーションの女性が立っていた。緩ゆるい服を着ているが、それでも艶なまめかしい体の凹おう凸とつがハッキリと浮かび上がっている。

「ええっと。考えるのが面めん倒どうですから、根っ子ごと抜いちゃったらどうでしょうね？」

「お前に聞いた私が馬鹿だった」

　溜ため息いきをつきながらダルトンは振り返り──そこで初めて、警官達の顔をジロリと睨ねめ付けた。

「なんだ、まだ居たのか」

「……っ。わ、我々を馬鹿にしているのか！」

　相手の対応に不ぶ気き味みなものを感じながらも、警官達は拳こぶしを震わせて相手を取り押さえようとしたのだが──

　刹せつ那な、空中に銀が閃ひらめいた。

　トスリ、という音が響ひびいたかと思うと──彼らの背後で、ルネと呼ばれた女の首に小さな刃は物ものが突き立っている。

　傷口からポロリとダガーがこぼれ落ちるのと同時に、勢いよく血が噴ふき出して警官達の体を赤く染そめる。

「ひっ!?」「き、貴き様さま、何を!?」「うわぁああぁあぁ!?」

　三さん者しや三さん様ようの慌あわて方をする警官達だったが──次の瞬しゆん間かん、彼らの動きはピタリと止まる。

　自分達に降りかかった赤く熱い液体が──重力とは別の方向に蠢うごめいている事に気が付いたからだ。

「あぇっ？」

　ジュルリジュルリと、脂あぶら塗まみれの蟻ありの群れのように体中を蠢き歩く『返り血』。それは、自らの意思を持つかのように、ルネの体を登り、色気のある体の上を中を這はいずり回り──やがて、首の傷口へと吸い込まれていった。

　甘かん美びにして不気味な光景。女は傷口を撫なでるようにさすり──何事もなかったかのように回復している肌はだを晒さらしながら抗こう議ぎの声を口にする。

「いったぁー……。ひ、酷ひどいですよう塾じゆく長ちよう!?　何するんですか!?」

「ば……化け……化ばけ物もの……？」

　返り血の消えた自分達の体とルネを見比べながら、怯おびえた目つきで一歩下がる警官達。

　と、その背がダルトンの体にぶつかり──背中越ごしに、重い声が響き渡る。

「君達は、ここに来なかった。いいね」

「……」

　目の前で魔ま術じゆつめいた光景を見せられ、言葉を完全に失う警官達に、ダルトンは淡たん々たんと語り続ける。重く威い圧あつ感かんのある声で、威い厳げんを持った司し祭さいのように──

「魔ま女じよとして彼女を糾きゆう弾だんするかね？　だが、些いささか魔女裁さい判ばんは時代遅おくれだろう。それに、この町には教会の勢力は殆ほとんど無い。もっとも、それを望んだのは民みん衆しゆうだがね。……さて、それを踏まえた上で、もう一度言おう。ただし、もう一度だけ」

　あるいは、全てを見み透すかす悪あく魔まのように。




「君達は、ここに来なかった。……いいね？」




　　　　⇔




港みなと周辺　裏うら路ろ地じ




　走る。走る。走る。

　少女の手を引きながら町の中を逃げるという構こう図ずは、古くからある物語の典てん型けいかもしれない。

　だが、ヒューイにとってそれは体験したいとも思わない状況だ。

　逃げる。

　その単語の意味を、これほどまでに真剣に考えたのは初めての事だった。

　ヒューイにとって世界は嫌いで唾だ棄きすべきものではあったが、恐怖の対象となった事は母が魔ま女じよ狩がりの人間達に連れて行かれた時を除いて初めての事である。

　──くそ。なんだ……この状況は。

　菓子店の前で数人の警官に囲まれた時、ヒューイはその状況になにかまずいものを感じていた。数日前、ニキという少女を助けたときとは違う、もっと異い質しつで危険な臭においを。

　そして、彼はモニカが呆ぼう然ぜんと立っているのを見て──目の前にいた警官を突き飛ばし、モニカの手を取って逃げ出していた。

　──くそ、らしくない。

　本来ならば、モニカなど放って置いて逃げるべき存在だ。なのに、どうして自分で手を取ってしまったのか。

　──まあ、いざという時に囮おとりぐらいには使えるだろう。

　ヒューイは自分にそう言い訳すると、夜の闇やみの中をひたすらに走り続けた。

　背後から迫る警官達の声を無視し、家の間を抜け、路地から路地へと駆け抜ける。

　走る。走る。走る。

　モニカの前で、警官達は確かに『私し塾じゆくの生徒』といった事を口にしていた。

　──『仮か面めん職人』が複数という考え方か。

　確かにそれは理解できる。今までの噂うわさを総合すると、仮面職人の手口や目もく撃げき証言の少なさなどから、複数犯はんであるという見方をする者が現れてもおかしくはないだろう。

　──だが、何な故ぜ俺達の私塾が目をつけられた？

　私塾ごと怪あやしまれているという状況。前回捕まったときよりも明らかに危険だ。今度は釈しやく放ほうされる事もなく、そのまま始し末まつされかねない。先せん刻こくの警官達からは、そんな空気が漂っていた。

　──……『薬』か？

「ひゅ、ヒューイ君！　どこに、どこに逃げるの!?」

「さあね！」

　泣きそうな声を上げながら走るモニカに、ヒューイは素そっ気けなく答える。しかし、体中に嫌な汗がじっとりと浮きだし、心しん臓ぞうの鼓こ動どうを肉体的にも精神的にも早まらせる。

　──くそ、全力疾しつ走そうなんて何ヶ月……いや、何年ぶりだ？

　狭い路ろ地じの間には月明かりも届かず、その暗くら闇やみは背後から迫る圧あつ迫ぱく感を増ぞう幅ふくさせる。

　だが、ヒューイに目的地が無いわけではなかった。

　最初は図書館や港の倉庫も考えたが、この状況ではどちらも押さえられていると思っていいだろう。ヒューイは町まち中じゆうを逃げ回る事も考えたが──町に出回っている警官の数が多すぎる。他の塾じゆく生せい達を捕らえたら、手の空あいた人間達がどんどんこちらに回ってくるだろう。そうなる前に、完全に姿を眩くらまさなければならない。

　しかし、それには後ろにいるモニカが問題だ。

　──あの場所に、こいつを連れて行ってよいものだろうか？

　ヒューイは横を走る少女の顔に目を向け、暫しばし考える。

　──こいつ、意い外がいと体力あるな。俺よりあるかもしれない。

　自分と同じ速さでついてくる少女を見て、ヒューイは自分が体力不足なのか、それとも彼女が鍛きたえられているのか疑問に思う。

　──菓子工こう房ぼうってのは、そんなに肉体労働なのか？　いや、そんな事は後回しだ。

　──こいつは……どういうわけか、俺の事を好きらしい。それも、盲もう目もく的に。

　──だとすれば、あそこに連れて行っても──こいつは、秘密を守れるだろうか？

　──俺は、この女を利用しきれるだろうか？

　考えながらも走り続け、路地を抜けていつもの広場に出てきた事に気が付いた。

　──良かった、警官の姿は無い。

　周囲を見て一いつ瞬しゆん安あん堵どしたものの──ヒューイは、続いて冷静に広場の中を見て固まった。

　横にいたモニカも広場から見える町の様よう子すを見て、呼吸を引きつらせながら「こ、これって……どういう事？」と怯おびえている。

　──……。なるほど。単に警察の暴走というわけじゃないらしい。

　彼らの視し界かいに映ったものは──

　手に棍こん棒ぼうや工こう具ぐ、クワや鋤すき、短剣など──武ぶ具ぐとなる物を堂々と持ち歩いて目を光らせている、警察でも貴き族ぞくでもない、ただの町の人々だった。

　五人に一人は松明たいまつを持ち、夜の町を必要以上に明るく照らしている。

　それは誰も彼も、ヒューイとモニカにとって見覚えのある者達だった。

　気前の良いパン屋の店てん主しゆがそこにいた。

　老ろう齢れいのランタン職人がそこにいた。

　粉ひき屋の女将おかみがそこにいた。

　占せん星せい術じゆつ師しの老人が松明たいまつを手に

　雑貨屋の若い店てん主しゆがランタンを手に

　石いし切きり工こうの男が巨大な鋸のこぎりを手に

　いつかの禿はげ頭あたまの男がハンマーを引き摺ずり

　肉屋の店主が肉切り包ぼう丁ちようを光らせ

　船乗りの男達が無ぶ骨こつな棒きれを握り締め

　以前にヒューイに品物をオマケしてくれた老ろう婆ばは鍋なべを両手に握り締め──

　──流石さすがに、銃や剣を持ってる連れん中ちゆうはいないか。

　──それを持ち出したら、貴き族ぞく達も反乱と見なしてナポリあたりに駆け込むだろうしな。

　実際、この時代のイタリア半島では、度たび重かさなる貧ひん困こんや圧あつ政せいにより、何度もスペインに対する反乱が起こっていた。しかし、その殆ほとんどが鎮ちん圧あつされており、この町の人口ではナポリにいる総そう督とく軍が動けばあっという間に制圧されてしまうだろう。

　そもそも、この町には貧困が無い。反乱する理由など無いのだ。

　──こいつら……もしかして全員、俺達『錬れん金きん術じゆつ師し』の関係者を捜してるって事か。

「噓うそ……何……これ……何よ……これ……」
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　傍そばでは、モニカがカタカタと震えている。

「……落ち着いて、モニカ」

　なんとかこの状況を整理しようとするヒューイだったが──

「おい、お前ら、何をしてる？　『第三図書館』の連れん中ちゆうじゃあねえだろうな」

　松明たいまつを持った男の一人が、こちらに気付いて近寄ってくる。

「ひっ……」

　悲鳴を上げかけるモニカを抑え、ヒューイは咄とつ嗟さに言葉を紡つむぎ出す。

「別に？　あんたら庶しよ民みんはこんな夜まで仕事して大変そうだなって眺ながめてただけさ。さっきせっかく買った女も、明るくなりすぎてすっかり萎なえちまってら」

「……『腐くさり卵たまご』の旦だん那ながたですかい。今はあんた達に構ってる暇ひまはねえです……。まあ、お互いの為ためになるんですからよぉ。あんたらも協力してくだせえや」

　そう言いながら、男は別の方向へと去っていく。

　咄嗟に貴き族ぞく達の振りをして窮きゆう地ちを切り抜けたヒューイは、静かにモニカの手を引き、再び路ろ地じの奥へと戻っていく。

「ひゅ、ヒューイ君、これ、どうなってるの……どういう事なの？」

　小声で呟つぶやくモニカを路地の更さらに奥に連れ込み、何かの工こう房ぼう脇わきに積んであった資材の横に引き込んだ。

　──町まち中じゆうが、敵か。

　──貴族は……どうだ？　いや、どの道同じか。

　明らかな異常事じ態たいだというのに、やけにこの状況を冷静に見ているヒューイ。

　モニカはそんなヒューイの顔を訝いぶかしげに見ていると──彼はふいに彼女の方を向き直り、真剣な目をして尋たずねかける。

「モニカ、一つ聞きたいけれど……」

「な、なに？」

「例えばの話……例えばの話だけどさ」

　息をゆっくりと吸い込み、ヒューイは喋しやべるべき言葉を選びながら、一つの言葉を口にした。




「例えば……僕が、『仮か面めん職人』だって言ったら……どうする？」




　　　　⇔




市内某ぼう所しよ




　ニキは両手を縛しばられながら、見覚えの無い場所に連れ込まれていた。

　狭いようで広い空間。

　木製の壁が周囲を包み、床や天てん井じようにも乾いた木目が浮かんでいた。

　周囲には甘さを幽かすかに感じる匂においが漂っており、明かりの中では幾いくつもの机や実験器き具ぐが照らし出されている。

　そして──彼女の周りには、数人の大人おとな達の姿があった。

　警察署しよ長ちようのラローフを始めとして、ニキには見覚えのある者ばかり。

　禿はげ頭あたまの主あるじは見あたらないが、他の者達も、全て市いち場ばで出会った事のある者達だ。

　毎朝すれ違い、軽く会え釈しやくをするぐらいの関係。もっとも、ニキは会釈をするのだが──彼らは決してこちらに声を掛けたり挨あい拶さつし返す事はない。

　道みち端ばたに転がる石ころを見るように──いや、そもそも見てすらいない。

　必要となったら拾い上げてどこかに投げつける。その程度の道どう具ぐ以下の存在として。

　もっとも、ニキもそうした面めん々めんの名前すら知らないのだが。

　彼女はあの禿はげ男おとこの名も忘れようとしていた。

　今、彼女の中に残る名前は、エルマーやエスペランサ、あるいはアイルといった──自分を、人間として扱ってくれた面々の名前のみ。

　他の名は全て彼女を否定する世界の一部であり、彼女が否定したい世界そのものでもあった。

　そんな名な無なしの大人達が──あからさまにこちらを軽けい蔑べつする目つきで見み下くだし、怒りと焦りを組み合わせたような顔で口を開いた。

「どこまでだ？　どこまであのエロ貴き族ぞくに話した？」

　猿ぐつわを外された少女は、叫ぶ事をしなかった。

　彼らは助けてと叫んだ所で聞いてくれないのは解わかっているし、そして何より──外に声が届いた所で、自分を助ける者はいないと理解していたからだ。

「……何も……話していません」

「どうかな。まあ、どちらにせよ、疑いを持たせるような行動をした時点で充分に罪つみ深ぶかい」

　言いながら、リーダー格と思おぼしき口ひげを生はやした男がニキの胸ぐらを摑つかみ上げる。

「調子に乗るなよ、小こ娘むすめ。何か夢でも見たのか？　自分があの貴族に取り入る事ができると。人間扱あつかいして貰もらえると、本当にそう思ったのか？」

「……」

　そして、空あいた手の方に小さな皮かわ袋ぶくろをぶら下げながら、牛ぎゆう馬ばに対しての独り言のような調子で吐き捨てた。

「お前らはただ、こいつを売る為ための道具に過ぎん。それを忘れるな」




　　　　⇔




路ろ地じ裏うら




「ヒューイ君が……仮か面めん職人だったらって……ど、どういう事……？」

「例えばの話さ。そしたら……君はどうする？」

　唐とう突とつなヒューイの言葉に、モニカは暫しばし硬こう直ちよくする。

「や、やだなあ、ヒューイ君。じゃ、じゃあ逆にさ、私が仮面職人だって言ったらどうする？」

「別に何も？　君がなんだろうが、どうでもいいことだからね」

「ど、どうでもいいんだ……」

「ああ、誤ご解かいしないで。確かに君きみ達たち全員が嫌いだとは言ったけど、今はそういう話を蒸むし返す時じゃあないってのも解わかってる。君を傷つけるつもりはなかった。ごめん」

　淡たん々たんと謝るヒューイの目は真剣で、モニカは相手が本気に言っている事に気が付いた。

「ヒューイ君」

「仮に、の話だよ。別に君がここで何を答えたとしても、僕は君を傷つけるつもりはない。僕が、『仮面職人』だとしたら……君はどう思うか。それだけの話さ」

　ヒューイの言葉を理解しているのかいないのか、少女はグルグルと目を泳がせ続け──しばしの間、沈ちん黙もくする。

　二人の間にどうしようもないほどに冷たい静せい寂じやくが訪れ、このまま永遠に時間が流れるかとも思われたが──不意に彼女は顔をあげ、かすれた声を絞しぼり出した。

「……わ、私は……それでも……ヒューイ君を……」

　何らかの力強さを感じさせる声を聞き、ヒューイは暫しばし黙り込む。

　そして、少年はモニカの顔を静かに見つめ──呟つぶやいた。

　自分の知る、小さな真実を。

「確かに、僕は仮面を被っていたようなものさ」

　その言葉に噓うそは無く、ただ、少女を利用する為ための下した心ごころを籠こめて。

「だけど……僕は『仮面職人』でもなければ、殺人鬼きでもない」




「……『仮面職人』は……きっと、別にいる」




　　　　⇔




　髭ひげ面づらの男の手にある袋ふくろを、ニキはどこか薄ぼんやりとした視線で見つめていた。

　──ああ、ああ、この『薬』だ。

　──これの為ために……これの為に私達は……

　──この薬は……人を……幸せな気持ちにするって言ってたのに。

　──どうして。どうして私達は……この薬にまで殺される事になったんだろう。

　遠い景色を見つめるように、ニキの視線は虚うつろに革かわ袋ぶくろを捉とらえ続ける。

　同時に、室内に満ちつつある粘ねばついた殺さつ気きが膨ふくらんでいくのを感じ、彼女は溜ため息いきすらも喉のどの奥に押しとどめ、自分の過去を思い返す。

　何の意味も見いだせず、何の意味も与えられなかった一生を。




　ニキは、自分の名前が本当の親からつけられた物だという事を知っていた。

　だが、知っているのはそこまでだった。

　本当の両親が今どこでどうしているのか、生きているのか死んでいるのか。それすらも解わからない。知りたいと思った事はあるが、今いま更さら調べる手段も無い。

　彼女は──この町に『物』として売られた身だ。

　広義に取れば奴ど隷れいという形だろう。中世欧おう州しゆうではスラヴ人などを捕らえての奴隷貿ぼう易えきによって、いくつもの都市が巨きよ万まんの富を蓄たくわえてきた。その富は時を経て18世紀となったこの時代にも受け継がれていたが──この時点では、奴隷貿易の主ぬしはアフリカ大陸から黒人の奴隷を大量に南北アメリカに連れ込む形が主流となっていた。

　だが、この街では例外的に、存在しないはずの人間達が必要だった。

　この町では農業などはそれほど盛んではなく、奴隷らしい奴隷のようなものなどは見あたらない。その代わり──ロットヴァレンティーノでは、ニキ達のような少年少女が存在した。

　彼女『達』にとって、町の庶しよ民みん達──育ての親という物は、ただ食事と寝ね床どこを与えてくれる存在でしかなかった。

　ニキにとって、最初のうちはそれで良かった。

　この町に買われてくる前は、もっと酷ひどい境きよう遇ぐうだったのだから。

　子供達にとって、その仕事は重じゆう労働ではあったが──仕事をした後で寝床と食事が与えられる生活は満足できる物だった。




　彼女達の仕事は、煌きらびやかな光に包まれていた。

　特殊な工こう房ぼうで、様々な金属を炉ろで溶かし出し、その金属を加工する。

　それが、数年前にこの町に買われてきた子供達に叩たたき込まれた仕事だった。

　何かの薬品の煙などを吸い込んで咽むせる事など日常茶さ飯はん事じだったし、大やけどを負って死んだ者もいる。それでも、彼女達は黙もく々もくと仕事をし続けた。

　加工している金属は金であるようにも思われたが、彼女達にとってはどうでもよい事だった。

　例え大量に持ち逃げしたとしても、行く先など無いのだから。

　ならばせめて、自分達の居い場所を確保しようと躍やつ起きになった。

　先の見えない生活の中にも、いつか必ず希望があると信じて。




　だが、そんな商品達の目を塞ふさぐべく、ロットヴァレンティーノの『街』は、新たな変化を遂とげようとしていた。

　その『金のような物』を造らせていた工こう房ぼうの他に──

　ある日、ニキ達はもう一つの工房へと連れ込まれる。

　街の市いち場ばの地下に造られた『それ』は、奇き妙みような『薬』を造る為ための施し設せつだった。

　そこで造られていた物は、火傷やけどなどよりも簡単に、ニキと同じ立場の人間達を蝕むしばんでいった。確実に、ゆっくりと。




　そうした過去を思い出しながら──少女は静かに口を開く。

「……みんな……狂っていった」

　唐とう突とつな呟つぶやきに、室内にいる大人おとな達は互いに目を見合わせる。

「なんだ？　何を言ってる？」

「私達はただ……生きていたかっただけなのに。それなのに、私達は生きたまま殺された」

　虚うつろな目のまま、少女は少しずつ少しずつ口を早く動かし始め、徐じよ々じよに絶望を怒りへと変へん貌ぼうさせていった。

「黒くろ髪かみの友達は、あの薬を造る時の煙を吸い続けて気持ちよさそうに狂っていって、『次は僕が鬼おにだ！』って叫んで海に飛び込んで二度と浮かんで来なかった！　誰もその言葉の意味は解わからなかった！　癖くせ毛げの子は少しずつ笑いも怒りもしなくなっていって、毎日自分の名前だけ呟つぶやいて！　それで！　なにもなかったのに突然心しん臓ぞうが止まって死んだ！　他にも、みんな少しずつ狂って行った！　死んでいった！　まともな子達も、お前達に壊された！」

　彼女達が造らされていた物は紛まぎれもない麻ま薬やくの一種だった。それも、この時代に見合わぬ程ほどに強力で凶きよう悪あくな。

　街の住人達はその依い存ぞん性が強い『薬』を、一部の貴き族ぞく達や有力な貿ぼう易えき商しよう達に売りつけて、それを売る代わりに──自分達の思うように彼らを操あやつった。依存性の強い上に他に出回っている麻薬の何倍もの快かい楽らくを与えるその『薬』は、力を持った相手を縛しばり付けるには充分な代しろ物ものだ。

　彼らは『薬』に手を出しそうな貴族や商人、その他の有力者達たちを絞しぼり込み──表おもて向むきは、ニキ達の体を買わせて、そして貴族や商人の屋や敷しきの中に入り込んだ子供達が、そこで品物を受け渡す。そうしたシステムが造り上げられていた。

　子供達は若い娼しよう婦ふとして、あるいは男だん娼しようとして貴族や船乗りの商人達に買われていく。実際にその先に何かされようがされまいが、街の人々にとってそれは重要ではない。重要なのは、その際、屋敷の中の密みつ室しつで行われる『取引』だ。

　万まんが一いちその闇やみ取引がこの街に否定的な権力者達に見つかった場合には、全ての責任を『本来存在しない筈はずの子供達』になすりつけ、完全に斬きり捨てる。街ぐるみで示し合わせておけば、その事実は覆くつがえる事はない。

　ニキはそうした現状の中で、次々と壊れていく仲間──自分と同じ境きよう遇ぐうの子供達の姿を見続けてきたのだ。

「私も、きっともう狂ってる。あの薬に囚とらわれてる！　だから、だから死ぬ事も怖くなくなった。生きる事に絶望した！　人ひと買かいに連れ回されていた時よりも、ずっとずっと世界が嫌になった！　だから狂ってる、私達は、きっと死んでいったあの子達と同じように狂ってる！」

　自分自身に対して叫んでいるかのような言葉に、大人おとな達は一いつ瞬しゆんだけたじろいだが──直すぐに怒りに顔を染そめ、髭ひげ面づらの男はニキの胸ぐらを摑つかんだまま、勢いよく彼女を壁に押しつけた。

　鈍い音がして、背中と頭を打ち付けたニキが呻うめき声を上げる。

　その呻きを、先せん刻こくの少女の叫びをも搔かき消すように──しがない市民である髭面の男は──

「だからか？」




「狂ってしまったから、貴様らは『仮面職人』という殺人鬼を造り上げたとでも言うのか？」




　　　　⇔




第三図書館




「えっとぉ、その『薬』とか『偽にせ金がね』と、『仮か面めん職人』の連れん続ぞく殺人事件って、どんな関係があるんですか？」

　本を何冊も抱えてフラフラと歩きながら、ルネが無む邪じや気きな声で塾じゆく長ちようのダルトンに問いかける。

　警官達が逃げ帰った後、ダルトンは「奴やつらが応援を連れて戻ってくるまでに移動しておくか」と言い、一時的に蔵ぞう書しよ庫この地下にある隠かくし部屋に隠れる事にしたようだ。

　そこに向かう途と中ちゆう、ダルトンは一いつ旦たん館内に戻り、どこからか連れてきた伝でん書しよ鳩ばとを何羽か空に放ち、どこかへと連絡をつけている。

　そして、更さらなる移動の最中さなかにルネが声をかけてきたのだが──

「うむ……」

　ダルトンは暫しばし考えるように義ぎ手しゆで顎あごをさすった後、軽く溜ため息いきをつきながら言葉を吐いた。

「仮面職人の被害者の内……半分は、それを指し揮きしていた街の連れん中ちゆうの重じゆう役やくみたいなものでな。もう半分は、『仮面職人』の目もく撃げき者しや達だ。その全ては、この街に買われてきた子供達だがな」

「？　どういう事です？」

「……『仮面職人』というのは──言わば、その『存在しない筈はずの子供達』に被かぶせられた仮面そのもの、と言ったところか。あれは、存在しない者達による自殺であり、殺人であり──」




「そして、告発だ」




　　　　⇔




「貴き様さまらは……後ろで手を結んでやがったんだな？　最初は目もく撃げき者の連れん中ちゆうが全員そうとは気付かなかったぜ……『仮か面めん職人』の話は俺達の間でも禁きん忌きみたいになってたからな」

　そう言いながら、ニキの体を更さらに壁に押しつける髭ひげ面づらの男。

　怒りと焦しよう燥そうに震える彼の後を次いで、部屋の隅すみに寄りかかっていたラローフが言葉を紡つむぐ。

「エスペランサの所でお前を見かけ、調べてみたら……その前にお前、うちの署しよ員いん達と関わっているらしいな。『図書館』の学生連中に助けられたそうだが……結果として、その時にエスペランサとのコネをつけたわけだな。おかげでこっちは色々とトラブル続きだ」

「……？」

　ニキには、相手が何を言っているのか解わからなかった。エスペランサと出会ったのは彼らのおかげではなく、その後に出会ったエルマーに連れられての結果だ。

　しかし彼女には、何を勘かん違ちがいしているのだろうと思し案あんしている暇ひまはない。

　首くび筋すじが圧あつ迫ぱくされ、徐じよ々じよに息が詰まってくる。ニキは体をばたつかせて相手の手をふりほどくが、両手を縛しばられた状態で床に倒れ込む結果となった。

　倒れ伏す少女の足を軽く踏みつけ、ラローフ署しよ長ちようは静かに続きの言葉を口にする。

「とにもかくにも、貴様らの企たくらみもこれでお終しまいだ」

「うっ……」

「お前達は……ある者は我々を殺し、ある者は自ら目撃者となって……誰かに……この街の現状を知らない誰かに、自分達の境きよう遇ぐうを！　『薬』の事を！　『偽にせ金がね』の事を！　全て全て。気付かせようとしていたのか？」

　興こう奮ふん気味に話しながら、署長は徐々に踏みつける足に体重を掛けていく。靴の踵かかとが少女の足にめり込み、ニキは顔を苦痛に歪ゆがませた。

「まったく大それた連中だよ。存在しない筈はずの自分達に、『目撃者』という仮かり初そめの存在意い義ぎを与え、『被害者』という仮面まで被かぶせて自己主張するとはな」

　更さらに体重をかけるのとは対たい照しよう的に、徐々に署長は冷静さを取り戻して問いかける。

「言え。貴様の他に誰が『仮面職人』として動いている？　ああ、吐きたくなければ吐かなくてもいいぞ。貴様らのような奴ど隷れい連中を全員始し末まつするだけだ……次の奴隷屋が来るまで、薬と偽金を捌さばけなくなるのは痛いがな」

「……」

「その犯人も全て『仮面職人』という事にしてやろう。光栄だろう？　お前達の望んだ『仮面職人』の名は暫しばらく語り継がれるぞ。ただし、この街の中でだけだがな」

　そこで署長は足を一いつ旦たんニキから離し、

「私が署しよ長ちようになったからには、瓦かわら版ばんも黙らせる。今いま思うと、前の署長は貴き様さまらのサインに気付いていたのだろうな……『薬』を取り締まろうとしたから、『市民の皆様』によって汚お職しよく事件をでっちあげられ、おかげで私がこの地位につけた」

　──……っ。

「何な故ぜこんな事を君に言うのか解わかるかね？　冥めい土どの土産みやげという奴やつさ。……私はこれから君を殺す。市民の皆様の為ためならば何でもするという事を示す為にね」

　それは、室内に集まった市民の有力者に対する何気ないパフォーマンスだった。

　しかしながら、その言葉の一部が、ニキの心に僅わずかに響ひびく。

　──……気付いてくれていた人は、いた。

　──前の署長の事はよく知らないが、誰でもいい。

　──……いたんだ。

「何を笑ってる？　……ムカつくな、これ」

　どこか嬉うれしそうに微笑ほほえんだ少女に対し、署長は再び足を踏み下ろそうとするが──

　もはや少女の目に署長など映っておらず、ゆっくりと立ち上がったかと思うと、その場に集まった街の住人達を強く睨ねめ付け──ただ静かに、笑う、笑う、笑う。

「教えてあげる……教えてあげるわ」

　ニキは、今まで怖れていた。

　自分達のやってきた行為が如い何かに恐ろしい事なのかを理解し、それになにも感じぬまま止めもしなかった数々の『行為』。

　何人も仲間が死んだその行いが──それでもなお、誰の心にも残らず、なんの意味も無く、自分達は無意味な存在だったのだと認める事を、怖れていた。

「確かに……私達は、見てもいない噓うその証言をした。私達の仲間の誰かは、貴方あなた達の仲間の名前も知らない誰かを殺してから自殺した」

　だからこそ、彼女は──覚かく悟ごはしていると頭で理解しても、心の底ではそれを否定する自分が確かに存在した。

　少なくとも、先せん刻こくまでは。

「私も……友達の自殺を止めなかった。それが正しいと思ってた」

　この瞬しゆん間かん、告白と共に、少女は怖れを捨て去った。

　そして、死にゆく自分から、今度は目の前の『何か』──彼女にとって人間とも思えない者達に向けて、彼女は静かに笑い、怒り、その感情の全てを押し込めた声を絞しぼり出す。

「でも……違うわ。『仮か面めん職人』は確かにいる」

「な、なに……？」

「私達が『それ』を自分達で考えたとでも思ってるの？　普段お互いに会うことも、会話する事も許されない私達がどうやって一つの目的を持つ事ができたと思うの？　私達が反乱しないように押さえつけて、怯おびえていた貴方あなた達には解わかる筈はずよ。……私達だけでは、今までの『仮か面めん職人』の事件を起こす事は不可能だって」

　自分達の『安心』を守りたい。そのささやかな望みを胸に行動する、自分達に優しく臆おく病びような市民達は──怯えていた。

　彼らの前に立っていたのは、一つの『異い質しつ』。

　既すでに道具とは思えず、かといって自分達と同じ人間のようにも思えず──何か不ぶ気き味みな威い圧あつ感を持つ、『覚かく悟ご』を決めた一人の女がそこにいた。

　ニキは目の前で動きを止める大人おとな達に向かい、純粋で、それでいて凶きよう暴ぼうな感情を露あらわにする。

　それは彼女にとって──悲鳴を除いた、初めての叫び声だった。

「貴方達も殺されてしまえ。『仮面職人』の姿を見て、みんなみんな同じように朽くち果てろ！　怖れろ！　後こう悔かいしろ！」

　子供とはいえ、本物の殺さつ気きを叩たたきつけられ、室内の市民達の背に冷たい汗が流れ始める。

　しかし、その殺気を打ち払う為ためか、ラローフは激しく首を振り、無む理り矢や理り笑顔を作りながら一つの言葉を投げ返す。

「……仮面、か。貴様の言っている事がハッタリか真実かは知らんが──我々も一人、仮面を被かぶった人間を知っている。『仮面職人』ではない……と思うがね」

「……？」

「最初に我々に偽にせの金きん塊かいをもたらし──その生産を指示した人間がな」




　　　　⇔




「それにしても、うちの私し塾じゆくの中に『仮面職人』がいる、か……」

　蔵ぞう書しよ庫この中を進みながら、ダルトンは楽しそうに顔を歪ゆがませ、顎あご髭ひげを撫なでる。

「確かに、うちには異い形ぎようは一人いるがね」

「はえ？　誰ですか？」

「ヒューイ・ラフォレット。お前の教え子だろう」

「ああ！　確かにヒューイ君、頭いいですよねー。私が間違えて教えた所も、後で聞いたらちゃんと正しく覚えてますから！　天才ですよねー」

　──そもそも間違えた事を教えるな。

　ダルトンは皮ひ肉にくが喉のどまででかかったが、説せつ教きようを始めれば長くなりそうなので、敢あえて彼女の言葉は受け流す事にした。

「ふむ。奴やつは確かにラブロに匹ひつ敵てきする天才……いや、天才という安っぽい言い方をしたくはない。したくはないが……まだ奴は餓が鬼きだ。安っぽくて充分だろう。だから遠えん慮りよ無なく言おう。ヒューイという小こ僧ぞうは、世界を壊したいなどと言っているどうしようもない馬鹿だが──」




「紛まぎれもなく、天才だ」




　　　　⇔




５年前　某ぼう国こく　辺へん境きようの村




　少年は、自分の母の言葉を聞いていた。

　聞く事しか許されなかったし、無む力りよくな少年にはそうする事しかできなかった。




「審しん問もん官かんの皆さん……一つ──懺悔ざんげしなければならない事があります」

　母の優しい笑顔が、ヒューイの心を締め付ける。

　これ以上は聞いてはいけない。そんな予感もする。

　だが、聞かざるを得ない。少年はなんとなく理解していたからだ。

　これが、母の最期の言葉になるかもしれないと。

　優しい母の優しい母の優しい母の言葉。しかしそれでも、聞いてはいけないという予感が彼の心を締め付ける。

　そして──その予感は、半分あたり、半はん分ぶん外れる事となった。

「私は……悪あく魔ま達を讃たたえる、恐ろしい集会を見ました」

　確かに母親の言葉は少年に混乱と絶望をもたらしたが──

「恐ろしい事です。私は、その集会に参加している者の顔を見ませんでしたが──彼らは、私に顔を見られたと思ったようです。ですから、私は告発します。ここに告発します」

　それは、少年が聞こうが聞くまいが全く関係無ないものだったのだから。

「私の潔けつ白ぱくが証明されたなら、それが証明です」




「私を告発し、私が魔女だと証言した人の全てが、そのサバトに参加していた悪しき者達であると──私は、私の声がこの世にある内に告発します」




　刹せつ那な──周囲の空気が変わったのを覚えている。

　最初、ヒューイは母が何を言ったのか解わからなかった。

　だが、周囲の村人達の顔を見た瞬しゆん間かん、ヒューイの全身は凍り付く。

　今まで母と同じような優しい笑顔で接してきた村人達の目には、今までヒューイが見た事のない感情が貼はり付けられていた。

　そして次の瞬間、裁判を行っていた審問官達が薄く微笑ほほえみ──

「解わかりました。神の名の下に誓ちかいましょう。貴方あなたが無実と証明された場合には──貴方が魔ま女じよだと告発した者達を全て異い端たんの徒ととし──貴方と同じように──審しん問もんの後、裁判にかけると」

　断言された言葉と同時に、ヒューイは見た。

　恐怖に彩いろどられた村人達の顔が、恐怖から絶望へと塗り替えられるのを。

　結果として──その日、裁判の現場となった場所から無事に帰る事のできた村人は、ヒューイを含めて、たった数人しかいないという状況になった。

　古めかしくおぞましい裁判を経て、母は鎖くさりに縛しばられ、湖の中に投げ込まれる。

『浮かべば魔女。沈めば無実』

　どちらにせよ死が待ち受ける、私し刑けいにすら満たない虐ぎやく殺さつ裁判。

　だが、母はそれを受け入れ、自ら断だん崖がいから足を踏み出し──

　ヒューイ・ラフォレットが最期に母を見た時、母は確かに微笑ほほえんでいた。

　もしかしたら少年の願望が生み出した幻げん想そうかもしれないが、ヒューイはそれを信じていた。

　そして、その全てを許すかのような微笑みを浮かべたまま──

　母親の体は水の中に消え、二度と浮かんで来なかった。




　　　　⇔




５年後　ロットヴァレンティーノ　某ぼう廃はい屋おく　地下




「村は、もう無いだろうね。何十人もの村の連れん中ちゆうが連れて行かれて──連れん鎖さが連鎖を呼んで、後は互いに疑ぎ心しん暗あん鬼きになって……その後どうなったのかは知らない。たまたま村にいたダルトンさんに連れられて……」

　ゆっくりと──少年は、ただゆっくりと語り続ける。

「実の弟みたいに可愛かわいがってくれた隣となりのお姉ねえさんまで、どうして母かあさんを告発なんかしたんだろうね。僕に、それは解わからない。そのお姉さんは、結局最後まで悲鳴を上げっぱなしで、理由を聞く暇ひまもなかったからね……。燃やされて死ぬ瞬しゆん間かんまで」

　淡たん々たんと語るヒューイに、モニカは静かに息を吞む。

「あいつらの悲鳴を思い出す度たびに思うんだ。あの連れん中ちゆうは、皮ひ肉にくだけを奏かなでる楽団なんだって。そして、この世界に住む誰も彼もがその楽団員なんだって。勿もち論ろん、僕も含めてね」

「ヒューイ君……」

「……その結果が今の僕で……この部屋だ」

　長い昔話を語り終えたヒューイは顔を上げ、広い部屋の周囲を虚うつろな瞳ひとみで睨ねめ付ける。

　しかし、話の陰いん鬱うつさからは想像もつかないほどに──その部屋は、輝きに満ちていた。

　彼らの周囲にあるのは、大量の金貨や宝石、彫刻を始めとして、一ひと目め見ただけで貴き重ちよう品であると解わかる置き時計など様々な嗜し好こう品が並んでいた。

　金の亡もう者じやの部屋。そう言っても問題無ない光景だ。

　とある廃はい屋おくの地下倉庫の更さらに地下に造られた部屋に連れ込まれたモニカは、ランプの明かりを照り返す眩まぶしい輝きに目を眩くらませていたが──そんな彼女に、ヒューイは静かに自分の過去を語り始めたのだ。

　そして全てを語り終えた後──その富に満ちた部屋の中心で、主あるじである少年は溜ため息いきをつきながらモニカに向かって言葉を紡つむぐ。

「１６７７年……パリで、ある秘密結けつ社しやが摘てき発はつされたのを知っているかい」

「え……そういえば……前にルネ先生がそんなことを言ってたような……」

「そいつらは、銅を金に変える行こう程ていで──銀に非常に良く似た金属を造り出す事に成功した。もちろんそれは銀じゃあなかったけれど、素人しろうとを騙だますには充分過すぎる程ほどの代しろ物ものさ」

　ヒューイの言葉に、モニカはまさかと思って机き上じようにある金貨の山に目を向ける。

「ああ、そこにある金は本物だよ……。そこにあるのはね」

　少年は自じ虐ぎやく的に笑い、懐ふところから一枚の金貨を取り出し、机上の山の上に放り投げた。

「で、今いま投げたのが……偽にせ物ものさ」

「えっ……」

　モニカは目を凝こらして金貨の山を見るが、もはやどれがヒューイの投げたものなのか見分ける事ができない。

「その秘密結けつ社しやが捕まったのは、仕事を焦りすぎたからかもしれないね。だから僕は……慎しん重ちように、毒をこの街に染しみこませていった」

　ヒューイはそこまで言うと、机の引き出しの中から一つの仮か面めん──しかし『仮面職しよく人にん』の噂うわさにあがるものとは程ほど遠とおい、木き彫ぼりの不ぶ気き味みな仮面を取り出した。

「街の連れん中ちゆうに、少しずつ金を摑つかませて……信頼させて……手を広げていった」

　彼の言っている事は、一つの告白だった。

　偽にせ金がねを作り、それを売り捌さばき、その資金を元にして、街の人々を傀かい儡らいにしていく。

　ヒューイは今、自分が偽金造づくりの犯罪者であり黒くろ幕まくであるという事を──モニカに告白しているのだ。

「……だけど、ここに来て計画が破は綻たんした。力を持った街の連中が、妙みような薬を……僕の知らない所で量産し始めたのさ。このままじゃあパリの連中の二にの舞まいだし、僕も全てを失う事になる」

「……」

　拳こぶしを胸の前に添えて握り締めるモニカに顔を近づけ、ヒューイは静かに問いかける。

「前に言ったことは変わらない。僕は、この金を元もと手でに、一生かけてでも世界を壊すつもりだ。もちろん、君も含めて。それでも……僕に協力してくれるかい？」

　それは、一つの賭かけだった。ここでモニカが自分を拒きよ絶ぜつするならば──最悪の場合、彼女を始し末まつするまでだ。しかし、それでも自分を愛するという程ほどに盲もう目もく的ならば、現げん時点においてこれ以上の手て駒ごまは無い。それを確かめる為ために、ヒューイは敢あえて彼女に決断を迫る。それが如い何かに幼く愚おろかな考えだとしても、混乱と不安に襲おそわれている今のヒューイには、そうする事しかできなかった。

　しかし──モニカの答えは、ヒューイの予想していないものだった。

「ヒューイ君って……優しいよね」

「……は？」

「本当に酷ひどい奴やつだったら、『君だけは特別だ』とか『愛してる』、とか言うんだろうね。でも、ヒューイ君はそういう噓うそは吐かないんだね」

「……」

　そこに、いつもの赤せき面めんして全身をオドつかせる子供の姿はなく、代わりに、ヒューイに向かって微笑ほほえむ一人の女の姿があった。

　ヒューイは瞬しゆん間かん的に、死ぬ直前の方の母親の微笑みを思い出し、反射的に目を逸そらす。

「だけど、ずるい。ずるいよね……そんな風ふうに言われたら、私が断れないだろうって事も心の中で計算してる……。でもね、いいよ。私は、ヒューイ君のそんな所、嫌いじゃないから」

「そういう言い方はやめてくれ。糞くそっ……エルマーの奴やつみたいな物もの言いいを……」

「昨日きのう一日一いつ緒しよに居たから、ちょっと性格がうつっちゃったのかもね」

　笑えない冗じよう談だんを言うモニカに、ヒューイは何か言おうとして口を開いたのだが──

　異い変へんは、その直後に起こった。

　低く鋭い爆発音に混じり、人々の悲鳴や怒ど号ごうが聞こえてくる。地下二階のこの場所からすれば遠くに聞こえるが、実際にはこの建物のすぐ傍そばだろう。

「上が……なんだか騒がしいね」

　天てん井じようを見上げるモニカの表情は、どこか寂しげで悲しげで──

　そして、どことなく小さな怒りに満ちていた。




　　　　⇔




第三図書館　蔵ぞう書しよ庫こ内




「でも、どうしてうちの私し塾じゆくの生徒が濡ぬれ衣ぎぬを着せられる事になったんですか？」

　蔵書庫の中では、あいかわらず暢気のんきな問答が続けられている。

「エスペランサへの牽けん制せいだろう。あの伯はく爵しやくだけは、偽にせ金がねもガンとして拒こばみ続けているからな……その内、街の安あん寧ねいを脅おびやかすとでも思ったのだろうな」

「ああ、ダルトン先生とエスペランサさんはよく連絡とりあってますからねえ」

「……その程度ならば、エスペランサはあっさり切り捨てるさ。私は男だからな。ルネ君が頼めば解わからんが」

「？　牽けん制せいって言ったのはダルトン先生じゃないですか」

「牽制させる為ための標ひよう的てきは、私ではないという事だ。全く……濡ぬれ衣ぎぬもいい所だし、いい迷めい惑わくなのだがな」

　ダルトンが何を言っているのか理解できず、ルネは眼鏡めがねをずらしながら小こ首くびを傾かしげていたのだが──不意に声のトーンを落とし、自じ問もん自じ答とうのように独り言を吐き出した。

「まあ、ヒューイのような輩やからもいる事だしな。あながち濡れ衣ではないのかもしれん」




　　　　⇔




　ニキが『仮か面めん職人』に会ったのは、ほんの一ヶ月前の事だった。

　別に死ぬつもりがあったわけではないが、『死にたい』とは思っていた。しかし、『自分から死ぬ』という行動が自分にも許されるという考えに至らなかっただけなのだ。

　そうした心の揺らめきが一つの境きよう界かい線せんを越えるか越えないかという時──

『仮面職人』が、彼女の前に現れた。

　貴き族ぞくの一人と『取引』を済ませた帰り道──禿はげ頭あたまの主人に指示された通り、人ひと目めに付かない路ろ地じ裏うらを選んで帰っていた時に──まるで闇やみの中から湧わき出るように、いつの間にかそこに立っていたのだ。

　噂うわさは、知っていた。

　目もく撃げき者は死ぬ。その単純にして明快なルールを理解していた彼女は──それでも特に恐れを抱かなかった。寧むしろ、『やっとか』と思う程ほどだった。

　どうせ『仮面職人』を目撃しようがすまいが、自分も他に買われてきた子供達と同じように狂い死ぬか、あるいは別の死に方をする事だろう。その上、生きている事は単なる苦痛であり、死んでも誰も自分の事を見ないし、存在すらしていない事になる。

　ならば、ここで存在すらあやふやな都市伝でん説せつの怪かい人じんに殺された方が余よ程ほど自分らしい死に方ではないのだろうかと。

　少なくともその瞬しゆん間かんは──ニキは、死を恐れてはいなかった。

　そんな彼女の心を読むかのように、『仮面職人』は仮面の奥でニヤリと笑う。

　更さらに、ニキにとっては意い外がいな事に、謎なぞの怪人は実に流りゆう暢ちような声でニキに向かって言葉を紡つむぐ。

「知っているか？　死ぬ気になれば、人間は大たい抵ていの事はできるのだぞ？」

「……？」

「命が要いらないのなら──最後に一つだけ……自分で何かを選んでみるつもりはないか？　仲間達を救いたいか？　自分で死ぬもよし。君も『仮面』を被かぶってくれるのなら、私は喜んでお前に手を貸してやろう」

　そして、『仮か面めん職人』は語り出す。少女だけに向けて、少女を籠ちよう絡らくする為ための罠わなに満ちた言葉の数々を。

　ニキはただ、その言葉を自らの脳のう髄ずいに染しみこませるので手て一いつ杯ぱいだった。

　仲間の為、自分の存在意い義ぎ、幸せ、復ふく讐しゆう。そのどれも、その瞬しゆん間かんのニキの心にはなかったし、当時のニキにとってはどうでもよい事だった。

　彼女の心を純粋に震わせたものはただ一つ。

『選択肢し』を与えられたという一点に過ぎなかった。

　今まで物として扱われ、誰かに何かを選ばせて貰もらえるという事を知らずに育った彼女にとって、『仮面職人』の言葉はまさに甘かん美びなものと聞こえ──

　彼女は迷う事なく、怪かい人じんの言葉を受け入れた。

　その先に、何が待つのかも知らずに──ただ、目の前にいる人間は自分の意思が存在している事を知っていてくれる。その事実だけが嬉うれしくて。







　そして現在──彼女は自らが選んだ選択肢に誇りを持とうとしていた。

　覚かく悟ごを決めた彼女の前で、大人おとな達は自らの誇りを語り出す。

「……あの、木の仮面の男がもたらした偽にせ金がねは、確かに我々に富をもたらした」

　ラローフは静かに呟つぶやきながらも、両腕を仰ぎよう々ぎようしく広げて自らの話を煽あおり立てる。

　まるで、一いつ瞬しゆんたりともニキに気け圧おされかけたという汚お点てんを振り払うかのように。

「だが、我々が欲しかったのは富ではない。『安心』だ。その為には、貴き族ぞくや商人達に対する鎖くさりが欲しかったんでな……だからこそ、『薬』が必要だった。解わからんだろうな。我々のような立場の低い庶しよ民みんが求める物は単純に金や権力といったものではない。頭の上に剣がぶら下がった玉ぎよく座ざなど要いらない。『安心』という言葉に全てが集約される」

「……私達を奴ど隷れい商人から買ったのも、その『安心』ってものを得る為なの？」

「無む論ろんだ。我々が率そつ先せんして偽金や『薬』の生せい成せいに関かん与よしていけば、表おもての仕事がおろそかになって貴族どもに目を付けられる。賄わい賂ろが効かない厄やつ介かいな奴やつもいるしなあ」

　その上、取引の現場を押さえられたら言い訳ができなくなるが──本ほん来らい存在しない筈はずの人間達の犯行ならば、シラを切り通す事ができる。

　無む論ろん本来の憲けん兵ぺいなどが相手ならばそんな真ま似ねはできないが、何もかもが異い質しつなこの街において、都市警けい察さつは完全に貴族や議員ではなく『金を持った庶民』の味方だ。

「エスペランサと一緒に不ぶ気き味みな錬れん金きん術じゆつ師しの連れん中ちゆうも抑える事ができて一いつ石せき二に鳥ちようだ。ああ、そうそう……」

　ラローフは腰から警けい棒ぼうを取りだし、手の中でクルリと回してみせる。

「君きみ達たちは既すでに『安心』ではない。寧むしろ『不安の種たね』だ」

　そう言いながら、勢いよく警けい棒ぼうを振り上げ──

　ニキの顔面に振り下ろされようかという寸すん前ぜんに──それは起こった。

「た、大変だ！」

　扉とびらを開け放って現れたのは、ニキの主あるじである禿はげ頭あたまの男だった。




「……『薬』の工こう房ぼうが……燃えてる、燃えてるんだ畜ちく生しよう！」




　　　　⇔




ボロニアル邸てい




「大変ですボロニアル様！」

　部屋に入ってきた執しつ事じの言葉に、エスペランサは目を見開いて言葉を返す。

「どうした!?　ニキ嬢じようは見つかったか!?」

　夕方から姿を消したニキを使用人達たちに探させていたエスペランサだが、執事から返ってきた言葉はもっと意い外がいなものだった。

「い、いえ、それが……ニキ嬢を探して街に出た者達が、急ぎ戻ってきまして……」

　執事はそう言うと、エスペランサの部屋の窓を開け、外の景色を見るように促うながした。

「街の港で……」

　執事に説明を受けるよりも先に、エスペランサはフクロウのような目を見開いて窓から身を乗り出し──そこで、見る。

　何ヶ月も前から港に泊とめられていた巨大な船から、火ひの粉こが煌こう々こうと立ち上る光景を。




　　　　⇔




　外では混乱が続く一方──ニキは、部屋に見張りの男と共に取り残されていた。

　他の大人おとな達は皆みな消火の為ために外に向かったが、流石さすがにニキを置いていく程ほど彼らはマヌケではなかったようだ。

　結果として、ニキはよりにもよって、主である禿はげ男おとこと二人きりという状況にさせられた。

　壁かべ際ぎわに追いつめられたニキは、

「ニキ……てめぇぇ、よくも俺の顔に泥どろを塗りたくってくれやがったなぁ」

　下げ卑びた態度を隠かくす事こと無なく、禿男は手にハンマーを握ってニキへと一歩近づいた。

　それは金物細ざい工くの際にクズ鉄等などを叩たたき伸ばす為の物で、人間の頭に振り下ろせば赤く歪いびつな肉細ざい工くができあがる事は確実であろう。

　しかし禿はげ男おとこはそんな事は気にせず、寧むしろそうした肉にく細工を造る気満まん々まんでハンマーを振り上げたのだが──

　皮ひ肉にくな事に、先せん刻こく自分がそうやって警けい棒ぼうの一いち撃げきを阻そ止ししたように──

　今度は自らの一撃が、突とつ然ぜん現れた乱入者によって阻止される事となった。




　勢い良くドアが開く音がして、禿男とニキが反射的に視線を向けた先に──

　それは、居た。

　黒いフード付きの黒マントを身に纏まとい、顔面にカーニバルで着けられるような奇き妙みような仮か面めんを着けている男。

「だっ……誰だ手前てめえ！　な、なんの悪ふざけだ!?」

　驚いたのは禿はげ頭あたまの男の方だ。彼は、『仮面職人』というのはニキ達のでっちあげた想像上の殺人鬼きに過ぎないと聞いていた。

　それがこうして目の前におり──無言のまま仮面をこちらに向けている。

『仮面職人』を見た者は死ぬ。

　くだらないでっちあげだと解わかっていても、その心は僅わずかに禿頭の心を鷲わし摑づかんだ。

「て、手前ぇ……誰だか知らねえがふざけやがって……！」

　禿頭は目の前に現れた不安の塊かたまりを打ち払う為ために、ニキに背を向け、扉とびらの入口に向かって駆け出そうとした。

　ところが──その勢いが急にしぼみ、禿頭の『不安』が唐とう突とつに『恐怖』へと塗り替えられた。

　仮面の男の手には、噂うわさにあるような三角錐剣ステイレツトではなく──

　銀色に輝く、奇き妙みような形をした拳けん銃じゆうが握られていたからだ。

「……っ！」

　圧倒的な凶きよう器きを前にし、禿頭もニキも緊きん張ちように息を吞む。

　周囲の空気が一いつ瞬しゆんで凍り付き、恐ろしい程ほどに圧あつ迫ぱく感のある沈ちん黙もくが部屋全体を包み込んだ。

　もっとも────

「むぃっくしゅ」

　と、仮面の下から聞こえた奇き妙みようなクシャミだけは、場の空気から激しく逸いつ脱だつしていたのだが。




　　　　⇔




「……」

　街で何か異常が起こっていると判断したエスペランサは、愛あい用ようの銃を手にすべく、自室の引き出しを開いたのだが──

　そこに愛あい銃じゆうの姿は無く、入れ替わりに汚きたない文字でのメモが遺のこされていた。

【スペランへ。銃、ちょっと借りていくね。エルマーより】

「あ　の　や　ろ　う」

　コメカミをひくつかせながら居い候そうろうへの罵ば詈り雑ぞう言ごんを述べようとした時──メモの下の方に書かれていた追つい伸しんに気が付いた。

【ちなみに、女の子を助ける為ためだから】

「なら許す」

　あっさりと怒りを鎮しずめ、エスペランサは銃を持たぬまま勢いよく身を翻ひるがえした。

　敵でもあり、自分の護まもるべき存在でもある『街』に、何が起こっているのかを見定める為に。




　　　　⇔




　どういう経緯いきさつかは不明だが、ボロニアルがメディチ家の人間から譲ゆずり受けたという、ロレンツォーニの手による三連れん銃じゆう。

　丸みを帯びた白いグリップには美しい紋もん様ようが描かれ、激げき鉄てつなども装そう飾しよくの一部と思わせるようなデザインが施ほどこされていた。それだけならば通常の拳けん銃じゆうにも良く見られる形状だが──変わっている点としては、銃じゆう身しんが三本存在し、それがピラミッド状に束ねられている部分が上げられる。

　──おいおい、なんだよあの銃ぁよお。ま、まさか三連射できんのか？　それとも三発纏まとめて出てくるのか？

　実際には一発ごとに銃じゆう身しんを回転させ、激鉄の準備を整えなければならないのだが──それでも、弾たま籠ごめの省しよう略りやくを考えると、当時としては『連れん射しや』と呼ぶに足る速度での発射が可能だった。

　四し半はん世紀も前に造られた拳銃だが、その特殊な形は持主の心を躍おどらせ、相あい対たいする者を更さらなる不安の渦うずに叩たたき込む。

　手にするだけで自分自身のランクが上がったような錯さつ覚かくに囚とらわれるような銃を握り締め、仮か面めんを被かぶった少年は、静かに銃じゆう口こうを禿はげ頭あたまの方に差し向けた。

「よ、よせ！　わ、解わかった、武器は置く、武器は置くから、な、な？」

　禿頭は武器を置き、こびへつらう目になって『仮面職人』の顔色を窺うかがっている。

「な、な、俺はあんたの味方だ、だからその、勘かん弁べんしてくれよ、な？」

　あまりに素早い変わり身に、仮面の男は暫しばし考えるように首を傾かしげていたのだが──

　やがて小さく頷うなずくと、そこで初めて口を開く。

「俺は別にいいんだけどさ」

「……え？」

　想像よりも遙かに若い声に、禿頭は呆ほうけた顔で返事をしたのだが──

「後ろの子が許さないみたい」

　彼の背後には手の縄なわを机の角で切ったニキが立っており、何も気付いていない禿はげ頭あたまに、木製の椅い子すを全力で振り下ろした。




　　　　⇔




　ヒューイとモニカは廃はい屋おくの二階まであがり、慎しん重ちように窓から顔を覗のぞかせる。

　街の中では人々が慌あわただしく走り回っており、少し先の港では、巨大な船が真まっ赤かな炎ほのおを上げて燃えさかっている姿が見えた。

「……！」

「燃えてる……」

　見たままの感想を言うモニカの言葉を無視し、ヒューイは必死に頭の中を回転させる。

　──なんだ!?　何が起こっている!?

　──あの船は……昨日きのう調べた……薬の工こう房ぼうの船か？

　──どうして燃えている……!?

　──これはチャンスなのか、それともピンチなのか……？

「ねえ」

　──街の連れん中ちゆうに攻撃をした奴やつがいるのか!?　誰だ!?　貴き族ぞくどもか!?　それともダルトンあたりが何かやったのか!?

「ねえ」

　──くそ、一いつ体たい何が……

「ねえったら」

「うるさいぞエルマー！　貴き様さまいい加か減げんに……」

　振り向き様にそう叫びかけて──ヒューイの脳のう内ないは更さらなる疑問符ふに包まれる。

「やあ。やっと気付いてくれた」

　そこには黒い外がい套とうを羽は織おったエルマーが立っており──

　彼の右手には拳けん銃じゆうが、左手には純白の仮か面めんが握られていた。

　ついでに後ろに立っている栗くり色いろの髪かみの少女も見つけ──ヒューイは、嫌な確信を持つ。

　自分がここまで何かに混乱するのは──５年前の魔ま女じよ狩がり以来だろうと。

　そして──それを殊こと更さら強調するように、エルマーは母や村人を思わせる、あの微笑ほほえみを浮かべていた。

　──……!?？　????　!?　？　！　!?！　！　？

　予測通り、瞬しゆん時じにして混乱が極まり──考えを纏まとめるよりも先に、ヒューイはエルマーの胸ぐらを摑つかんで強ごう引いんな問いかけを開始する。

「何な故ぜここに来れた。偶然とは言わせないぞ」

「うん、偶然じゃないよ。ここってヒューイの隠かくれ家がだろ？　だから、ここに来たら会えるかなと思って」

「……っ！　……どうして、どうしてここが解わかった」

「通りすがりの吸きゆう血けつ鬼きにもらったアカシアの葉に書いてあった」

「瞬しゆん間かん的にバレる噓うそをつくな！」

「……どうして……どうして噓だって解ったの？」

　心底不ふ思し議ぎそうな顔をするエルマーの言葉を聞いて、ヒューイはへなへなと壁によりかかる。

「大丈夫？」

　手を差し伸べたエルマーの手をバシリと払い、ヒューイは再び問いただす。

「お前は一いつ体たい……お前は一体何者だ!?　何ど処こまで知ってる！　何が目的でこの街に来た！」

　もはやヒューイらしさの欠片かけらもない問答だったが、エルマーは暫しばし考え、困ったような笑顔と共に口を開いた。

「えーと。うん、俺は御ご覧らんの通り『仮か面めん職人』さ。この街を血と惨さん劇げきで染そめ上げて……ええと……しかる後に悪の帝てい国こくを打ち立てて三さん銃じゆう士しに成せい敗ばいされてハッピーエンドに導くよ？」

　明らかに考えながら喋しやべっているエルマーに、ヒューイは静かに一つ溜ため息いきをつく。

　長い長い溜息は、やがて少年の心を冷静な状態に戻していった。

　ヒューイは静かに立ち上がると──素早く相手の右手に手を伸ばし、その手しゆ中ちゆうから特殊な形の拳けん銃じゆうを奪いとる。

「あっ」

　思わず手を離してしまったエルマーだったが──声をあげた時には既すでに遅く、その眼前に三つならんだ銃じゆう口こうが突きつけられた。

「……正直に話せ。お前は、何者だ？　何が目的だ？」

　静かに声を吐き出すヒューイは、完全に冷静さを取り戻していた。
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　それだけに──モニカは確信する。冷静だからこそ、ヒューイは引ひき金がねを引くだろうと。

「ちょっと!?　や……やめてよヒューイ君！　こんな……こんなの駄だ目めだよ！」

「エルマーっ！」

　同じ室内にいた二人の少女が、一いつ触しよく即そく発はつの状況に悲鳴をあげる。もっとも、この状況で人ひと死じにが出るとすればエルマー以外あり得ないのだが。




　栗くり毛げの少女──ニキは、わけが解らぬままこの廃はい屋おくへと連れてこられた。

　誰かの所有物らしく、普段は鍵かぎが掛かっている建物だが──何な故ぜここに連れ込まれたのか、どうして数日前に会った男女がここにいるのか。何故エルマーが『仮面職人』と同じ仮面を被かぶっているのか。そして、奇き跡せき的にこうして助かった今──自分が何をすればいいのかも。

　──私は、死ななくちゃいけないのに。

　そんなことを考えていたニキだったが──銃じゆう口こうを突きつけられたエルマーを見て、反射的に動いていた。

　彼を庇かばおうとして足を踏み出したニキ。しかし、彼女の目は、自分よりも先に動き出していた少女を見つけて踏みとどまった。

　一いつ瞬しゆん早くエルマーと銃口の間に割り込んだ少女に、ヒューイは少しだけ目を見開いた。

「……どいてよ、モニカ」

「どかない。……違う、違うの、ヒューイ君」

　刹せつ那な──ニキは気付く。

　モニカと呼ばれた少女の纏まとう雰ふん囲い気きが、先せん刻こくまでのそれと変わっているという事に。

「……違うって、何がさ」

　訝いぶかしげに尋たずねるヒューイに、モニカは静かに首を振る。

「エルマー君に……ここの事を教えたのは……私だよ」

「……なんだって？」

　話がさっぱり見えて来ないといった表情のヒューイを余よ所そに、仮か面めんを被かぶり直していたエルマーが困ったように声をあげる。

「ダメだよモニカ、それは秘密って……」

　だが──

「黙れ！」

　突然響ひびいたモニカの鋭い一いつ喝かつに、思わず周囲にいた三人はたじろいだ。

「後は……私の問題だ。この意い地じだけは通させて貰もらう」

　モニカの口から出てきた言葉は、それまでの少女らしい者とは一八〇度違う、およそ女性が使うには相応ふさわしくない、荒々しくも整然とした口く調ちようだった。

「え……？」

　そして、ニキは気付く。

　気付いてしまう。

「その……声と……喋しやべり方……！」

　頭の中で繫つながる奇き妙みような符ふ合ごう。しかしニキは、それを素直に認める事はできなかった。しかし、記き憶おくはまさしく、モニカと呼ばれた少女とある人物を結びつける。

「この前は……この前は気付かなかったけど……」

「……」

　彼女の指し摘てきに、モニカは暫しばし顔を俯うつむかせていた。だが、不意に俯いたまま右手を背後に伸ばし、被かぶりかけていた純白の仮か面めんを奪い取る。

「ああっ。ちょっ、俺の仮面」

　抗こう議ぎの声をあげるエルマーを余よ所そに──

　モニカは無言のまま、その仮面を己の顔へとあてがい、仮面の奥で微笑んだ。

「……久しぶりだな、ニキ」




　　　　⇔




24時間前　菓子工こう房ぼう　二階




　モニカが部屋に戻った時、窓の外に居たのは──

　羊よう皮ひ紙しを切り抜いて造った歪いびつででたらめな仮面を顔に縛しばり付けた男だった。

　最初は何事かと目を丸くし、悲鳴をあげようかどうか迷ったモニカだったが──

　その男の左腕に赤く染そまった布が巻かれているのを見て、瞬しゆん時じに感情を体の奥に仕舞い込む。

「……」

　無言のまま窓をあけると、紙かみ仮面の怪かい人じんは申し訳なさそうに足を踏み入れ、小さなクシャミを吐き出した。

「みぃっきしっ！」




「……それで、窓からなんの用かな。エルマー……君」

　あからさまな警けい戒かいと共に壁かべ際ぎわに佇たたずむモニカは、仮か面めんを被かぶったエルマーに冷静に問いかける。

「あれ。よく解わかったね」

　エルマーは不ふ思し議ぎそうに言いながら紙かみ仮面を外し、いつも通りの笑顔をモニカに向けた。

　モニカは表面上はいつもの表情を浮かべながら、淡たん々たんと質問を口にする。

「……その左腕、どうしたの？」

「え？　どうしたって……」

　牽けん制せいの筈はずだった言葉に、エルマーはキョトンとした顔で問い返した。

「モニカが刺したんじゃない」

　カマをかけているつもりでは無さそうで、心しん底そこ不思議だと思っている顔だった。

「……」

　モニカは途と端たんに馬鹿らしくなり、拳こぶしを握り締めながら疲れたような溜ため息いきを吐き出し、そのまま部屋の扉とびらを閉めにいく。

　そして、内側から鍵かぎを掛けた時点で、その扉を背にしながら──

「何な故ぜ、私だと解った？」

　瞬しゆん時じに声のトーンを落とし、それまでの『モニカ』という表情を腹の奥に押し込める。

　入れ替わりに現れた彼女の本ほん性しようの声は、少女らしさは欠片かけらも感じさせず、どこか大人おとなびた艶なまめかしさすら感じさせている。……が、エルマーの方はあくまで普段と同じように口を開いた。

「んー？　いや、だってさ。さっき、俺の腕を刺した時に、俺の首を一いつ旦たん押さえつけたじゃない？　その時の感覚がさ、今日、俺の襟えり首くびを摑つかんだ時と一緒だったから」

「……でたらめを言うな。刺されてる状況でそんな事が解る筈はずが……」

「いやいや、俺、ああいうの慣れてるから」

「……」

　あっさりと言い放つエルマーの言葉に、モニカは夕方見みた彼の疵きず痕あとを思い出し、そのまま暫しばし黙り込む。

「……本当に、それだけか？」

「正直に言うと、他にも色々と推すい測そくできる事はあったけどね。例えば、君のお兄さんの事とか」

　何のてらいも無く吐き出される言葉に、モニカはそっと目を細めた。

「……ダルトンから、私の裏の顔は聞いていない……というのは噓うそだったのか？」

「いや？　ダルトン先生からは聞いてないよ？　君のお兄さんから直接聞いた。ああ、安心して。君のお兄にいさんは君が『仮面職しよく人にん』だって気付いてないみたいだよ？」

「……っ！」

「最初の日に、聞かなくても教えてくれたよ。『猫を被る奴やつだが、よろしく頼む』ってさ」

　ケラケラと楽しそうに話すエルマーとは裏うら腹はらに、モニカは身に纏まとう空気の温度を少しずつ低下させていく。

「……で、貴き様さまは何な故ぜ警察ではなく私の所にやってきた？　先せん刻こくの復ふく讐しゆうをするためか？　それとも、私を脅おどすつもりか？　どちらにせよ──ただで帰れると思わない事だ」

　徐じよ々じよにモニカの声から温度が消え始め、狩人かりうどのように目つきを鋭く光らせる。手元にはいつの間にかスティレットが握られており、彼女はエルマーの心しん臓ぞうに狙ねらいを定めた。

　だが、エルマーはポンと手を叩たたき、全く空気を読まない笑顔で口を開く。

「そう！　それそれ、タダで帰るなんて思ってないって。あのさ、君の持ってるあの仮か面めんさ。あれ一つ、俺にくれない？」

「……馬鹿にしているのか？」

　次の瞬しゆん間かん──モニカは瞬間的にエルマーの背後に回り込み、後ろから手を回す形で喉のど元もとにスティレットの先せん端たんを突きつける。

　鋭い刃やいばが喉のど笛ぶえに下からあてがわれ、このまま勢い良く刺したらエルマーの脳のう味み噌そは簡単に串くし刺ざしにされる事だろう。

　それを理解しながら──エルマーは、尚なおも言葉を吐き出した。

「あれをくれれば──俺が、持って行ってやるよ。『仮面職しよく人にん』の称しよう号ごうを」

「何を……言っている？」

　幽ゆう鬼きのように呟つぶやくモニカに、エルマーは嫌いや味みの無い微笑ほほえみを向ける。

「ヒューイと付き合うには、結けつ構こう邪じや魔まじゃない？　その重みって」

「……っ！」

「そもそもモニカが『仮面職人』だろうなって確信したのは、ヒューイと君の態度を見てさ。俺の特とく技ぎは、人の『作り笑い』を見分ける事で……。ああ、理り屈くつはうまく説明できないけど、なんとなく解わかるんだよ。で、モニカは普段は作り笑いだけど、ヒューイといるときだけ本当に笑ってる」

　その言葉を聞いた瞬間、モニカは、目の前の少年の中にちょっとした恐怖の塊かたまりを感じ取る。

　目の前の人間が単なる偽ぎ善ぜん者の類たぐいではないという事は解っていた。しかし──彼の中にある奇き妙みような違い和わ感を強く感じ、モニカは心臓をなで回されているような錯さつ覚かくに陥おちいった。

「モニカは──本当はニキとかこの街とかはどうでも良かった。……ただ、ヒューイの計画の為ために、『薬』を排はい除じよしたかったんでしょ？　ヒューイの偽にせ金がね造づくりの為にさ」

　エルマーは笑っている。ただ、笑っている。

　笑いながら、彼は語る。全てを語る。

　──こいつ……予よ言げん者か何かの類か？

　恐ろしいほど的てき確かくな指し摘てきに、モニカの心臓が激しく跳ねた。

「……ヒューイ君の……偽金の事は……誰に聞いた……？」

「ああ、偽金の事は君のお兄にいさんに。ヒューイが元もと締じめってのはダルトン先生から。ダルトン先生も大だい胆たんだよねえ。薬はともかく、偽金はヒューイが黒くろ幕まくって知ってて完全に黙もく認にんだもん」

「……」

　あいかわらず、後ろを取っているのは自分の方だ。剣の切きっ先さきも先せん刻こくから動いていない。

　何かがあれば、一いつ瞬しゆんでこちらが相手の命を奪える体勢。

　それなのにまるで自分の方が命を握られているような、そんな感覚が全身を支配する。

「君の『過去』を知ってるから、敢あえて断言するけど──君は、殺人鬼き的てきな一面がある。他人を駒こまか紙切れの一部と認にん識しきして、なんの躊躇ためらいも無く焼き払える上に、この世界を憎にくんでる」

　実際この時、エルマーは心の底から他た意いなく話していたのだが、この状況下で全く躊躇いなく笑顔を浮かべて冷静に話す事ができるというのは、それだけで充分に脅きよう威いと言える。

「だけど、これも断だん言げんする。ヒューイの前で顔を赤くしてる君の笑顔も、間違いなく本物だ。傍はた目めには別人に見える程ほどのアンバランスさを持ってる。だからこそ俺は、君ならヒューイの奴やつを笑顔にできると思うし──君を本当の意味で幸せにできるのは、多分君きみから『照れ屋』の笑顔を引き出せるヒューイの奴だけだと思う。今の時点ではね」

　段々とエルマーの意図が読めてきたモニカは、今度はその意図が信じられずに問う。

「……じゃあ、お前がここに来たのは……」

　が、やはり返ってきたものは、空気を全く読まない言葉の羅ら列れつだけだった。

「ヒューイと君は絶対お似に合あいのカップルだと思うって言ったろ？　その作戦を立てに来たんだよ！　こういうのは早い方がいいからね！　ああ、でも一応さっき刺されて脅おどかされたお返しに脅かそうと思ったんだけど、全然引ひっかからなかったねえ。まあいいや」

「まあいいや、で済む話では……」

「とりあえずヒューイの気を惹ひくために……『仮か面めん職人』の姿を見たって言って、君が怖がるのはどう？　……ん？　あ！　そうじゃん！　そうすれば君が『仮面職人』だなんて間違っても疑われなくなる！　よし、俺が明日から『仮面職人』になって脅かすからさ、それでどさくさに紛まぎれて抱きついちゃったりとか手を握ったりとか……」




　楽しそうに語るエルマーだが──この時はまだ、知らなかった。

　都市警けい察さつが何を企たくらんでいるのかを、そして──翌よく日じつに、何を起こすつもりなのかという事を。

　そして、様々な偶ぐう発はつを絡ませながら、時は流れ────
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現在　廃はい屋おく内




　フラりと体をよろめかせながら、ヒューイは小声でモニカに対して問いかける。

「ちょっと待ってくれ。話を整理したい。……モニカがここを教えたって……だって、今、初めて君をここに……」

「連れてきてもらったのは初めてだけど……そ、その、私、ずっと、その……見てたから」

「……？」

　唐とう突とつにいつもの喋しやべり方に戻るモニカに、ヒューイもニキも眉まゆを顰ひそめる。そんな彼らの様よう子すを横よこ目めに、モニカはただツラツラと声を絞しぼり出し続けた。

「それで……その、ずっと……前から、見てたから、その……ヒューイ君、ここに時々来て……さっきの木のお面を被かぶって……ね？」

「ああ、ごめん。もういい。……もう、何となく解わかった」

　──なんてことだ。全部……いつから筒つつ抜ぬけだったんだ？

　──なんの為ために俺はさっき……。

「君が……『仮か面めん職人』だっていうのも……」

「あ、あの……さっきヒューイ君……私が仮面職人でも、どうでもいいって……」

　──……まさか、本当にそうだと思うわけがないだろう。

　今度こそ全身から力が抜けきったヒューイ。

　その手からエルマーがヒョイと拳けん銃じゆうを取り上げ、激げき鉄てつ部分を確認しながら口を開いた。

「ああもう。モニカったらなんでバラしちゃうのさ。確かに、なんか色々トラブルが起こったから作戦は台だい無なしになっちゃったけどね。まあ、警察署しよ長ちようの動きを探ってたら偶然ニキを助けられたのは良かったけど……」

　エルマーは困ったように首を傾かしげながら、珍しくモニカに抗こう議ぎめいた言葉をブツブツと差し向ける。だが、モニカは薄く微笑ほほえみながら首を左右に振り──

「やっぱり……駄だ目めだよ。エルマー君に『仮面職人』を押しつけるなんて……」

「でも」

「だってそれじゃ……それじゃ私達はともかく……エルマー君が幸せになれないじゃない」

「いや、だから何度も言ってるけど、俺は別にどうなっても──」

　あくまでいつもの調子で答えようとするエルマーだったが──

「……見くびるな」

　凛りんとした声が響ひびき、再びモニカの中に『仮面職人』の色が浮かび上がる。

「私を……私をそんな軽い女だと思っているのか!?　他人を犠ぎ牲せいにして愛を叶かなえるのは構わない。だが、他人の自己犠牲を享きよう受じゆしてまでのうのうとヒューイ……君を……愛そうとは……思わ……な……あ、あ、ああああああああ」

　言葉の途中でヒューイが目の前に居ることを思い出し、そのまま混乱して声が震え始めた。

　──芝しば居い……というわけではないのか？

　ヒューイが混乱しながら彼女を見つめている傍かたわらで、エルマーは笑いながら溜ため息いきを。

「忙いそがしい子だねえ、本当に」

「あ、あの、エルマーさん、私……」

　最も混乱していてもいい筈はずのニキは、かえって冷静になってエルマーに声をかけようとしたのだが──その声が聞こえていたのかいないのか、エルマーは窓から再び外を覗のぞき見た。

「おお、いい感じに人が集まってきたねえ」

　燃えさかる船の周りに、手に手に得え物ものを持ったままの市民達が集まりつつあるのを見て──エルマーは愉ゆ快かいそうな声をあげ、手にした拳けん銃じゆうを握り締める。

「それじゃ……そろそろ仮か装そうパーティーを締めくくろう」
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「糞くそ……何が……何がどうなってる？　誰がこんな真ま似ねを……！」

　炎ほのおと熱気を振りまく船を前にして、ラローフは忌いま々いましげに熱から身を守っている。

　配はい下かの警官達も、自分達の主あるじである市民の有力者達も、揃そろってこの火事の様よう子すを見に集まっている。錬れん金きん術じゆつ師し狩がりの途中だったのか、みな手に手に工こう具ぐや農のう具ぐ、包ほう丁ちようや鍋なべなどの得物を持ったままだった。

　──……待てよ。

　その状況に嫌な予感を覚おぼえたラローフは、配下に命じて市民を散らせようとしたのだが──

「おい、なんだありゃ」

「あれは……都市警けい察さつじゃない！　畜ちく生しよう！　あれは！　あれは……」

　時は既すでに遅く、大通りの奥から、馬に乗った騎き兵へいを先頭とした一いち団だんがこちらに向かっているのが見えた。

「貴き族ぞくの私し兵へいか国こく軍ぐんか解わからないが……軍人連れん中ちゆうだ！」

　先頭集しゆう団だんの中に一ひと際きわ目立つ服装のエスペランサを見つけ、市民達の間にあからさまな緊きん張ちようが走る。

　──あの目立ちたがり屋……！　こんな所にまでノコノコと……！

　──落ち着け。こんな時の為ために市民達は『武器』は持ってきていないんだ。

　──火事に慌あわてて職場で道具を片付けている最さい中ちゆうに飛び出してきたと言えば……

　ラローフと市民の皆が、似たような事を考えて緊張した次の瞬しゆん間かん──

　誰の耳にも明らかな銃じゆう声せいが、港の中に高らかに木霊こだました。

「ば……馬鹿なぁ!?」

　まずは一発。こちらに向かう騎兵隊たいの馬が嘶いななきを上げ、兵へい士し達にも緊張が走る。

　市民達はあるはずの無い銃声に互いの顔を見合わせ、一歩も動けぬまま軍人達の接近を許してしまった。

　そして、それに呼こ応おうするかのように二発目の銃声が港のどこからか響ひびき、10秒と間を開けず、三発目の銃じゆう声せいが響ひびき渡った。

　騎き兵へい達はエスペランサを護まもるように陣じん形けいを組むが、当のエスペランサ本人は、三発で終了した銃じゆう声せいに眉まゆを顰ひそめて考えこむ。

　──俺の銃の音じゃないか。

　──エルマーの奴やつ……。何が女を救う為ためだ。

　エスペランサは呆あきれ混じりの溜ため息いきをつき、続いて、口元に凶きよう悪あくな笑えみを浮かべて見せた。

　──俺を手助けしてどうすんだよ。




「市民による暴ぼう動どうを確認した。……ナポリ総そう督とくの地方代だい行こう者しやとして命じる！　速やかにこの暴動を鎮ちん圧あつし、国家の威い光こうを民みん衆しゆうに示せ！」

　何な故ぜか軍を指し揮きしている伯はく爵しやくの号ごう令れいにより、軍人達は機能的に散さん会かいし、市民を次々と投とう降こうさせる。市民の方にも殆ほとんど抵抗は見られなかった。それもその筈はずである。銃声のせいで完全な暴動と見なされた以上、下へ手たな抵抗を見せればナポリに伝でん令れいが飛ばされ、最悪の場合、スペイン国こく軍ぐんの本ほん体たいの一部と戦うハメになる。

　それを理解しているからこそ──市民達は目先の『安全』へと逃げ──我われ先さきにと軍隊に降こう伏ふくする結末を選択した。

　まるで、それ以外の選択肢しなど無いとでもいうかのような勢いで。
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　──……同じだ。

　ヒューイは、廃はい屋おくの二階からその光景を眺ながめていた。

　屋根に登ったエルマーが空に向けて銃声を響ひびかせた時、市民の間には確かに恐怖が伝でん染せんし、三発目を打ち終わる頃には、その恐怖が絶望へと変化していた。

　ヒューイはかつて自分が見た、母に告こく発はつされた瞬しゆん間かんの村人達の顔を思い出し、なんとも言えない気分になっていた。

　軍人達はなるべく市民達を傷つけないように行動している。下手に虐ぎやく殺さつを行って街の評ひよう判ばん自体を落としたくはないのだろう。市民達も素直に降伏しているので、まるで最初から示し合わされた茶ちや番ばんのようにも感じられる。

　彼はこの建物に近づく軍人達がいないか警けい戒かいしていたのだが──

　騎き兵へいのうちの一いつ騎き。兵へい士しにしては妙みように目立つ格かつ好こうをした男がこちらに馬を寄せるのを見て、緊きん張ちようと共にその動向を見守ったのだが──

　その男は廃屋の前で立ち止まると馬を下り、いつの間にか廃屋の入口に立っていたニキと何か話をしている。フクロウのように見開かれた目は特とく徴ちよう的で、ヒューイはその目を見てその男が何者であるかを思い出す。

　──あれは……ボロニアル伯はく爵しやく？

　すると、いつの間にか屋根から降りていたエルマーが横にヒョイと現れる。そして彼は窓を開け放って眼がん下かの貴き族ぞくを見下ろした。

「やあスペラン。また仕事中に女の子と話してさぼってるのかい？」

「黙れエルマー。これが私にとって最さい重要な仕事だ。……とにもかくにも、ニキ嬢じようにケガが無くて何よりです。他の市民も、女性に怪け我が人にんがいなければよいのですが」

　後半無む視しされたのがつまらないのか、エルマーは肩を竦すくめて問いかける。

「そうそう、あの銃、貸してくれてありがとね。今いま返そうか？」

　エルマーの何気ない一言に、エスペランサは慌あわてて周囲を見渡し──エルマーの声が聞こえる位置に市民などがいない事を確認して、二階にようやく届く程度の声を吐き出した。

「……銃はくれてやる。これだけのサギをやらかして、今いま更さら返されると気まずいんでな」

「本当？　ありがとうスペラン、気き前まえいいねえ」

「……ふん」

　あとは何も言う事はないとでもいうかのように、エスペランサはそれ以上顔かおを上にあげようとはしなかった。エルマーは少しだけつまらなそうに窓を閉めると、壁に身を隠かくしていたヒューイに声をかける。

「なんで隠れてるの？」

「領りよう主しゆに顔を覚えられて良いことがあると思うか？　そして、お前は本当に……何なんだ？　知り合いなのか？　どうしてあの伯爵とあんなに気軽に喋しやべれる？」

「まあ、知り合いっていうか、友達だからかな」

　あっさりとヒューイの問いを受け流し、今度は部屋の反対側で蹲うずくまっていたモニカへと声をかけるエルマー。

「モニカは挨あい拶さつしなくていいの？」

「そんな必要無ないよ。あいつ、女には優しいけど私だけは例外みたいだし」

「？」

　二人の会話に疑問符ふを抱いたヒューイだが──続く会話を聞き、その疑問符は取り払われる。

「そりゃ、妹に異い性せいとして接する人も少ないんじゃないかな」

　──いもうと……妹？

「妹……だって？」

　ヒューイの呟つぶやきに、モニカは何な故ぜか顔を真まっ赤かにして俯うつむき、エルマーがそんな彼女に代わって答えを返した。

「そ。妹。あれ？　知らなかったんだっけ？」

「……」

「スペランの妹って立場だからね。ほら、警察の人達は彼女を最さい優先で狙ねらってたみたいだよ？　彼女を『仮か面めん職人』に仕立て上げればスペランの弱みを握った事にできると思ったんじゃない？　まあ、仕立て上げるもなにも、実際そうだったんだけどさ。おかしい話だねえ。よし、笑おう。ヒューイも一緒に笑わない？　笑うと寿じゆ命みようが延びるっていう民間療りよう法ほうもあるって言うよ？」

　そんなエルマーの言葉を途中から無視し、ヒューイはコメカミに指を当てて考え込んだ。

　──じゃあ……もしかして、最初に捕まったとき、一晩と待たずに釈しやく放ほうされたのは──

　頭を痛めるヒューイの姿から何かを察したのか──エルマーは悪戯いたずら小こ僧ぞうのような微笑ほほえみを浮かべて口を開く。

「色々と知っておくって重要だよ。……こんな時に、困らないで済むから」
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　ニキは、迷っていた。

　エスペランサは自分の無事を心の底から喜んでくれて、もしよければ屋や敷しきにはいつでも遊びに来てくれとも言ってくれた。

　──でも……私には、そんな資格はない。

　結局、彼女はエスペランサに『仮面職人』の真実を伝える事ができなかった。

　ラローフは反乱の首しゆ謀ぼう者の一人として拘こう束そくされたらしいが、彼の口から伝わる可能性もある。

　──私は……。私は……。他のみんなと同じように……死ななくちゃいけないんだ。

　その事を、全ての事情を知るエルマーに告げると──彼は、少しだけ笑いを抑えて言った。

「君が、それを最善だと思うなら──それで、君が笑って死ねるなら──俺はそれを止めはしないよ。どんな死に方をするのも、君は自由なんだからね」

「……自由？」

「ああ、今の君は、自分で選べるんだ。……俺はね、人の幸せっていうのは……きっと、『選択肢し』なんだと思う。より多くの選択肢を与えられた人間、あるいは、自分の選択肢に気付けた人間は幸せなんだろうなって思う。例えもう死ぬしか道が遺のこされていないとしても──それでも、笑って死ぬか、苦しんで死ぬか──そんな選択肢ぐらいは探し当てたいねえ」

　淡たん々たんというエルマーの横で、ニキは暫しばし考える。

　エスペランサと暮らすという選択肢も、今すぐに死に果てるという選択肢も彼女にはある。

　何をすればいいのか解わからないまま、少女はエルマーの顔を見るが──

　少年はただ、虚うつろな笑顔で夜空を見上げるままで、少女に何も道を強制しようとはしない。

　ニキはそんな少年を少し冷たいなとも思い──同時に、感謝の想いも浮かぶ。

　自分の中に浮かぶいくつかの『選択肢』を嚙かみしめ──少女は一つの選択を。

　その選択が正しいのか間違っているのか解らないが、せめて彼女は──その先に新たな選択肢しが生まれる事を信じたかった。

　その無限の選択の繰り返しの中に──いつか、自分達の意味を見つける事ができるのかもしれない。少なくともそう信じる事を彼女は選択し──

　とりあえず、エルマーの真ま似ねをして口元を微笑ほほえませる事にした。




　　　　⇔




数時間後ご　廃はい屋おく　地下二階




　──ああ……苛いら立だたしい。

　──やはり世の中は苛立たしい事ばかりだ。

「それでさ、これからどうするの？」

「どうするもこうするも……どうしてエルマーがここにいる？」

　この世の贅ぜいに囲まれた部屋の中、これでもかという程ほどに不ふ機き嫌げんな顔をしたヒューイに、エルマーがこれでもかという程にニコニコとした笑顔を向けている。

「どうしてって、まあ、なんでだろうね？　よし、まずみんなですべきことは、俺がここにいる理由を考えるって事でどうだろう。モニカもそれでいい？」

「え、えええ？」

　急に話を振られたモニカはしどろもどろに首を振るだけで、ニキは部屋の隅すみで寝ね息いきを立てている状態だ。

　軍人達による市民の制圧が行われている間、下へ手たにうろついて巻き込まれるのは面めん倒どうだと、ヒューイは地下の隠かくし部屋に朝まで籠こもる事にしたのだが──

　いざ中に入ってみると、エルマーとモニカ、ニキまでが中にいる有あり様さまだ。それでなくとも今回の事件に関しては、ヒューイの『知らない』事実が山ほど出てきたので、彼にとっては唾だ棄きすべき世界から馬鹿にされたような錯さつ覚かくに陥おちいっている状況だった。

　そんな状況の中、空気を読まないエルマーが、殊こと更さらにヒューイの神経を逆さか撫なでる発言をした。

「それにしても大おお捕とり物ものになってたけど、街の人達、大丈夫かな」

「街の連れん中ちゆうだと……？」

　ヒューイには、エルマーのその漠ばく然ぜんとした物もの言いいが腹立たしかった。

　大事な想い人や親兄弟など、個人を心配するのならばまだ解わかる。しかし、彼は今──今回の騒そう動どうの黒くろ幕まくとでも言うべき『市民』達──ニキを殺しかけていた人間達全すべてを内ない包ほうするような言い方で心配をしている。

　それはヒューイにはどうしても苛立たしく感じられ、彼をこの部屋から追い出すよりも先に、苛立ちを言葉にして吐き出す方を優先する事にした。

「呆あきれたな。お前はまさか、あんな下らない連れん中ちゆうにまで『幸せになって欲しい』なんて言うつもりか？」

「そうだよ？」

　あっさりと。やはりあっさりと答えるエルマーに、ヒューイの中で何かが切れた。

「お前はどこまで偽ぎ善ぜん者だ？　それとも自分が万ばん人じんを救える神だとでも勘かん違ちがいしているのか？」

「俺もそこまで自分にできるとは思ってないけど……目指すだけならタダだからねえ」

「黙れ！　口くち先さきだけならなんとでも言える！　平和だの幸せだのを手にするには理想など無意味だ！　なんの力も無いお前に何ができる！」

　言葉が溢あふれる。言葉が溢れる。

　目の前にいる少年に、自分は何を重ねているのだろうか？

　５年前の村人達か、異い端たん審しん問もん官かん達か、母親か──

　あるいは、世界は希望に満ちていると信じていた自分自身か──

「今回はたまたま街の連れん中ちゆうが、俺が、モニカが悪あく党とうだっただけだ。だが、どちらにも悪意がなかったら、どちらも自らの正義を信じていたら、お前はどうするんだ？　お前に両方の正義を成立させた上で悲ひ劇げきを食い止める力があるのか？　それが無いなら、綺き麗れい事ごとなど余よ計けいに人を不幸に引きずり込むだけだ！」

　とりとめもなく叫ばれた言葉は、一つの正せい論ろんだった。ヒューイにとって、エルマーという人間は口だけで理想を説いて自らは何もしない、平和ボケをした人間としか思えなかった。

　ありったけの憎ぞう悪おを籠こめたヒューイの言葉に──それでも、エルマーは笑顔を崩さない。

「力がないと駄だ目め、か。全く同感だよ。俺もそう思う。理想が無意味とまでは言わないけど。だから俺は、力が欲しかった。いきなり神様とか王様みたいな力が欲しいなんて言わないよ。まずは、その力を得る為ための力を得る為の力を得る為の力。……要は、とっかかりさ」

　てっきり黙り込むと思っていたヒューイは、眉まゆを顰ひそめながらエルマーの顔を見つめ──何か、自分の背中に冷たい汗が走るのを感じ取る。

　対するエルマーは、モニカの顔からヒョイと仮か面めんを取り上げ──部屋の中に広がる嗜し好こう品ひんの山を見回し──こともなげに言ってのけた。

「それで……俺は見つけたんだ」

「……何？」

「何かを変える力なら、ここにあるじゃない」

「……!?」

　一いつ瞬しゆん、エルマーの中の『何か』に気け圧おされ、ヒューイは思わず黙り込む。

「この『仮面職しよく人にん』っていう『伝説』と、偽にせ金がねっていう具体的な資金作づくりのためのシステムさ。君はこのシステムを……世界を壊すために存分に使えばいい。僕はそのエネルギーを上う手まく調節して、世界を造る方に神経を注そそぐから」

　あっさりと紡つむぎ出される言葉の羅ら列れつ。

　だが、ヒューイの背にはじっとりと嫌な汗が流れ出す。

「世界を……造るだと？」

「そうだね。結局世界っていうのは、個別の意識の中……目に見える物が全てという個人的な世界の集合だからね。……逆に言えば、たった一人の意識を変えれば、確実にその一人分だけ──本当の世界も変わる。君やモニカが世界を憎にくむのを、俺は別に止めないよ。そこに君きみ達たちの幸せがあるなら。……そしたら俺は、そんな君達の力を利用するだけさ。はっきりと今お願いしたいのは──君達の築いてきたものを利用させてほしい。それだけさ。たったそれだけ」

「……」

「もちろん、君達の幸せも本当に願ってるけどね？」

　奇き妙みような上にどこか理り不ふ尽じんな言葉を呟つぶやくエルマーの顔を凝ぎよう視しして──ヒューイは気付く。

　このエルマーという男は、常に笑っているが──

　ただ、笑っているだけなのかもしれないと。

　その可能性に気付いた瞬しゆん間かん、ヒューイは目の前に座っている少年がものすごく不ぶ気き味みな人じん外がい魔ま境きようの使し徒とのように思えてきた。その正体を確かめる為ために、ヒューイは敢あえて尋たずねかける。

「お前は、何が望みなんだ？　世界中の人間を笑わせて、お前に何の得がある？　お前一人が幸せになればいいだろう。所しよ詮せん俺達の世界は、俺達の手が届く所までだ。お前が一人で幸せになればいいじゃないか。勝かつ手てに笑ってればいいだろう……」

「だから、その為にさ」

　エルマーの笑顔は変わらない。あまりにも変わらない。まるで、ずっとその表情で居ることを義務づけられているかのように。

「俺はね……俺のためだけに、みんなの心の底から幸せそうな笑顔が見たいだけなのさ」

　その答えを聞いて、ヒューイは一人、確信する。

　目の前にいる少年は、自分が望む何かの為ならば、いくらでも他者を利用し、騙だまし、踏み躙にじり、自分の手て駒ごまとして運命を左右する事に躊躇ためらいを覚えない人種──

　すなわち、とてつもなく純粋な『悪』なのだろうと。

　自分の目の前に座っているのは。もしかしたら今まで自分が見たことの無いような悪あく党とうなのかもしれない。ただ──その目的が特殊なだけで、もしも彼の望む者が『他人の幸福と笑顔』以外のものだったならば、恐怖と吐き気を感じる程ほどの。

　──いや……この時点で充じゆう分ぶん恐怖も吐き気も感じているな……俺は。

　──だが、まだだ。それ以上に、興味がある。

　──俺は……こいつの心の中をもう少しだけ覗いてみたいと思ってる。

　それに気付いた瞬間──ヒューイの心は、僅わずかにエルマーに興味の扉とびらを開き──

　暫しばらく沈ちん黙もくして考えた結果──少年は、一言だけ言葉を漏もらす。

「お前はまるで……『笑顔中毒者スマイルジヤンキー』だな」

「えっ」

「利用するなら好きにしろ。……この部屋と俺の『事業』については他た言ごん無む用よう。それが条件だ」

「本当に？　やったぁ！」

　無む邪じや気きな顔をしてはしゃぐエルマーに、それでもヒューイは心を許してはいなかった。

　モニカに到っては──ヒューイの決定を拒こばむ事など考えもしない。

　三人は利り害がい関係を一致させただけで、まだ互いの心の奥は何も覗のぞいてはいなかった。

　今は──まだ。




　そして、若い錬れん金きん術じゆつ師し達は、まだ知らない。

　彼らがこの時選んだ選択肢しが──後に、いくつかの事件の引ひき金がねになるという事を。

　ある時は５年後。ある時は３世紀も後の世に、大いなる混乱を引き起こすという事を。

　まだ彼らは何も知らない。知らないが──

　彼らは一つの道を選択し、そちらの未来へとシフトする。

　ヒューイやモニカにとって、それまでの世界は終わりを告げ──

　彼らはただ、新しい世界を歩み始める。

　その世界の先にある──次なる選択肢を探す為ために。







[image: エピローグ　物語の開演]






















　夜明けは、何事もなかったかのように訪れた。

　未だに煙を立ち上らせる港みなと周辺の建物を除き、街にはいつも通りの朝日が照らされる。

　貴き族ぞくも庶しよ民みんも錬れん金きん術じゆつ師し達も、街の人々はそれぞれの理由で混こん迷めいしている事だろうが──そんな様よう子すも、丘の上の一角からは遠すぎて見る事ができない。

　その丘の上──貴族の邸てい宅たく通りの片かた隅すみに、街を見下ろす人ひと影かげが二つ存在した。

「ああああ、夕べは何か派は手でな事があったみたいだな。知り合いに『お前の造った薬の粗そ悪あく品ひんが出回ってるぞ』と聞いて様よう子すを見に来て見たらこれだ。全くもって度どし難がたい俺の造りかけの薬を粗悪品にした上で勝かつ手てに売りさばくとは全くもって迷めい惑わくな話だなあそう思わないか？」

　早口で一気にまくし立てるのは、行ぎよう商しよう人にんのような格かつ好こうをした男。その横に立っていた『腐くさり卵たまご』のリーダーであるアイルは、顔を苦にが々にがしく歪ゆがませながら、その男の事を睨にらみ付ける。

「……ベグ・ガロット。あんたな……自分のやった事を理解してるのか？」

　長いぼさぼさの髪かみを後ろで軽く纏まとめたベグという男は、無ぶ精しよう髭ひげをさすりながら心しん外がいそうに首を振り──再び、怒ど濤とうの勢いで口から言葉を捻ひねり出す。

「何を馬鹿な事を言っているんだ俺はただお前の親父おやじさんに頼まれて薬を処しよ方ほうしただけだし街の医者に最初にそれを量産させようとしたのも親父さんだろう。まあ粗そ悪あく品ひんができてしかも街の連れん中ちゆうがそれを量産するとまでは思ってなかったようだがな。しかし良く解わからないが今いま燃えてるのはその工こう房ぼうらしいな。ああ、煙の色を見ただけでどれだけ粗悪品だったか解る。最悪だ」

「……粗悪品？　使った連れん中ちゆうは最高に気持ちよさそうで、見てて気味悪わるかったぞ」

「いくら快かい楽らくが強かろうが体を蝕むしばみ過ぎるんだよアレは。やりすぎると頭が壊れすぎて周りと自分を壊し始めちまうのさ。まあなんというかアレだよアレもっともっと幸せになれる薬だったら死を引き替えにしても構わないと俺は思ってるがあんな粗悪品じゃただ自分と周りを壊すだけだし俺もそれは本ほん意いじゃあない」

　そこまで言うと、ベグはクルリと身を翻ひるがえし、横にいたアイルに手をあげた。

「じゃあな俺はもう行く事にするよ。俺の先生の一家がこないだ事故で死んじまってな、唯ゆい一いつ生き残った先生の孫のチェスワフってのがまだ５歳さいになるかならないかってぐらいで新しん参ざん者もののフェルメートが世せ話わしてるらしいんだが奴やつは優しすぎるから子供の教育には向いてないと思うんだよ。だから俺が早く帰って色々面めん倒どう見みてやんなきゃよ……」

　最後まで言い終える頃には、既すでにベグは街の角を曲がり始めていた。

　遠くに消えていくその背を見送りながら、アイルは静かに溜ため息いきをついた。

「……錬れん金きん術じゆつ師しってのは、あんな連中ばかりなのか？」

　その後も心しん中ちゆうで錬金術師達を蔑さげすみながら街を眺ながめていると──

　不意に、その背に若々しい声が掛けられる。




「マイザー兄さん！」




「……手前てめえ」

　振り返り様ざま──アイルは背後に駆け寄ってきた少年を睨にらみ付け、歯をカチカチと鳴らしながら怒ど鳴なりつける。

「その名前で呼ぶなっつったろ！　何がマイザー守銭奴だ！　巫ふ山ざ戯けた名前つけやがって……っ！　アヴァーロケチ野郎って家か名めいだけじゃ物もの足たりねえのか、あぁ!?」

「今はそんな場合じゃないって兄にいさん！　夕べ反乱が起こりかけたらしくって、ボロニアル様が私し兵へいを出動させて、街の方はえらい騒ぎだって……」

「──っ。……ほう、あの色キチ、とうとう腰をあげたか」

　弟の報告に鋭い目を細め、アイルは煙を立ち上らせる街を再さい度ど見下ろした。

「これで、少しは街が良くなってくれりゃあいいんだが」

　その先に何が起こるのか予測は付かないが──貴き族ぞくの青年は、ただ希望だけを口にする。

　自分に何ができるのか、それを頭の中に模も索さくしながら──

　口ではただ、希望の言葉だけを繰り返した。

「貴き族ぞくだろうが庶しよ民みんだろうが奴ど隷れいだろうが……ただ、『街』さえ良くなってくれりゃあな」




　　　　⇔




数日後ご　第三図書館　蔵ぞう書しよ庫こ　二階




「──というわけで、ええと、アルノーさんが示した血液の蒸じよう留りゆう方法は、その後ご様々な系けい譜ふを経て、今だとダルトン先生もその血けつ液えき蒸留研究の草くさ分わけの一人なんですよう。凄すごいですよねえ」

　ルネの講こう義ぎを聴きき流しながら、ヒューイは静かに溜ため息いきをつき、手元の本を捲めくり続ける。

　結局、生徒達は何事もなかったかのように釈しやく放ほうされた。

　エスペランサが裏でかなりの無む茶ちやをやったらしいが、ダルトンが伝でん書しよ鳩ばとにて飛ばした書しよ簡かんにより、周囲の都市からも何らかの圧力があったらしい。

　ヒューイは薬はともかく、自分の隠かくし財産も没ぼつ収しゆうされる事を覚かく悟ごしていたが──何な故ぜか偽にせ金がねに関する追及はなされず、『薬』に関してだけ徹てつ底てい的な排はい除じよが行われた。

　結果として、ヒューイには変わらぬ日常が戻ってきたのだが──彼にはそれが気に入らない。

　──偽金については……ダルトン達も元から承しよう知ちの上での黙もく認にんだったというわけか？

　他者の掌てのひらで踊らされていたという不快な推すい測そくを胸に、彼はいつも通り世界を呪のろい続けていた。

　──この世界は下らない。みんな壊れればいいんだ。……人間はみんな……

　そこまで考えた所で、横に座っていたエルマーが肘ひじでこちらをこづいてくる。

　うんざりしながら振り返ると、そこにはいつもの笑顔があった。

　エルマーが顎あごをしゃくった先では、モニカがもはやチラチラ所ではなく、ルネの講義を無視して全力でこちらを凝ぎよう視ししている。

　目が合った瞬しゆん間かん、彼女は顔を茹ゆでエビのように染そめ上げ、本の間に顔を埋めて沈ちん黙もくした。

　──……本当に、こないだの『仮か面めん職人』と同一人物か？

　結局エスペランサの血けつ縁えんらしいという事こと以外は、何一つとして彼女の過去を知る事はできなかった。エルマーは何か知っているようだったが──試しに聞いてみたら『モニカを心の底から好きになれば、きっと教えてくれるよ』と返された。

　──全くもって馬ば鹿か馬鹿しい。何が彼女を利用するだ。俺の一人相撲ずもうだったじゃないか。

　当のエルマーは小声で「もうすぐモニカの誕生日だからお祝いをしよう」と言い始め、講義を無視してインクで紙にパーティーの計画書を描き始める。

　最初は呆あきれた顔で無視していたが──モニカへのプレゼント候こう補ほというものの中に『リボンをつけたヒューイ』という文字列れつを見つけ、ヒューイは相手の足を思い切り踏みつけに行く。

　その一いち撃げきを華か麗れいに躱かわし、代だい償しようとして派は手でな音を立てて後ろに倒れるエルマー。

　目を丸くするルネと、楽しそうに笑い出す生徒達を見て、ヒューイは静かに目を閉じた。

　──そもそも、エルマーは……何ど処こまで知って動いていたんだ？

　──ニキを救えたのは偶然と言っていたが──本当にそうか？　最初から全部……俺に声を掛けた時には、既すでにダルトンから何か聞いていたんじゃないのか？

　疑わしい事はいくつもあったが──考えても答えは出ないと判断し、意識を別の事に傾ける。

　世界を憎にくむ少年は、心に刻んだ本の中、エルマーとモニカの頁ページに付ふ箋せんをつけた。

　彼の知る全ての人間が描かれている心しん中ちゆうの本。記された全ての人間には『敵』という文字が書き連ねられていたが──ヒューイは、その二人の判定を『保ほ留りゆう』の文字に書き換える。

　──……ふん。

　彼にとっての世界は、静かに蠢うごめき始めていた。

　ゆっくりと、しかし、確実に。

　迫り来る『変化』を予感しつつも──ヒューイは、それを拒こばもうという気にはならなかった。

　ただ、その変化の先に何があるのか、とりあえずそれを知ってからでも遅くはないだろうと。

　溜ため息いきをつきながら──ヒューイは誰にも見せないように、小さく口元を綻ほころばせる。

　その笑顔が偽にせ物ものなのか本物なのか、その答えを己おのれの内側にだけ閉じこめると──

　いつの日か、母が最期に自分に向けた笑顔の意味を知る事を望みながら、

　少年はただ、自分の為ために微笑ほほえんだ。




　　　　⇔




　時間は、再び数日遡さかのぼる。

「さあさあ急げよ荷に馬車よ急げっと」

　独り言を呟つぶやきながら、後ろに山ほどの荷物を載せた馬車を郊外に走らせるベグ。

　しかしながら前に繫つないだ二頭の馬は思うように走ってくれず、彼の早口とは対たい照しよう的に、ノロノロと街道を進んでいく。

　と、その前方に、一人の少女が手を挙げて立っている姿が見える。

　ベグは何事かと手綱たづなをひき、少女の真ま横よこに馬車を止めた。

「あの……すいません。もし宜よろしければ、次の街まで乗せていただけないでしょうか」

「女の子の一人旅とは豪ごう気きだねえ。できる事なら何でもするけど一体どこに行くつもりだ」

「一生をかけて……死に場所を探しに」

　ボロ服を纏まとった少女は柔らかく微笑ほほえんではいたが、その言葉は妙みように物ぶつ騒そうなものを感じさせる。

　ベグは何か事情があるようにも感じたが──特に何も聞かず、背後の荷台を指さした。







　荷台に揺られる少女は、背を後ろにあった木箱に預け、ぼんやりと空に目を向ける。

　エスペランサと同じように、どこまでも続いていく空を見上げていた栗くり色いろの髪かみの少女は、やがて馬の蹄ひづめのリズムに合わせ、静かに歌を紡つむぎ出した。




　ランタン灯ともして悪あく魔まが来るよ　　　　　仮か面めんを被かぶった悪魔が来るよ

　　　　　貴方あなたに仮面を被せに来るよ　　　　　　　みんなに仮面を被せに来るよ




　そう唄うたいながら笑う少女は、紛まぎれもなく悪魔であり、罪人でもあったが──

　少なくとも──今だけは幸せだった。

　皮ひ肉にくの込こめられた歌声は、荷台の中に跳ね返り、空へと静かに染しみこんでいく。

　そして、彼女の歌声を皮切りに、皮肉だけを打ち鳴らす楽団の演えん奏そうが始まる。

　何年も先に、あるいは、何百年先さきへとその音を響ひびかせる為ために──

　音は、確かに世界の中へと染みこみ始めた。

　深く、深く、深く──

　より広い世界に、せめて希望のある皮肉の声を響かせる為に。
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成なり田た良りよう悟ご

鎌倉の『山海堂』さんにて購入したレプリカ銃を持ちながら。絵師さんへの資料写真を撮ろうとしたのですが、「クク……これなら背後の敵もズドンってわけよ」と誰もいない部屋で呟いてしまい恥ずかしさに絶望。そして親指で引き金を引くのは辛いと気付きまた絶望。
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イラスト／エナミカツミ

広島県出身の東京在住。映画好きなので、キャラ起こしも自分の記憶にある俳優に照らし合わせて描くことがポイントらしい。多彩な画風で注目を集めている実力派。
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